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			宝くじが当たったのでレベル１から聖剣を買ってみる②

			羽田遼亮

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第一章　ギルドランクアップ

			第二章　賢者エイブラム

			第三章　ギルドに訪れた依頼人

			第四章　古代の工房

			第五章　カチュア救出

		

	
		
			　

			第一章　ギルドランクアップ

			　

			　

			†

			　

			　迷宮都市イスガルド、そこはエルンベルク王国の中央に存在する。

			　その地下には、広大な迷宮が広がっており、王国中、いや、世界中から冒険者が集まる。

			　冒険者たちは、地下迷宮に存在するモンスターたちから素材を回収し、地下迷宮の奥深くにある財宝を地上に持ち帰る。

			　あるいはただ、その最深部になにがあるのか、それを確かめるためだけに迷宮に飛び込むものもいる。

			　世は大冒険時代。

			　この地下迷宮に挑むものは、名声と富を得るか、絶望と死を与えられるか。

			　そのどちらかであった。

			　無論、僕ことクロム・メルビルは前者を得るため、この迷宮都市にやってきたのだ。

			　はたして僕はそれらを得られるだろうか。

			　そんなことを口にすると、腰にぶら下げた聖剣が口を挟んでくる。

			「富はともかく、名声の方は得られたんじゃない？」

			　と――。

			　彼女は言う。

			「ちょっと前まで冒険者ギルドに入ることもできず、レベル１をさまよってたクロムが、今じゃ、【フェンリルの咆(ほう)哮(こう)】の冒険者なんだから」

			「だよね、無職と冒険者じゃ大違いだ」

			「うんうん、Ｆランクでも冒険者ギルドは冒険者ギルドだよ」

			　聖剣エクスカリバーはそう言うが、それは間違っているので訂正する。

			「エクスは皮肉を言っているみたいだけど、ちょっと時機を逸しているね」

			「どういうこと？」

			　エクスは首をひねる。いや、剣なので首はないけど。

			「実は我がフェンリルの咆(ほう)哮(こう)は今朝方、Ｆランク冒険者ギルドから、Ｅランク冒険者ギルドに昇進したんだ」

			「ええ、まじで!?」

			　と叫ぶエクス。

			「まじだよ」

			「あの万年Ｆランクのフェンリルの咆(ほう)哮(こう)がどんな手を使ったの？」

			　賄(わい)賂(ろ)は無理だから、色仕掛け？　と無礼なことを言うエクス。

			　叱りつけると、事情を話した。

			　事情といっても大したものではなく、単純なことであったが。

			「僕たちのギルドが、お姫さまを救ったことにより、評議会から格別の計らいを受けたんだよ。本来ならば半年に一回しか昇格のチャンスはないんだけど、特別にランクをあげてもらったんだ」

			「ごいすー！　他のギルドもあげてもらったの？」

			「それは駄目だったみたい。ただ、感謝状はもらったから、次の昇格査定では有利になるだろうね」

			　フェンリル・ギルドだけ昇格できたのは、もともとＦランクだったこと、それに恐るべき厄災となっていたかもしれないドラゴンを倒した勇者がいる、ということも考慮されたようだ。

			　ちなみにその勇者とは僕のことである。

			　そういった意味ではたしかに僕は名声を得ることができたのかもしれない。

			　それに経験も。

			　ステータス画面を開く。

			　

			クロム・メルビル　一六歳　レベル７[image: MByaji-sita.png]８　冒険者　Ｅランクギルド　フェンリルの咆(ほう)哮(こう)所属
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			魔力　Ｄ

			魔防　Ｄ
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			信仰心　Ｄ
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			武器　聖剣エクスカリバー

			防具　旅人の服　トリネコの木の円形盾

			　

			固有スキル　【なんでも装備可能】

			隠しスキル　【英雄の証】

			戦闘関連スキル　【剣術Ｃ】　【火魔法Ｆ】　【対槍術Ｅ】　【耐火Ｃ】

			武具スキル　【自動回復小】　【成長倍加】

			日常スキル　【日曜大工Ｃ】

			　

			　ステータスを見たエクスは、

			「おお、ちゃんとレベルが上がってるね」

			　と喜ぶが、すぐに「でも」と続ける。

			「ドラゴンと戦ったにしてはしょぼすぎない？」

			　と、身もふたもないことを言う。

			「まあ、そうだけどさ」

			　原因は分かっている。

			　レベルが１しか上がらなかったのは、ここ最近の急成長のせいだった。

			　本来、レベルとは何年もかけてちょっとずつ上げるものなのだが、僕の場合、この数週間で一気に上げすぎた。

			　そのため、身体が成長についていけず、目詰まりのような現象を引き起こしているらしい。リルさんはそう言っていた。

			　それにドラゴンにとどめを刺したのは僕だけど、ドラゴンと戦ったのは僕だけではない。

			　経験値は役割に応じて分配されただろうし、それにとどめを刺したといっても、最後は木で串刺しにしただけであった。

			　剣を突き立てて絶命させるよりはもらえる経験値が少なかったのだろう。

			　そう考察している。

			　しかし、それでもレベルアップはレベルアップ。

			　嬉しいことには変わりない。

			　またフェンリル・ギルドのランクが上がったのも嬉しい。

			　ランクが上がれば、潜れる階層はより深くなるし、依頼されるクエストの質も上がる。

			　正直、Ｆランクギルドに持ち込まれるクエストは、第一階層のゴミ拾い。

			　あるいは街の清掃業務、迷宮都市の城壁修復など、およそ冒険とは関係ないものが大半となる。

			　Ｅランクでも大きな違いはないように思えるが、それでもＥとＦではだいぶ変わる、とはフェンリル・ギルドのマネジメントを一手に引き受けるカレンの言葉だった。

			　

			「クロムさまの活躍のおかげで依頼されるクエストの幅が増えましたわ」

			　

			　と、諸手を挙げて喜んでくれる。

			　ただ、と続ける。

			「依頼内容はバラエティ豊かになりましたが、目下のところ我がギルドで稼働できる冒険者はクロムさまだけ。すべて依頼をこなすことができないのが惜しいですね」

			　と締めくくる。

			　エクスもそれには同意のようだ。

			「今、僕たちに必要なのは仲間なのかもしれないね」

			　と言う。

			　それには激しく同意だが、仲間などそう易々と作れない。

			　それを証拠にＦからＥランクに上がっても、ギルド前に貼られた求人広告を持ち帰るものは誰もいなかった。

			　ビラは一枚も減っていない。

			　もっともこれはリルさんが散々、悪戯(いたずら)をしたしっぺ返しかもしれない。

			　リルさんは先日まで、Ｆランクギルドなのに『元』Ａランクギルドという看板を出していたのだ。

			　それに騙されて失望した冒険者もさぞ多いことだろう。

			　かくいう僕もそのひとりで、もしもフェンリル・ギルドがＦランクからＥランクに変わっていたと気がついても再び門を叩くか疑問である。

			　しかし、悪戯(いたずら)好きの神獣リル様は、そんなことを知ってか知らずか、尻尾(しつぽ)の手入れをしている。

			　先日、ばっさり切ってしまったので、短くなっているが、それでもすでにかなり生え替わっている。

			「換毛期に切ってよかった」

			　と安(あん)堵(ど)している。それよりも過去の悪戯(いたずら)を嘆き、反省してほしいが、それを彼女に求めるのは無駄かもしれない。

			　彼女は「ふぁ～あ……」とあくびをすると、ソファーに身を預ける。

			　あくびを終えると、彼女はこんなことを言う。

			「かつて、この国が戦乱に明け暮れていたころ、とある将軍が戦場で副官にこう言ったそうだ。私はこれから読書をする。もしも他の将軍や国王陛下がやってきても邪魔しないように。ちなみに読書は文字通りの意味でなく、戦場に連れてきた情婦といちゃつくという隠語だ。これについてどう思う？」

			「忠誠心もないし、責任感もないですね」

			「その通りだ。ちなみに私はこれから『読書』をするが、国王だろうが、神獣だろうが、誰がやってきても邪魔しないでくれ」

			　彼女はそう言い切ると、犬のように丸まってそのまま寝てしまった。

			　彼女の『読書』は『昼寝』の意味があるようだ。本を顔に載せて、光をさえぎっている。

			　すぐに寝息が聞こえてくる。

			　これは忠告通り、起こさない方がいいな、と思った僕はカレンにこう言った。

			「――というわけです、カレン、僕はリルさんが起きるまで、街を散策してくるよ」

			　カレンはそう言うと、

			「いってらっしゃいませ」

			　と頭を下げた。

			　メイドさん特有のホワイトブリムがよく見える。

			　可愛らしいが、見とれることなく、フェンリルの館をあとにした。

			　

			†

			　

			　イスガルドの街の散策。

			　この街にやってきてはや数ヶ月になるが、意外とこの街のことを知らない。

			　迷宮都市にやってきたころは、忙(せわ)しなく就職活動に励んでいたのでこうして落ち着いて街を散策する暇がなかった。

			　心の余裕と金銭の余裕がなかったのだ。

			　ただし、今は若干違う。

			　金銭の余裕はあのころと比べれば若干、ましになった（姫様救出クエストの報酬が思いの外もらえた）。

			　心の余裕はいわずもがな。

			　念願の冒険者ギルドに入ることができたし、そこでの生活にも満足している。

			　ギルドに入ったそうそう、ふたつもクエストを達成することができたし、フェンリル・ギルドの人たちはとても親切で気持ちのよい人たちだった。

			　怠け者だが、やるときはやるリルさん。

			　働き者だけど、少し心配性のカレン。

			　ギルドの『人』ではないが、聖剣エクスカリバーも僕にとって掛け替えのない存在だ。

			　この見知らぬ土地でそんな人たちと出会えたことは、まさしく幸運以外のなにものでもなく、巡り会いの神ネイレースに感謝の念を捧げてもいいくらいだった。

			　そう思った僕は、とあることを思い出す。

			「そういえば、この辺にネイレースの神殿があったはず」

			　これまでの出逢いに感謝の念を捧げるために、一度、神殿に行って寄付をするのもいいかもしれない。

			　ポケットの中にある銀貨を握りしめる。

			　この銀貨があるのはまさしく出逢いのおかげであったし、その出逢いを司る神様に少しくらい還元するのも悪くない。

			　ちなみに我がメルビル家は、地母神ウルムを信仰しているが、それほど信心深いわけでもない。

			　食事前に捧げるウルム様へのお祈りは、数回に一回はおざなりになってしまうし、忙しいときなどは忘れてしまう。

			　ただ、それでも貴族の末席に連なっていたので、月に一度は神殿に顔を出し、お祈りと寄付を捧げていた。

			　その習慣は迷宮都市にやってきてからなくなっていた。

			　なのでたまには復活させてもいいだろう。

			　そのことを話すと、聖剣のエクスは諸手を挙げて賛同してくれる。

			「ボクのポテンシャルを引き出すには信仰心のステータスも上げておいた方がいいしね」

			　ただ、と彼女は余計な一言を付け加える。

			「ウルム神じゃなく、ネイレース神にお参りに行くところがクロムらしいね。さてはさらに女の子を集めてハーレムでも作る気でしょ」

			「そんな甲斐性も度胸もないよ」

			　と、無難に応じると、僕はネイレース神の神殿に向かった。

			　

			　

			　神殿が混む、ということは滅多にない。

			　お祈りを捧げる日や聖なる日のお祭りの場合などは混み合うことも多いが、それ以外の日に神殿にやってくる人間は少ない。

			　だからそこで知り合いと出会う可能性など、まったく考慮していなかった。

			　しかし、運命とは不思議なもので、出逢いとは浪漫的であった。

			　さすが巡り会いの神ネイレース、この広大な迷宮都市で、数少ない知り合いと巡り会う可能性は限りなくゼロに近いはずなのに。

			　そんなことを思っていると、その知り合いが話しかけてきた。

			　彼女は優雅なたたずまいを崩すことなく、たおやかな笑顔で言った。

			「お久しぶりです、クロムさん」
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			　まるでお姫様のような笑顔と振る舞いであったが、事実、彼女はお姫様だった。

			　彼女の名は、ユーフォニア・エルンベルク。

			　この国の第三王女である。

			　掛け値なしのお姫様がそこにいた。

			　彼女も僕の姿を見るなり、同じ感想を抱いたようだ。

			「まさか、このようなところでクロムさんと会えるだなんて夢にも思っていませんでした」

			　さすがは巡り会いを司る神様ですね、と微笑む。

			「そうですね。僕はこの迷宮都市にやってきてから、いろいろな人に助けられているので、そのお礼もかねてやってきました」

			　僕はそう言うと、神殿の巫(み)女(こ)に銀貨を一枚渡す。

			　彼女はありがとうございます、と微笑んだ。

			　一方、ニアは一国のお姫様、剛(ごう)毅(き)である。

			　迷宮金貨の一〇倍の価値がある王国金貨を気前よく渡していた。

			　さすがにそれは神殿の巫(み)女(こ)も驚いている。

			　この少女はなにもの!?　的な顔で目をぱちくりとさせていた。

			　この少女はお姫様なのだけど、それは明らかにしない方がいいだろう。

			　本人はことさら隠し立てするようなことではない、と言っていたが、彼女の家臣であるルミナスやクライドはなるべくなら姫様の身分を隠したがっている節があった。

			　王族ともあれば身分がばれれば誘拐などの危険もつきまとうし、また王宮の政争や後継者争いに巻き込まれることもある。

			　声高々に自分の身分を名乗り、所在を明らかにするのは不利である。

			　それくらいは僕にも分かる道理だったので、沈黙によって巫(み)女(こ)の好奇の視線を避けると、少し距離を取ってニアに話しかけた。

			「ニア、君もお祈りにきたの？」

			　そう問うと、彼女は「はい」とうなずいた。

			　その言葉を聞くと聖剣のエクスが茶化してくる。

			「お姫様は新しい出逢いを求めてこの神殿にやってきたのかな。それとも誰かさんとの再会を願ってやってきたのかな」

			　ボクは後者に銀貨三枚、と宣言する。

			　その賭けに乗る必要はないだろう。

			　その前に彼女は説明してくれた。

			「実はこの神殿にやってきたのはとある人物との再会を願ってなのです」

			　その言葉でエクスが賭けに勝ったかのような素振りをするが、それは早合点であった。

			　彼女は出会いたい人物の名をあげる。

			「ルミナス」

			　と、彼女の忠実な女中にして学者の名をあげる。

			　どうやら彼女は街中でルミナスとはぐれてしまったらしい。

			　それでこの神殿を見かけて飛び込んできたそうだ。

			　実際、この神殿はそのような用途に使われることも多いらしく、あちこちにはぐれた人たちが散在していた。

			　ここで待っていれば出会える可能性が増えるというわけである。

			　さて、ルミナスはこの神殿に気がついてくれるだろうか。

			　特にやることのない僕は彼女とルミナスを待つことにした。

			　神殿の敷地内にある長椅子に腰掛けると、彼女は説明してくれる。

			「ルミナスは、頭はいいのですが、とても方向音痴なのです。こうして定期的に離ればなれになってしまって」

			　あのときもそうです。

			　と彼女は続ける。

			　あのときとは僕が悪漢からルミナスを救出したときのことらしい。あのときも彼女は迷宮に生える珍しい草花に目を奪われ、いつの間にかはぐれてしまったとのこと。

			「今回もきっと街で珍しいものでも見かけ、はぐれてしまったのでしょう」

			　始祖(オリジン)エルフや海ドワーフでも見つけたのでしょうか。

			　とニアは尋ねてくるが、それはルミナス本人にしか分からない。

			　丁度やってきたので尋ねてみるが、彼女は気恥ずかしそうに頭をかくだけだった。

			　ただ、ニアはあきれても怒ってもいない。

			　ルミナスとの再会を素直に喜ぶと、こう言った。

			「これで目的が果たせます。あの、クロムさん、またルミナスが迷子にならないように、一緒についてきてもらえませんか」

			　そんな言葉をくれた。

			　すぐに了承する。

			　もともと目的があっての散策ではないし、時間を持て余していたところだ。

			　彼女の申し出は素直に嬉しかった。

			「それではご迷惑でなければご一緒に」

			　そう言うと、僕は彼女たちと肩を並べ、歩く。

			　道中、ルミナスが迷子にならないように見張っていたが、彼女は苦笑いを浮かべながら、小声で言った。

			「……あの、クロムさん、おひいさまの言葉は真に受けないでください。たしかに私とおひいさまが一緒に出掛けると三回に一回は迷子になりますが、それはおひいさまがとても方向音痴な上に集中力がないからです。ほら、今もサーカスの一団に目を奪われています」

			　ルミナスはサーカスの一団に付いていこうとするニアの首根っこを引っ張ると、正道を歩ませる。

			「――と、このように、見た目は大人なのですが、中身は幼女のように純真な方なのです」

			　その言葉を聞いて思った。

			　このお姫様の侍女を務めるというのは大変だということを。

			　僕はその労苦をわずかでも軽減するため、ニアが珍しいものに釣られてふらふらしないように注意した。

			　彼女は目的地に到着するまで、都合、五回、好奇心のおもむくままに行動した。

			　思わず彼女に首輪と縄をくくりつけたくなったが、お姫様にそんなことはできない。

			　ただただ、彼女がはぐれないように注意するしかなかった。

			　

			†

			　

			　ニアとルミナスが目指していたのは、迷宮都市にある学者ギルドだった。

			　なぜに学者ギルド、とは思わない。

			　そもそも彼女たちと出会ったのは、ダンジョンの実地調査をしているときだったし、彼女たちはドラゴンの調査のためにこの迷宮都市にやってきたのだ。

			　そんな彼女たちが学者ギルドにおもむくのは、なんら不思議ではない。

			　むしろ必然でさえあった。

			　そんな感想を抱きながら、学者ギルドの外観を見渡す。

			　様々なギルドを見てきたが、学者ギルドはやはり学者ギルドっぽかった。

			　迷宮都市にある大きな図書館のような、あるいは大学のような雰囲気を醸し出していた。

			　そんな感想を口にすると、ルミナスは肯定してくれる。

			「さすがはクロムさん、鋭いですね」

			　と。

			「実際、学者ギルドと大学に大きな違いはありません。大学は王国の国費から運営資金が提供されており、ギルドは貴族や商人から運営資金が供給されていることが大きな違いでしょうか」

			「つまり、学者ギルドは在野の賢者や学者が多く集まっている、ということですね」

			　ニアが補足してくれる。

			「なるほど、そういう違いがあるんですね」

			「もちろん、国が運営する大学と比べようもありませんが、その分、学者ギルドは国で研究できないような内容も研究しています。また知的探究心が旺盛な方が多く、むしろ大学よりも有意な発見を次々と発表しているのですよ」

			　と、ルミナスは大きな胸を突き出し、えっへんと自慢した。

			　なんでもこのギルドの長は、ルミナスの師匠筋に当たるらしく、この迷宮都市でも、いや、この世界でも有数の学者なのだそうだ。

			　彼女はその直系の弟子に当たるらしい。

			「つまり、このギルドへきた理由は、先日のドラゴンの件でしょうか？」

			「その通りです。勘が鋭いですね」

			「まあ、おおよそは見当がつきますよ」

			「あのあと、ドラゴンの死体を調査し、その生態を調べました。その種類、鱗(うろこ)の硬さ、大きさ、おおよその体重、その食性も調べました」

			　ルミナスは平然と、

			「その胃袋からは人間の死体が六体、鹿一二体も出てきたんですよ」

			　と言う。

			　人間がどれくらい消化されていたか、それで捕食された時間も判別できると鼻息を荒くするが、あまりそんな話を聞きたくなかったので、代わりに彼女自身のことを尋ねた。

			「ところでルミナスさんは、学者なんですよね」

			「ええ、王都にある王立大学を出ました」

			「それはすごい。あそこは天才しか入れないと聞きました」

			「そんなことはないですよ、私が入れるくらいですから」

			　と、謙(けん)遜(そん)するが、そんなことはない。

			　僕の地元にも王立大学に入るため、子供のころから勉強を重ねている知り合いがいたが、彼は朝から晩まで勉強漬けだ。

			　買い出しに行くときも本を読み、薪(まき)を割るときも本を読んでいる。

			　月が出ている晩は、その月明かりで勉強するくらい苦学しているが、それでも王立大学には入れなかった。

			　彼だけでなく、王立大学に入るために人生を捧げる人は多い。

			　四〇歳を超えてもまだ諦めずに勉強している人もいるし、金貨何百枚もはたいて替え玉を雇った人もいるし、あるいは大学に入るために服の裏地にびっしりとカンニングペーパーを書いた人もいるという。

			　もっとも、不正を働いた人はそのまま監獄行きらしいが。

			　要はそれくらい難関で憧れの的なのだが、彼女はその若さで合格し、卒業までしたことになる。

			　どんな勉強法をしたのか聞いてみたいが、それよりも尋ねたいのは、そんな才媛の彼女がどうしてお姫様の侍女をしているかということだった。

			　彼女はこころよくそれを教えてくれる。

			「それは簡単ですよ。ダンジョンのことについて知りたい！　と毎日のように私の研究室にやってくる少女がいたのです。あまりにも熱心にやってくるので、やがて私の方が感化されてしまって。しかもあとで聞いたらその子は王族というではありませんか。それが彼女に仕えることになった理由です」

			「そんな経緯があったんですね」

			「まあ、丁度そのころ、大学での研究に閉塞感を覚えていたこともありますし、我が師匠のように在野にありながら研究するのも悪くない、と思っていたところだったので、思い切って侍女に応募してみました」

			「ちなみに侍女募集の際の筆記試験も満点だったんですよ」

			　と、ニアは明かしてくれる。

			「すごいですね」

			「すごいんです」

			　とニアは言う。

			「その後、彼女は私の侍女を務めるかたわら、ダンジョンについて研究をしていました――こちらはまあわたくしの願いでもあるのですが」

			「そういえばニアはダンジョンの研究に熱心だよね。王都から迷宮都市にやってくるだなんて。なにか理由でもあるの？」

			　深く考えずに尋ねた質問であるが、ニアは明らかに顔色を変え、少し動揺を見せる。

			　なにか事情があるのかもしれない。

			　少なくとも気軽に他人に話せるような事情ではないのだろう。

			　人が良い彼女はすぐに表情に出る。

			　困った顔をしている。

			　それを察した僕は話題を転じさせる。

			「さて、ギルドの前で立ち話もなんだし、中に入らない？」

			　その提案にルミナスも応える。

			「そうでした。師匠へのお土産にケーキを買ってきたのです。このままだと生クリームが傷んでしまいます」

			「そうですね、ルミナスが迷子になったせいで余計な時間を使ってしまいました」

			　平然と言うが、迷子になったのはニアである。

			　彼女に自分が方向音痴な上に迷子体質であることを伝えるにはどうすればいいのだろうか。

			　……難しいだろうな。

			　純真無垢な彼女を傷つける勇気はないので、諦めて学者ギルドのドアノッカーを叩く。

			　学者ギルドのドアノッカーは、梟(ふくろう)をあしらった形をしていた。

			　森の賢者梟(ふくろう)にちなんでいるのだろうか。

			　ちなみに我がフェンリル・ギルドは狼をあしらったものだ。魔狼フェンリルにかけているのだろう。

			　こういった些(さ)細(さい)なところでギルドの個性が出るのだな。

			　そんなことを思いながら、ルミナスがドアノッカーを叩くのを見守った。

			　彼女が三回、ドアノッカーを叩いたあと、十数秒経過すると、いかにも書生といった感じの青白い顔をした青年がドアを開けてくれた。

		

	
		
			　

			第二章　賢者エイブラム

			　

			　

			†

			　

			　学者ギルドの青年は僕たちをギルドの応接間に案内してくれると、お茶を持ってきてくれた。

			　不思議な色のお茶だった。

			　綺麗な緑色のお茶で、とてもさわやかな匂いがする。

			　ただ、見慣れぬものはなかなか口を付けにくい。

			　ひとり、逡巡していると、青年はそのお茶の説明をしてくれた。

			「それはグリーンティーです」

			「グリーンティー？」

			「東方から伝わったお茶です。緑茶といいます」

			「へえ、緑茶ですか」

			「海のものとも山のものとも思えないでしょうが、実はそれ、紅茶と同じなんですよ」

			　それを聞いた僕は思わず「えっ」という言葉を漏らしてしまう。

			「もともと、紅茶は東方から伝来したのです。その過程で茶葉が発酵したものが紅茶、発酵させなかったものが緑茶となります」

			「へえ、知らなかった」

			　自分の知力がほんのり上がったような気がした。

			　僕はお茶に口を付けた。

			　とても苦かった。

			　その姿を見てニアはおかしそうに言う。

			「本当は紅茶の方が、渋みが強いのですけどね。ですが、緑茶には砂糖もミルクも入れませんから、初めての方はそう感じるのかもしれません」

			　慣れると、この渋みの奥底にある、ほんのりとした甘さが癖になるんですよ、とニアは付け加えた。

			「なるほど」

			　と、その甘みを確かめるが、言われてみればそんな気もするし、言われなければ分からないような甘さだった。

			　その姿を見てエクスは、

			「さすが田舎者のクロム、繊細な味覚はないようだね」

			　ぷー、くすくす、と笑う。

			　無機物に馬鹿にされるのは悔しいが、田舎ものなのは確かだし、繊細な舌を持っていないのも確かだった。

			　なので黙って笑われていると、目的の人物がやってきた。

			　このギルドのギルド長である。
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			　彼はぼさぼさの白髪の上に大きな帽子をかぶり、眼鏡をしている。

			　また眼光するどく、偏屈そうな人物であった。

			　まさに一目見ただけで学者と分かる人物である。

			　もっとも学者は、暗殺者や盗賊とは違い、一目でそれと分かっても問題はないし、分かった方がスムーズにことが進む場合も多い。むしろ、ルミナスのように学者らしさが眼鏡しかないような娘は初期対応に困るというものだ。

			　そんなことを思っていると、老人は口を開いた。

			「久しいの、ルミナス、それにおひいさま」

			　老人がそう口にすると、ふたりはうやうやしく頭を下げ、挨拶をした。

			　僕もそれにならおうとするが、とめられる。

			「ワシはこういう堅苦しいのが苦手での。おひいさまにもやめてくれと何度も頼んでいるのじゃが」

			　老人はちらりとニアを見る。

			「それはできません。なぜならばエイブラム翁はこの国随一の賢者。そんなお方に礼は欠けません」

			　その言葉を聞くと、エイブラムは、「ふぉっほっほ」と笑いを上げる。

			「賢者エイブラムか。懐かしい名前だ。しかし、それは過去の遺物。今はただの学者じゃよ」

			「ですが――」

			「ですがも即死(デス)もない。研究のために大学を出奔してはや数十年、今は在野の学者に過ぎない」

			　それでもニアは納得しがたいのだろう。こう付け加えた。

			「ですが、学者は学者でもエイブラム翁はこの国随一の学者。他のものと同列にはできません」

			　彼女がそう言い切ると、エイブラムは、はあ、と肩を落として僕にささやく。

			「まったく、相変わらず堅苦しいおひいさまじゃ。少年よ、その調子ではさぞ難儀しておろう」

			「まさか、そんな」

			　と言うしかない。

			「ふぉっふぉっふぉ、分かっておる。しかし、この手の娘は嫁にすると豹変することがあるからな。このようにしとやかで穏やかでも、結婚すると途端、夫を尻に敷く可能性がある」

			　ニアと結婚など有り得ないが、ニアはそんな娘ではない、と思う。

			　彼女の姿を観察してみる。

			　お嬢様然として楚々とした姿。

			　いや、お嬢様の上位互換のお姫様なのだけど。

			　とても穏やかでたおやかで男性を尻に敷く女性になるとは思えない。

			　ただ、エイブラムさんいわく、女は子供を産むと女からおかんになるのじゃ、だそうだ。

			　エイブラムの奥さんは、結婚する前はそれこそナイフとフォークより重いものは持ったことありませんの、と蝶よ花よと育てられた娘らしいが、子供を産んだ途端、鬼嫁となったらしい。

			　しかし、ニアがそれにならう道理はない。

			　そもそも僕とニアが結婚することはない。

			　彼女は一国のお姫様、こちらはしがない冒険者だ。

			　子供どころか結ばれる可能性もなかった。

			　なのでこんな議論をしても仕方ない。

			　僕はお椀なるものにそそがれた緑色の液体を飲み干すと、ルミナスに視線をやった。

			　彼女は、こくん、とうなずく。

			　彼女もまた同じような感想を抱いていたのだろう。

			　ルミナスはおもむろに話を始める。

			「師匠、お話があります。我々が調査に向かっていたドラゴンの件なのですが」

			「ほお、ドラゴンか――」

			　エイブラムはそこで言葉をとめてちらりとこちらを見る。

			　鋭い目つきだった。

			　学者というよりも熟練の冒険者の眼光に近かった。

			「大変、興味深い話だが、その話を部外者の前でしていいのかね」

			　嫌みたらしくない口調だった。純粋に秘密が露見することを恐れているかのような口調だ。

			　ニアは即座に弁護してくれる。

			「エイブラム翁、それにはご心配いりません。このクロムさんの口の堅さはわたくしが保証します」

			　エイブラムは接吻でもして口の堅さを確認したのかね、と茶化す。

			　ニアは軽く赤面をしながら否定するも、最後にこう言った。

			「それにクロムさんはかのドラゴンにとどめを刺した勇者です。彼にはこの話を聞く権利があるでしょう」

			　その言葉を聞いて、エイブラムは初めて大きくまなこを見開いた。

			「な、なんと、この少年が火竜を殺したというのか。信じられない」

			「信じられないかもしれませんが、これは事実です。このクロム・メルビルさんこそ、この迷宮都市の地下に広がる迷宮を制覇する英雄になると、わたくしは固く信じております」

			　ニアは断言する。

			　僕は気恥ずかしげに彼女の言葉を聞いていたが、ただ、彼女の言葉を誇張で終わらせるつもりはない。

			　いつかこの足で迷宮の最下層に到達し、いつかこの目で迷宮の最深部を見てみたいと思っていた。

			　そんな真剣な表情が伝わったのだろうか。

			　エイブラムも真剣な表情をすると、よろしい、この少年の同席を許可しよう。

			　あごひげと口ひげの間から言葉を発した。

			　それと同時にルミナスはドラゴンについて語り出した。

			　

			†

			　

			「師匠、先日、調査隊を派遣し、調べていたドラゴンなのですが」

			　ルミナスの第一声はそれであった。

			　なんでも調査隊はこのエイブラムの指示で組織されたものらしい。

			　昨今、浅い階層にドラゴンが出現すると聞いたエイブラムは、愛弟子であるルミナスに手紙を書き、その主であるユーフォニアを説き伏せ、調査団を組織させた。

			「なぜ、評議会ではなく、王女様に頼み事をしたのですか？」

			　素朴な疑問をぶつける。

			「その理由は明快だ。評議会の連中は腰が重い。冒険者や商人の報告だけでは、調査をしようともしない。おおかた、ワイバーンを火竜と見間違えたか、あるいはタチの悪い流言と思っていたのだろう。だが、このままでは被害は着実に広がる。そう思ったワシは私財を投じて調査を始めた」

			「そこでその依頼を引き受けたわたくしたちが、南方のダンジョンからやってきたのです」

			「南方のダンジョン？　王都からきたのではないのですか？」

			「いえ、わたくしは流浪の旅をしています。王族ではありますが、この数年、王宮には足を踏み入れていません」

			　それもまた事情があるのだろうか、込み入った話になりそうだし、プライベートに関わることなので尋ねづらい。

			　沈黙しているとニアは続ける。

			「エイブラム翁から依頼を受けた我々は、この地にやってきてダンジョンの調査を始めました。

			　その間、一ヶ月。途中、ドラゴンが食い荒らしたと思われる獣(けもの)、あるいは冒険者の死体をいくつか発見しましたが、ドラゴンとはなかなか接触できなかったのです」

			　今、話しているのが僕と迷宮で出会ったときの話だろう。

			　このあとすぐに彼女たちはドラゴンの急襲を受ける。

			　結果は部隊を分断され、お姫様の本隊が孤立し、評議会主導で救援隊が組織されることになった。

			　無論、その救援が成功したからこそ今現在、こうして僕の横にニアはいる。

			　彼女はそのときの経緯を話すが、それが主題ではない。

			　ここが吟(ぎん)遊(ゆう)詩人ギルドならば詳細に話すべきなのだろうが、ここは英雄譚(たん)を紡ぐ場所ではなく、アカデミックな空間である。

			　ドラゴンの習性や生態の方に重きが置かれる。

			　ニアは淡々と語る。

			「ドラゴンの大きさはおよそ一〇メートル。そこまで大きい個体ではありませんでした。ただし、成体でその力は強く、討伐隊にも犠牲が多く出ました」

			　犠牲、という言葉を使ったニアの言葉はどこかもの悲しかったが、言葉を続ける。

			「個体としては強力、しかし、特別な個体ではありませんでした。繁殖期で凶暴化したわけでも、手負いで暴れていたわけでもない。なのにあのドラゴンは上層まで上がってきて人間を狙った」

			「ふむ、それは不可思議な話じゃな。上層まできて人間を襲うなど、あまり聞いたことがない」

			　エイブラムは冗談めかして言う。

			「正直、人間は不味いからの。鹿やイノシシを喰った方がまだうまい」

			　いったい、なにが起こっているのだろうな。

			　エイブラムは立派なあごひげを撫でると、ニアから受け取ったドラゴンの鱗(うろこ)を持て余しながら考え込んだ。

			　その間、数分――。

			　短くもあり、長い沈黙でもあったが、大賢者のもたらした答えは意外なものだった。

			　彼はあっさりとした口調でこう言った。

			「まったく分からん」

			　思わず精神的によろめいてしまう僕。

			　ただ、ニアとルミナスは予見していたらしく、謹厳な表情を崩さなかった。

			「さすがのエイブラム翁もそれだけの情報では無理ですか」

			「新種の病原体によって凶暴化した可能性もある。ゆえに鱗(うろこ)や死肉は調査するが、あまり期待しないでくれ」

			　彼はそう言い切ると、視線をこちらに向けてきた。

			「さて、ドラゴンの秘密は解き明かせなかったが、こちらの秘密はどうかな？」

			「こちらの秘密？」

			　僕は尋ねる。

			「そうじゃ。おぬし、レベルはいくつだ？」

			「８ですけど」

			「戦闘力は？」

			「１４１１です」

			「ほう、それはすごいな」

			　老人は目を見開く。

			「すごいのは装備の方ですよ、僕の力ではありません」

			　腰の鞘(さや)から聖剣を抜くと刀身をエイブラムに見せる。

			　工芸品のような輝きを誇るエクスを見た老人は、その日、一番の驚きの表情をした。

			「こいつは驚いた。そいつは聖剣エクスカリバーじゃないか」

			「ご存じなんですか？」

			「その聖剣のことを知らない賢者など、もぐりじゃよ」

			　ルミナスの方を見るが、彼女は軽く赤面する。

			　どうやら彼女は武具類に詳しくないらしい。

			　小声で抗弁する。

			「私はモンスターやダンジョン専門なのです。武具のような野蛮なものは専門外です」

			　それに私は賢者ではなく、『学者』ですから、と強調する。

			　そういうものなのか、と納得した僕は、エイブラムに視線を戻す。

			「エイブラムさん、この聖剣のことをご存じなんですよね。ならば由来を教えていただけませんか？」

			「おぬし、由来も知らずにその剣を振るっておったのか？」

			「はい、あ、いえ、彼女からおおよその由来は聞いています。たしか異世界の王が身につけていた伝説の剣なのですよね」

			「その通り。その剣は異世界の英雄アーサー王が、湖の乙女から受け取った名剣じゃ」

			「湖の乙女？」

			「異世界の精霊じゃな。彼女については文献が少なく語ることはできないが。あるいはその刀剣の人格が女であるのならば、もしやその湖の乙女の化身がエクスカリバーそのものなのかもしれぬ」

			　一度、触らせてくれまいか？

			　と頼み込むエイブラム。

			　僕としては善人にしてルミナスの師である彼を疑う理由などなにひとつなかったのだけど、それでも躊(ちゆう)躇(ちよ)した。

			　当の本人がこんな非礼なことを言ったからだ。

			（げげ、なにこのジジイ。清らかなボクに触れるつもり？　それだけじゃなく、あんなところやこんなとこを調べる気みたい。クロム、絶対にボクを渡しちゃ駄目だよ。もしも渡したら、ＮＴＲだからね。ＮＴＲ）

			（なんだよ、ＮＴＲって……）

			（ネ・ト・ラ・レ、寝取られだよ。クロムはそういう性癖ないでしょう）

			（幸いとね。でも、無機物に劣情を抱くことはないよ。僕もエイブラムさんも）

			　そう彼女に言うと、抵抗を無視し、刀剣を渡した。

			　一応、触らせるだけで、貸すことはできないと明言し、実験などのたぐいも固くお断りした。

			　エイブラムは「うむ」と承知すると聖剣のつかを握る。

			　弱々しい、枯れ木のような手だった。エクスの重さを支えるのもぎりぎりで、震えながら剣を支えている。

			　エクスの重さに慣れたエイブラムは、感嘆の声を漏らす。

			「……これが聖剣、これが伝説のエクスカリバー。この剣を持つものはブリテン島の正統な後継者になるという。この最強の剣を所持するものは不死の身体になるという」

			　エイブラムはそうつぶやくと、「いや……」と反語した。

			「不死の方は鞘(さや)担当だったな」

			　エイブラムはエクスをテーブルの上に置くと、僕の腰の鞘(さや)に焦点を当てる。

			「その鞘(さや)も見せてくれるかね」

			「もちろん」

			　と渡す。鞘(さや)の方はエクスと違って騒がないので気軽に貸せる。

			　鞘(さや)を渡すと老人はすぐに眉をひそめ、こう言った。

			「違う。これは本物の鞘(さや)ではない。偽物だな。エクスカリバーの鞘(さや)ではないぞ」

			「え？　そうなんですか？」

			「ああ、なんの魔力も霊圧も感じない」

			「そうか。あ、そういえば……」

			　僕はエクスを手に入れたときのことを思い出す。

			　金貨一〇〇〇枚で彼女を買ったとき、武具屋の店主はこう言っていた。

			　

			「その鞘(さや)はオリジナルではないが、それでも名工に作らせた逸品だ。エクスカリバーが風邪を引かないようにかぶせてやりな」

			　

			　あのときは大して気にしなかったけど、店主の言葉に偽りはなかったようだ。

			「ですが、エイブラムさん、鞘(さや)が偽物だと問題があるのですか？」

			「大ありじゃ、なにせ、エクスカリバーの本体は鞘(さや)といわれているくらい、鞘(さや)の方が強力なのだからな」

			「え!?　ほんとですか？」

			「本当だとも。エクスカリバーの鞘(さや)を所持すれば、不死身にも似た回復力を得られる。それを手にすればどんな愚鈍な剣士でも最強を名乗れるだろう」

			「最強……」

			「おぬしは【自動回復小】のスキルを持っているようだが、そんなスキルが糞に思えるほど、エクスカリバーの鞘(さや)は強い。むしろ、刀身などおまけじゃな」

			　それを聞いて腹を立てたのは件の刀身だった。

			　エクスは非難めいた言葉を上げる。

			「黙ってればこのじじい！　調子に乗ってー！　もうあかん。堪忍ならん！　クロム、このじじいをこてんぱんにして！」

			　その声は僕にしか届かない。そして僕にはそんな気はさらさらなかったのだけど、なぜかなし崩し的にエクスの願望を叶えることになる。

			　なぜならば、エイブラムがこんな提案をしてきたからだ。

			「少年よ、頼みがある。ワシは聖剣の切れ味と、少年の可能性が見たい。ワシが作ったゴーレムと手合わせしてくれまいか？」

			　もちろん、僕は断る。無駄な争いはしたくなかったし、大賢者と呼ばれる人が作ったゴーレムに勝てるわけがない。そう思ったからだ。

			　だけど、小一時間後、結局、僕は老人の作ったゴーレムと対(たい)峙(じ)することになる。

			　理由は単純で、勝負をしないとこれ以上、調査に協力しないもん、と、だだをこねられたからだ。

			　白髪の老人がだだをこねる姿はある意味哀れであったし、僕はニアとルミナスの役に立ちたかった。

			　それにゴーレムとの決闘で経験値を得られるかもしれない。

			　そういった理由でエイブラムの実験に付き合うことになった。

			　

			††

			　

			　こうしてエイブラムのゴーレムとクロムの勝負が決まった。

			　弟子であるルミナスはため息を漏らす。

			　まったく、師匠はいつまで経っても子供だ。

			「しないもん」

			　って、いったい、何歳児なのだ、と説教したくなった。

			　そんなことを考えながら、師がテーブルに置いたエクスカリバーを手に取る。

			　ルミナスは前言した通り武具に興味はない。ただなにげなく、聖剣とはどんなものなのか、あるいはそれを持ち主に返そうと持っただけなのだが、驚(きよう)愕(がく)することになる。

			「お、重い……」

			　ルミナスは聖剣を持ち上げることさえできなかった。

			　まるでテーブルに張り付いているかのように聖剣はぴたりと付着していた。

			　否、それは違う。

			　ルミナスは聖剣についての伝承を思い出す。

			　聖剣エクスカリバー。

			　その剣は最低でも能力値がオールＡ以上ないと装備できないという。

			　あの伝承は本当だったのか。

			　クロム少年のステータスは知っていた。さほど高くはない。しかし、【なんでも装備可能】というスキルはここまでチートなのか。

			　改めてその固有スキルのすごさに気がついた。

			　もしかしたら、クロム少年は本当に選ばれしものなのかもしれない。

			　ルミナスは再確認した。

			　それと同時に――。

			　好々爺を絵に描いたような師匠を見つめる。

			　荒野の大賢者とうたわれるエイブラム。

			　彼はなんなく、とは言わないまでも軽々と聖剣を持ち上げていた。

			　もしかしたら我が師匠のステータスはとんでもなく高いのでは、そんな疑念が湧いた。

			「お師匠様は、かつて冒険者としても一流だった、という話は真実だったのか」

			　ルミナスは大学時代に聞いた噂を思い出す。ただ、それも過去のものだった。

			　我が師が大学を去って数十年、彼はずっとこのギルドに引きこもっており、その実力を発揮する機会は一度もなかった。

			　しかし、今回はどうだろう。

			　もしも少年が、クロムがその聖剣を使いこなし、ゴーレムを駆(く)逐(ちく)すれば師の心に火を付けられるかもしれない。

			　荒野の大賢者とうたわれた師匠の本気が見られるかもしれない。

			　そう思ったルミナスは不覚にも興奮した。

			　鼻息で眼鏡が曇ってしまった。

			　ルミナスは眼鏡を拭くと、クロム少年を見つめた。

			「まったく、ドラゴンを倒すだけでなく、我が師匠にも見いだされるとは、底が知れない少年ね」

			　そう思った。

			　おひいさまは彼を英雄の卵と称していたが、ルミナスも似たような感想を抱く。

			「小さな勇者」

			　そんな自分だけの二つ名を刻むと、彼の名を呼んだ。

			「クロムさん、お師匠様と戦うにはこの聖剣が必要でしょう」

			　彼はそう言うと聖剣を取りにやってくる。

			　そのとき、注意深く観察したが、彼は初めて会ったときよりもたくましくなっているような気がした。

			　男子三日会わざれば刮目して見よ、そんなことわざを思い出した。

			　

			†

			　

			　ゴーレムとの手合わせは、ギルドに面した実験棟で行われた。

			　そこにある円形闘技場で行われる。

			　ギルドの横に円形闘技場があるなどとは思っていなかったので、ちょっと驚く。

			　エイブラムの弟子である青年が説明してくれる。

			「学者ギルドは魔術師ギルドや錬金術師ギルドと違って、大規模な実験はしません。ですが、モンスターの生態を調べるため、モンスター同士を戦わせたり、モンスターとゴーレムを戦わせたりするのです」

			　ときには剣奴を借りてきて、モンスターと戦わせることもあるんですよ、と青年は言った。

			　野蛮だなあ、そんな表情をしてしまったのだろうか、ルミナスがフォローを入れる。

			「もちろん、剣闘士の安全は第一に保証しますよ。野蛮な行為に思われますが、そのモンスターがどんな攻撃をしてくるのか、その毒は神経性なのか遅効性なのか即効性なのか。あるいはどんな特殊能力があるのか。それらを調べ上げ、モンスター図鑑に載せることによって冒険者に知識を蓄えさせ、冒険者の生存率を上げるのです」

			　と、モンスター図鑑を見せてくれる。

			　二八二年に改訂された最新版だ。僕も古いバージョンを読んだことがある。

			　たしかにこれは便利な書物で、これがなければ多くの冒険者は死んでいたかもしれない。

			　野蛮だと思ってしまったことを悔いた。

			「まあ、たしかに知らない人が見れば野蛮な行為ですよね。というか、私も野蛮だと思っていますし――」

			　ルミナスはそこで言葉を句切るとエイブラムの方へ振り向き続ける。

			「お師匠様、モンスターの実験をするのは大義名分がありますが、クロムさんを戦わせるのはどういった意味があるのでしょうか」

			　エイブラムは明言する。

			「ない！」

			　と。

			　ルミナスは脱力しかけるが、その前にエイブラムは続ける。

			「強いて言えば伝説の聖剣の研究かの。かの宝剣は我が泥人形(マツド・ゴーレム)を砕けるか、興味がある」

			「僕が戦うのはマッド・ゴーレムなのか」

			「不服か？」

			「まさか。戦うと決めた以上、戦いますが……」

			　ただ、ゴーレムと戦うのは初めてなので緊張する。マッド・ゴーレムはゴーレムの中でも基本中の基本で、ゴーレムと言えば泥で作られたマッド・ゴーレムがスタンダードだった。

			　他にも木で作られたウッド・ゴーレム。

			　鉄で作られたアイアン・ゴーレム。

			　生体を集めて作られたフレッシュ・ゴーレムなんていうのもある。

			　最上位のゴーレムにはミスリルで作られたものもあるらしいが、そんなものはそうそうお目に掛からない。

			　対ゴーレムの初陣がオーソドックスなものでよかった。

			　そう思っていると、エイブラムは意地の悪い笑い声を漏らす。

			「ふぉっふぉっ、少年、今、少年は戦うゴーレムが基本中の基本でよかった。そう思っているな」

			　軽くおののく。魔法をかけられて心を読まれたのだろうか。

			「魔法など使うまでもない。ワシくらい長生きしていれば、少年の考えなどお見通しじゃ」

			　老人はそこで言葉を句切る。

			「しかし、それは甘い考えだと言っておこう。たしかにマッド・ゴーレムはありふれたゴーレムだ。だが、ありふれたゴーレムこそ、制作者の技量と魔力が色濃く反映される」

			「ちなみに普通のマッド・ゴーレムの総合戦闘力はどれくらいなのですか？」

			「並の制作者なら１０００といったところか」

			「エイブラムさんが作ったものは？」

			「ワシか……、ワシの作ったマッド・ゴーレムは全身真っ赤に塗装してある」

			「……？」

			　意味を計りかねる。

			　真っ赤にすればなにか特別な効果が付与されるとでもいうのであろうか。

			　老人はもったいぶりながら指を三本突き出した。

			「ワシの作るゴーレムは通常の三倍強い！」

			　エイブラムはそう断言すると指をはじいた。

			　すると円形闘技場の奥の扉が開かれる。

			　そこから出てきたのは深紅のマッド・ゴーレムだった。

			「このゴーレムは迷宮の第八階層にある深紅の砂漠と呼ばれるエリアから出土される希少な泥で作られている。その地で倒れた多くの冒険者の鮮血で赤くなった、という伝承がある土で作ったレアものじゃ」

			　もっとも、と続ける。

			「それはただの迷信。そんな呪われた効果はない。ただし、その赤い泥で焼き上げたゴーレムは、軽く、堅い。それが三倍強い秘密、三倍速い秘訣！」

			　エイブラムはそう言うと、こちらの方を見つめる。

			　戦闘を開始していいか、ということだろう。

			　もちろん、かまわなかった。

			　深紅のゴーレムの戦闘力はおよそ３０００、僕の戦闘力は１４１１。

			　最初から勝敗は決しているような気もするが、これは模擬戦。

			　エイブラムも勝てとは言っていない。

			　聖剣の力の片(へん)鱗(りん)を見たいと言っていた。ならば僕は全力を尽くすだけだった。

			　そう念じると、うなずく。

			　それが合図となり、深紅のゴーレムは襲いかかってきた。

			　

			　深紅のゴーレムは思った以上に素早い。

			　ゴーレムは怪力だが、鈍足と決まっている。

			　――とはこのギルドの発行するモンスター図鑑にも書いてあったが、どうやらこいつは本当に例外のようだ。

			　できればこいつの詳細な情報も載せておいてほしかったが、こいつはギルドの機密事項なのだろう。モンスター図鑑には影も形もなかった。

			　しかし、こいつもゴーレムである。

			　ならば弱点は同じはず。

			　そう思った僕はゴーレムの裏を取るように動き回った。

			　ゴーレムには弱点があるのである。

			　その弱点とは、ゴーレムのどこかに書かれている魔法文字を一文字消すこと。

			　ゴーレムには古代魔法文字で『動く人形』と書かれている。その中の一文字を消すと『死んだ人形』となり、活動を停止させるのだ。

			　案の定、ゴーレムの背中には光り輝く文字が見えた。

			　それを削り取れば僕の勝ちである。

			　――が、簡単にはいかなかった。

			　削り取ろうと剣をかまえた瞬間、想像以上のスピードでゴーレムはこちらを振り向く、懐に飛び込んできた。

			　その勢いはすさまじく、振り下ろされる拳を円形盾で受けとめるのがやっとだった。

			　ずしり、というよりも、めきり、という音が聞こえたような気がした。

			　もしかしたら骨が折れたのかもしれない。それほどの一撃だった。

			　攻撃を盾で受けた僕は数メートルほど吹き飛ばされる。

			　その光景を見たニアは抗議の声を上げる。

			「エイブラム翁！　これは練習試合と言ったではありませんか。クロムさんに怪我を負わせないと言ったのに」

			　荒野の大賢者エイブラムは平然と言う。

			「そんなことは言っていない。命のやりとりはしない、と言っただけだ」

			「ですが、あのような強力な一撃を受ければ死ぬ危険も……」

			「あの少年の剣は特別製だ。【自動回復小】のスキルもある。死にはせん」

			「ですが――」

			　と、それでも抗議するニアにエイブラムは言った。

			「おひいさま、少年の心配をする気持ちは分かるが、少年のあの目を見よ」

			「あの目？　ですか」

			「そうだ。あの目だ。少年はこの闘技場に立って以来、戦士の目をしている。男の顔じゃ。それを横から水を差すなど、無粋の極みであろう」

			「戦士の目……」

			　彼女はぽつりと漏らすとこちらを見る。

			　僕が戦士の目をしているかは定かでなかったが、エイブラムの言う通り、一度始めた戦闘をやめるつもりなどなかった。

			　なんとしてもあのゴーレムに勝つ、それしか僕の頭の中になかった。

			　故郷の姉の言葉を思い出す。

			「クロム、あなたに才能があるのだとすれば、それは決して諦めない心です。あなたはどんなことがあっても諦めない強い心を持っている。それは冒険者になったとき、役立つでしょう」

			　ただ、姉はこんなことも言っていた。

			「それは女の子を落とすときも役立ちます。女は案外、熱烈な求愛に弱いもの。迷宮都市で素敵な女性を見つけて、是非、立派なメルビル家の後継者を作ってください」

			　ちらりとニアを見る。彼女が素敵な女性であることは異論の余地もないが、それでも彼女を田舎に連れて帰ることはないだろう。

			　お姫様を連れて帰れば、さすがの姉上もひっくり返るに違いない。

			　クロム、恐れ多くも一国のお姫様を連れてくるなんてこのメルビル家を潰すつもりですか、と泡を吹くに違いない。

			　あの冷静な姉上が真っ青になる姿は一度見てみたいが、メルビル家が潰されたら困る。

			　なので僕と彼女がそういう関係になることはない。

			　――だが、それでも僕はニアの前ではいい格好をしたかった。

			　彼女に一人前の男だと認めてもらいたかった。

			　そんなことを思いながら剣を振るった。

			　

			†

			　

			　僕とゴーレムの勝負の決着がついたのは、決闘開始から三〇分後だった。

			　見事、ゴーレムの背中の文字を消すことに成功した。

			　僕はゴーレムの攻撃のパターンを読むと、ゴーレムを壁際に誘い、ゴーレムの拳を寸前で避けた。

			　壁に突き刺さるゴーレムの拳。

			　その隙を見計らって背中に回り込むと、聖剣の一撃を加えた。

			　聖剣の一撃を加えた瞬間、青白い火花が飛び散る。

			　魔法武器同士がつばぜり合いを行ったときによく見られる光景だった。

			　どうやらゴーレムの背中は魔法によって守られていたらしい。

			　本来ならば僕程度のレベルの冒険者がその防壁を突破することなど、不可能らしいが、それを可能にしたのが聖剣エクスカリバーだった。

			　彼女はエイブラムの付与した防御結界をなんなく破壊すると、そのまま泥人形(マツド・ゴーレム)の背中を切り裂いた。

			「一刀両断にできなかったのはクロムのステータスが低いからだよ」

			　とのことだが、それでもその一撃はゴーレムの背中の一部を引き裂くに十分だった。

			　僕は狙いすましたかのように特定の文字を削り取った。

			　文字が吹っ飛んだ瞬間、光り輝いていた魔法文字は消え、ゴーレムも活動を停止する。

			　ゴーレムは動く人形から死んだ人形となる。

			　その瞬間、賢者エイブラムは言った。

			「勝者クロム！」

			　と――。

			　その声を聞いた瞬間、歓声が上がる。

			　決闘を見守っていたニア、ルミナス、エイブラムの弟子たちの声だった。

			　ニアは、

			「すごいです、さすがクロムさん」

			　と褒め称え。

			　ルミナスは、

			「やはりクロムさんは頭脳派ですね、見事な倒し方です」

			　と称賛してくれた。

			　エイブラムの弟子たちも、

			「師の作ったゴーレムを倒すとは、この少年、なにものだ？」

			「深紅のゴーレムが倒れるところなど見たことがない」

			「あの聖剣の力はすさまじい。……しかし、それを使いこなす少年はいったい、どんな訓練を受けてきたんだ」

			　と、驚(きよう)愕(がく)の声を上げていた。

			　あるいはこの場で一番冷静なのはエイブラムなのかもしれない。

			　彼は理知的な声で言った。

			「見事じゃ、少年。その機転、さすがは火竜を殺しただけはある。そしてその聖剣の力を引き出す力も素晴らしい」

			　素直に称賛を受け取りたかったが、事情を話す。

			「そんなことはないですよ。これはすべて僕の固有スキルのおかげです」

			「ほう、件の【なんでも装備可能】のことか」

			「はい、本来なら装備できないＳランクの聖剣も装備できる。これが僕の強さの秘訣です。もしもこの聖剣がなかったら、僕は一角兎(ホーン・ラビツト)にも苦戦します」

			「武器も含めてそのものの強さだと思うがの。それにその固有スキルはおぬし固有のもの。つまりおぬしの強さの源泉じゃ」

			「……そうですね。そうかもしれません」

			　たしかにこの固有スキルを神殿の巫(み)女(こ)にもらったときは、がっかりしたものだが、今ではこの固有スキルは最強のスキルではないのか、そんな思いもあった。

			　貧乏人の僕には役に立たないスキルだと思い込んでいたが、宝くじが僕の運命を変えてくれたのだ。

			　最強の聖剣エクスカリバーとの出逢いは、決して偶然ではなく、必然だったのかもしれない。

			　最近、そう思うようになっていた。

			　物思いにふけっているとエクスが話しかけてくる。

			「えへへ、やっとクロムも運命論者になったんだね。そう、ボクとクロムの出逢いは運命だったんだよ」

			「人の心を読むなよ」

			「読んだんじゃないの、感じただけ」

			「恋人みたいなことを言うな」

			「恋人以上の存在だよ、ボクたちは」

			　だって、と彼女は続ける。

			「今も三〇分にわたって生死を一緒にしたんだよ。クロムはずっとボクのつかを握りしめて離さなかった。汗をにじませながら絡み合ったんだ。クロムは三〇分以上、女の子と手をつないだことはある？」

			「……あるよ」

			「どうせお姉さんでしょ」

			　正解である。しかし、馬鹿正直に答える必要はないだろう。

			「ボクたちは寝るときも一緒、ご飯を食べるときも一緒、お風呂だってボクが盗まれないように近くに置いているでしょう」

			「トイレも一緒だね」

			「デリカシーないことは言わないの」

			　エクスは続ける。

			「ともかく、そんなの恋人でも有り得ない関係じゃん。つまり、ボクたちは魂で結ばれたソウルメイトなんだよ。ずっともだょ、ってやつ」

			「ずっとも？」

			「ずっと一緒の友達。家族よりも恋人よりも大切な存在のこと」

			「大切な存在か。まあ、たしかにそうかも。僕は君を手放したくない」

			　正直に告白したが、エクスは茶化してくる。

			「今の言葉、もう一度言ってくれる？　魔法で記録して、既成事実にするから」

			　いやだよ、と言うと、僕は彼女を鞘(さや)に納めた。

			　彼女の刀身は美しいが、抜き身の剣というのはあまりよろしくない。

			　本当によい剣は鞘(さや)に納まっているものだ、というとある剣豪の格言もある。戦闘が終わった今、鞘(さや)に納めない理由はない。

			　もっとも、彼女は鞘(さや)に納まってもなにかわめいているが。

			「またボクを物扱いするー！　見てろよー！　いつか擬人化してぎゃふんと言わせてやる。ボクが擬人化したらすごいんだぞ！　おっぱいぼよん、の腰がぎゅっと締まっている、ぼんきゅっぼんだ。今からボクに優しくしておけば、そんな超絶美女と退廃的で淫らな関係を結べるかもしれないのに、クロムって先見の明がないよね」

			　そんな有り得ない未来に懸けるほど落ちぶれていないので、その言葉を軽く聞き流すと、ステータスを開く。

			「あ、ステータスを開くんだ。激闘のあとだもんね、確実にレベルアップしているはず」

			　実際、僕のステータスはアップしていた。
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			武器　聖剣エクスカリバー

			防具　旅人の服　トリネコの木の円形盾

			　

			固有スキル　【なんでも装備可能】

			隠しスキル　【英雄の証】

			戦闘関連スキル　【剣術Ｃ】　【火魔法Ｆ】　【対槍術Ｅ】　【耐火Ｃ】　【対ゴーレムＥ】new

			武具スキル　【自動回復小】　【成長倍加】

			日常スキル　【日曜大工Ｃ】

			　

			　もくろみ通りというか、予想通りレベルがアップしていた。

			　ゴーレムを知恵で倒したおかげだろうか。【対ゴーレムＥ】というスキルも覚えていた。

			　このスキルは文字通りの意味で、ゴーレムと戦うとき、こちらの総合戦闘力が上がるスキルだ。

			　迷宮で野良ゴーレムと出会ったときは役立つスキルであろう。

			　僕は満足すると、エイブラムの誘いを受け、ギルドの食堂に向かった。

			　そこで食事を振る舞ってくれるらしい。

			　激戦のあとなのでお腹がぺこぺこだ。その配慮はとても有り難かった。

			　

			†

			　

			　エイブラムの弟子たちが用意してくれた夕食はとても美味しかった。

			　カレンの作ってくれる料理には今一歩、いや、二歩くらい及ばないが、それでも客人をもてなすため、材料は吟味されていたし、手も込んでいた。

			　これは比べる相手が悪いだけで、カレンの料理スキルがすごすぎるだけなのである。

			　僕は食卓に並べられたチキンソテーやシーザーサラダなどを食べる。

			　無心で食べる。

			　それくらいお腹が減っていたのだ。

			　その姿を見て目を細めるエイブラム。

			　なんでも彼には孫がおらず、元気に食べる少年を見るとつい嬉しくなってしまうのだそうだ。

			「もっと食べなさい」

			　と、自分の分まで分けてくれる。

			　有り難いことであるが、さすがに胃袋が悲鳴を上げる。

			　しかも僕が腹ぺこキャラだと誤解してしまったニアまで分けてくれる。

			　メルビル家の教えに、

			「ご飯を残したものは地獄に落ちる」

			　という言葉があるので残すことはできない。

			　僕が無理をしてニアの分まで食べているとエクスが茶化してくる。

			「間接キスだね」

			　と――。

			　さすがにそんなことで頬を染める年頃ではないが、一国のお姫様との間接キスと考えると意識してしまうものがある。

			　僕はこれ以上意識しないように、エイブラムから分けてもらったおかずとニアからもらったおかずを混ぜる。これでどちらがどちらか分からない。

			　エクスは「馬鹿だね、もったいない」というが、意識して食べられなくなる方がよっぽどもったいなかった。

			　その後、僕は夕食を食し終えると、裕福な商人のように出っ張ったお腹をさすりながら、談話室へ向かった。

			　エイブラムに呼び出されたのだ。

			　なにごとだろう、と思ったが、ルミナスが説明してくれる。

			「お師匠様は、遠方の地からこられた客人の話を聞くのが好きなのですよ。学者ですからね、いろいろな知識を仕入れたいのです」

			「遠方？」

			　とは僕の故郷のことだろうか。たしかにこの迷宮都市から遙か遠方にあるけど。

			　僕の故郷、リュスホール地方はこのエルンベルク王国の辺境に当たる地だ。

			　学者にとって聞きたいことが山ほどあるのだろう。

			　もっとも、僕はその地に住んでいたけど、学術的なことには興味がないので、おそらく役に立てない。

			　案の定、僕はエイブラムを失望させる。

			　

			「レズス川の源流にケルピーの群れが住んでいるとは本当か？」

			「さあ？　源流がどこかも知りません」

			「ロズナンドの砂丘地帯にいる大ワームが草食性というのは本当か？」

			「砂丘なんて近寄ったこともありません」

			「大英雄エクシールが実は女だというのは本当か？」

			「僕の生まれる前の人ですし」

			　

			　なにひとつ満足行く答えが出せない。

			　というか、エイブラムは僕よりもリュスホール地方に詳しいくらいだった。

			　リュスホール地方の人口、農工業生産高、在地の貴族、生息モンスター。すべて把握している。小貴族である僕の実家の所在地まで把握していた。

			　これはかなわない。さすがは荒野の大賢者。

			　エイブラムは紳士にして寛容な人物であるが、ひどく落胆したようだ。

			　夜風に当たってくる。

			　と、壁にかけられていたローブを取る。

			　それを必死でとめる彼の弟子たち。

			　なにをあんなに必死でとめているのだろうか、分からない。

			　夜風に当たって気分転換をするのは、学者にも必要なことだろうに。

			　そう思っていると、ルミナスが説明してくれる。

			「お師匠様は、世界一の方向音痴なのです。もしもこの館をひとりで出たら、二度と帰ってこられないでしょう」

			「まさか、ニアじゃあるまいし」

			　と、ニアに聞こえないよう言ったが、ルミナスの表情を見る限り、事実のようだ。

			　彼女は心底残念そうにこう言う。

			「お師匠様は誰も足を踏み入れたことのないような遠方の地やダンジョンの奥深い場所のことはよく知っているのに、自分の住んでいる地区のことはなにも知らない。そういう方なのです。研究にばっかりかまけて、散歩さえされませんからね、普段は」

			「……世の中にはそんな人もいるのか」

			　僕は改めてエイブラムの変わった面を見つめると、せめてお弟子さんと散歩に行ってください、と諭した。

			　僕の説得が通じたわけではないだろうけど、エイブラムは渋々それを認めると、ギルドを出た。

			　僕たちもそれに続く。

			　ドラゴンの解析を頼んだ僕らの用件は済んだ。

			　ここに留まる理由はない。

			　僕とニアとルミナスは途中まで一緒に街を出ると、それぞれ帰るべき場所へ向かった。

			　ニアは定(じよう)宿(やど)にしている貴族の屋敷に。

			　僕は間借りをしているフェンリル・ギルドに。

			　それぞれ帰った。

			　別れを惜しむことはなかった。

			　また近いうちに再会できるだろう。

			　誰もそう口にしなかったのは、それが既定の未来だからだった。

			　

			　

			　賢者エイブラムは夜風に当たりながら別れた若者たちのことを思う。

			　前途有望な若者たちだ。

			　我が弟子であるルミナス。彼女はあの若さですでに学者として完成されている。

			　近い将来、大きな発見をし、この迷宮都市を代表するような学者へと育つだろう。

			　その主であるユーフォニアも凡庸ではない。

			　個人的武勇もあるが、部下を引きつけるカリスマ、他者を魅了する器、どれをとっても王者の風格があり、もしも男子に生まれていれば、この国の王になっていたかもしれない。

			　それほど希有な少女であった。

			　そして――、

			　彼女たちが連れてきた少年。

			　名をクロム、姓をメルビルといっただろうか。

			　今日、ルミナスたちは竜のサンプルを持ってきたが、それよりも素晴らしいものを彼女たちは持ってきてくれた。

			　伝説のＳランク聖剣を使いこなす少年。

			　どんな武具をも装備してしまう少年。

			　それだけならばエイブラムの心もここまでときめかなかったかもしれない。

			　だが、彼はこのエイブラムが作った深紅のゴーレムをたやすく倒した。

			　その弱点を一目で見抜き、自分よりも遙かに強いゴーレムを倒した。

			　エイブラムは冒険者に一番必要なのは、「知力」のステータスだと思っていた。

			　どんなに筋力が高かろうと、どんなに魔力が高かろうと、知力が低ければ意味はない。

			　そう思っていた。

			　少年のステータスを思い出す。

			　少年の知力の値は『Ｃ』であった。

			　けっして高い数値ではない。

			　だが、このステータスで読み取れるのは外面的な数値だけだ。

			　知力といっても様々な項目に分かれる。

			　知識、記憶力、教養、知謀、そして知恵、それらをすべてひっくるめて知力と呼ぶ。

			　あるいは少年の知力は、知恵に特化しているのかもしれない。

			　生きるのに必要な知恵に秀でているのかもしれない。

			　知識は本を読めば補える。記憶力は学者にものを尋ねればいい。

			　教養や知謀は他者の力を借りればよい。

			　しかし、知恵だけは人に頼れない。とっさのとき、一番必要になるのは知恵であった。

			　あるいは少年は、知恵だけならばこの大賢者であるエイブラムを上回っているのかもしれない。そう思った。

			「英雄に一番必要なのは知恵という名の叡智なのだ……」

			　ぼそりとつぶやくエイブラム。

			　それをかすかに聞いた弟子は怪訝そうな顔をする。

			　彼に今思ったことを説明し、クロムがやがて英雄になることを伝えてもよかったが、やめた。

			　彼が注目されるのはまだ早い。あまりにも早い時期に英雄と認定され、世間から称賛され、甘やかされてその才能を枯らしていった過去の英雄候補たちを思い出す。

			　クロムがその列に加わるとは思えないが、それでも用心したかった。

			　自身に残された寿命を思えばエイブラムが最後に見届ける英雄は彼になるのかもしれない。

			　そう思った。

			　それに――

			　と、エイブラムは夜空を見上げる。

			　今宵の蒼月はとても美しい満月であった。

			　エイブラムが感じたことはこの月だけが知っていればいい。

			　そんな詩的なことを思いながら、弟子に連れられ、夜の散歩を楽しんだ。

			　久しぶりのイスガルドの街は、まるで異国のように情緒豊かであった。

			　

			†

			　

			　フェンリルの館に帰るとリルさんが扉の前に立っていた。

			　腕を組んで仁王立ちである。
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			　いったい、なにが起こったのだろう、と思ったが、心当たりはあった。

			　僕はカレンに「その辺を散策してくるよ」と言った。

			　言った本人も言われた方も夕食までには帰ってくると思ったことだろう。

			　まさか街中で偶然ニアと出逢い、そのまま学者ギルドに連れて行かれて、そこでゴーレムと戦うなどとは夢にも思ってなかった。

			　さらにそこで夕飯を御馳走になり、帰りが遅れることなどは想定さえしていなかった。

			　これは悪いことをしたかもしれない。

			　フェンリル・ギルドの掟に、普段の食事はみんなで食べるというものがある。

			　僕はそれを破ってしまったのだ。

			　リルさんが怒るのも当然だ。

			　リルさんの表情、そしてここまで聞こえてくる腹の虫を聞く限り、彼女が夕飯をお預けになっていることは明白であった。

			　それは食いしん坊の犬神様にとって、拷問にも似た苦痛であろう。

			　犬が目の前に置かれた骨付き肉を何時間も我慢している姿を想像してみてほしい。

			　リルさんの姿がまさにそれだった。

			　怒り心頭の神獣さまは言う。

			「少年、私は少年を夜遊びするような大人に育てたつもりはないが」

			　育てられた記憶はないが、それでも謝っておくべきだろう。

			　僕は頭を下げながら事情を話した。

			「お姫様と再会し、学者ギルドに寄っていたのか。そういう事情があるのならば仕方ない――」

			　で、終わるかと思ったが、そうはいかない。

			「少年の馬鹿ものー！　私はずっと夕食を我慢して待っていたのだぞ。おかげで背中とお腹がくっつきそうだ」

			　と、服をぺらりとめくるリルさん。彼女の白いお腹が見えたが、さすがにお腹と背中はくっついていなかった。

			　はしたないのでやめるようにうながしたのはカレンだった。

			　彼女も扉の外まで出てくると、リルさんの服をもとに戻し、頭を撫でた。

			　リルさんはブルブルと頭を振るい「子供扱いするな！」と怒った。

			　しかし、カレンもリルさんの扱いに長けたもので、リルさんの口の中にあめ玉を放り込む。

			　リルさんはそれをペロペロと堪能している。

			　すぐに機嫌を取り戻す。

			　何百年も生きているので子供ではないと思うが、それでも幼稚な性格をしていると思う。

			　リルさんは黙って館の中に引き返していった。

			　その姿を見送っていると、カレンが振り向いてこう言った。

			「おかえりなさいませ、クロムさま。お食事の用意は整っていますよ」

			　満面の笑みだ。

			　とっくにできているとか、もう冷めてしまったとか、皮肉は一切言わないし、その笑みに嫌みの成分は微(み)塵(じん)もない。

			　だからこそ逆に申し訳なく思ってしまう。

			　僕は申し訳なさそうに言った。

			「……あの、実はすでに夕ご飯を食べてきちゃったんだ。学者ギルドで。ごめん。だから今日はカレンのご飯を食べられない」

			　すでに三食分は食べてきたので、さすがに健康優良児の僕もこれ以上は無理である。

			　カレンは、

			「あら、まあ」

			　と口を押さえる。

			　でも怒っている様子はない。

			　重ねて謝る。

			「ごめんね、カレン、一食分を無駄にしてしまって。取っておいてくれれば、明日の朝ご飯にするよ」

			　そう言うと、カレンはこう返す。

			「それには心配は及びませんわ。リルさまはあんなにお腹をすかせて待っていたのです。きっと、今頃、腹いせでクロムさまの分まで召し上がっていることでしょう」

			「それはないんじゃないかな。いや、僕の分まで食べるかもしれないけど、あんなに小柄なリルさんがそんなに早食いできるとは思えない」

			「ふふふ、クロムさまは本気を出したリルさまの食欲を知らないのですね」

			　彼女はそう笑うと案内するように誘った。

			　そこにはすでに僕の分まで料理を平らげ、爪楊枝で歯を掃除しているリルさんがいた。

			　彼女のお腹は妊婦のようにこんもりしている。

			　どうやら僕の分だけでなく、食材庫にあった予備のベーコンなども食べてしまったようだ。

			　これでは明日の朝食の食材もないが、カレンは気にした様子もない。

			「大丈夫ですよ。明日は朝、一番でクロムさまと朝市に行きますから」

			　朝市か、そこで荷物持ちをすることによって今日の不義理を少しでも贖罪できるのならば、いくらでも付き合うつもりだった。

			「それじゃあニワトリよりも早く起きるね」

			　そう言うと、カレンはにこりと笑った。

			「はいな、楽しみにしていますね」

			　彼女の笑顔は何度見ても癒やされる素敵な笑顔だった。

			　

			　

			　館に入るとそのまま談話室へ向かう。

			　そこにいるのはリルさんのみ。

			　カレンは台所で食器の後片付けをしている。

			　リルさんは子供っぽい人だが、陰険な人ではないので、もう機嫌は直っていた。

			　不平や皮肉を言うことなく、純粋な好奇心から尋ねてくる。

			「学者ギルドに行っていたと言うが、どこの学者ギルドに行っていたのだ？」

			「エイブラムさんという賢者がギルドマスターの学者ギルドです」

			「おお、大梟(ふくろう)ギルドか」

			「そんな名前なんですか？」

			「そんな名前なんだ。ちなみにそこのギルドマスターはエイブラムではない。ギルドマスターは神獣しかなれないからな」

			「ああ、そういえばそうだった」

			　エイブラムが一番偉そうというか、皆から慕われていたので勘違いしてしまっていたが、この世界のギルドマスターは基本的に神獣がつとめる。

			　中にはなにもせず遊びほうけている神獣もいて、その代理者が実質のマスターをつとめるケースもあるそうだが、大梟(ふくろう)ギルドがその典型例なのだそうだ。

			「大梟(ふくろう)は哲学者を気取っていてな。迷宮の奥深くにある大森林の大木にとまっていつもこんな台詞を吐いている」

			　

			「梟(ふくろう)、深林に巣くうも止まり木は一枝に過ぎず」

			　

			　梟(ふくろう)は広大な森林を自由に飛び回るが、実際に羽を休める場所は一本の枝にしか過ぎない、という意味があるらしい。哲学だ。

			　そんなわけで大梟(ふくろう)ギルドの実質的な指導者はエイブラムとのこと。

			「まったく、大梟(ふくろう)のやつにはいつかガツンと言ってやりたいものだ。少年、もしも迷宮でやつにあったら、説教のひとつでもかましてくれ『このリルさんの爪の垢でも煎じて飲め』と」

			　彼女はそう言うと、本当に爪切りで爪をカチンと切る。

			　それを渡してくるが、いったい、大梟(ふくろう)さまはどの階層におられるのだろうか。

			　尋ねると、「17」という数字が返ってくる。

			　そこにたどり着くまでこの爪を後生大事に持っていられる自信がなかったので、謹んで返却すると僕はそのまま自室へ戻った。

			　フローラルな香りがする。

			　カレンが花を生けてくれていたようだ。シーツも定期的に真新しくなっており、まるでどこぞのホテルのようだった。

			「ああ、いつか独り立ちをしたとき、この環境との落差に戸惑うかも」

			　フェンリル・ギルドは決して裕福ではないが、その住み心地はＳランクであった。

			　

			†

			　

			　翌日、約束通りカレンと朝市に出掛け、ギルドの食料を補充する。

			「今日は男の人がいるから」

			　とカレンはいつもより張り切って買い物をしていた。

			　買い物をしていて気がついたが、彼女は外に出るときもメイド服だ。

			　仕事中なのだから当然なのかもしれないが、祝日もメイド服を着ている。

			　もしかしてメイド服しか持っていない疑惑が僕の中に生まれるが、彼女は僕の心を読んだかのように発言する。

			「クロムさま、あまりわたしを馬鹿にしないでくださいまし。わたしだって女の子。普通の服も持っていますわ」

			　なぜにばれたのだろうか、焦っていると彼女は答えを教えてくれる。

			「クロムさまは思っていることが顔に出やすいです。それにその視線で分かります」

			　どうやら僕は彼女のメイド服を食い入るように見ていたらしい。

			　彼女の着ているメイド服は、この世界ではオーソドックスなものだ。

			　ホワイトブリムと呼ばれるカチューシャみたいなものを頭に付け、ひらひらのロングスカートのワンピースの上に真っ白なエプロンを着ている。

			　別名、エプロンドレスというらしいが、とてもよく似合っていた。

			　まるで神が彼女のためだけにデザインしたようなものである。

			　さて、そんな彼女が持っている私服とはどんなものだろうか。興味があるので尋ねてみるが、彼女は悪戯(いたずら)好きの妖精のように微笑みながらこう言った。

			「わたしの私服を見ることができるのは、家族か、恋人だけなんですよ。そのどちらかになってくれますか？」

			　それは難しいお願いだ。

			　僕にカレンを恋人にする度胸も甲斐性もない。

			　それに、カレンはこの朝市の人気者だった。

			　老若男女問わず次々と人々が声をかけてくる。

			　

			「あ、カレンちゃん、今日は活きのいい魚が入っているよ」

			「カレンちゃん、カレンちゃん、今朝入荷したイチジクが美味しいよ」

			「あら、カレンちゃん、ちょいとうちの店にもよっておくれよ」

			　

			　と、朝市の店主たちはこぞってカレンに声をかける。

			　特に青年の店主に大人気で、ほぼ全員が声をかけていたし、店先の商品を買えば必ずオマケをつけてくれる。

			　そんな中、彼女の恋人に立候補したら、きっと僕はもう二度とこの朝市を歩けなくなるだろう。

			　というか、現時点で男たちから、殺意にも似た視線を感じる。

			　なんだこのどこの馬の骨とも分からない小僧は、彼らの視線と表情はそう言っていた。

			　それに気がついたカレンは、さらに悪戯(いたずら)心を刺激されたようで、関係を問いただしてきた青年商人にこう言った。

			「フィアンセですわ」

			　と。

			　それだけならばまだいいが、彼女は悪ふざけで僕と腕を組むものだから、涼やかな朝市が一転、戦場の空気に変わった。
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			　周囲にいた商人たちが、僕らの関係を一斉に誤解したのだ。

			　肉切り包丁で肉を切っていた店主の手がとまり、こちらを睨んでいることに気がついた僕は、カレンを説得し、さっさとその場をあとにした。

			　これでしばらく朝市に顔を出せない。

			　そう嘆くと、カレンはくすくすと笑う。

			「クロム様は気にしすぎなんですよ。わたしごときに恋人ができたところでこの世のなにが変わりましょう」

			　この世界の人口が一減るよ、それにメルビル家の男系の血統が途絶える。

			　そう言うと僕は大量の戦利品、食材を持ちながら、館へ帰った。

			　その後、その食材を調理してくれるカレン。

			　カレンが作ってくれたのは、新鮮な卵と牛乳で作ったフレンチトーストだ。

			　それにカリカリのベーコンが添えられている。

			　とてもクリーミーでおいしく、朝からこんなにうまい朝食が食べられるのは幸せ以外のなにものでもなかった。

			　

			　

			　こんなふうに穏やかに迷宮都市の生活を楽しむが、いつまでも遊んではいられない。

			　僕の職業は冒険者、冒険者は冒険をしてこそなんぼというか、冒険をしない冒険者は冒険者ではない。

			　それにこのフェンリル・ギルドの財政は決して豊かではない。

			　このように自堕落に過ごしていては、やがて明日のパンにも困るような生活が待ち受けているだろう。

			　働かざるもの喰うべからず、それはこの世界の常識であり、真理でもあった。

			　このギルドのマスターのように「働いたら負け」と毛(け)繕(づくろ)いと昼寝ばかりして過ごすのは、神獣にだけ許された特権であった。

			　人間である僕たちは働かなければいけない。

			　なので朝食を取り終えると僕たちはお仕事をする。

			　昨日、冒険者ギルド協会から配布されためぼしいクエストに目をやる。

			　その中でなるべくお金になりそうなものを探す。

			　カレンと僕は一生懸命に探すが、リルさんはやる気がない。

			「少年、これなんかどうだ？　錬金術ギルドより募集。薬を飲んで寝ているだけで金貨三〇差し上げます」

			「……いやですよ」

			　言下に断る。

			　それは治験というやつで、危ない仕事だ。

			　どんな副作用があるか分からない。

			　僕の知人が受けたときは、足の裏にびっしりと毛が生えて小人族のようになってしまった。

			　おかげで隠密性は増したそうだが、ブーツを履くと蒸れると嘆いていた。

			　それを知っているだけにそんな仕事はしたくない。

			「そうか、あ、ここになにがあっても責任は負いません、と小さく書いてあるな。やはり受けない方が正解か」

			　そういう文字はしっかり読んでほしいが、リルさんにそれを求めるのは酷なので、彼女を無視するとカレンと仕事を探した。

			　しかしなかなか見つからない。

			　むろん、仕事は大量にあったが、短時間で効率よくお金を稼げる仕事は少ない。

			　そういうのはもっと上位のギルドに回されるのだ。

			　ゆえにＥランクであるこのギルドに回されるのは、今みたいな怪しげなものか、あるいは逆に簡単すぎて報酬が低いものばかりだった。

			　まったく、やはり低ランクギルドはつらい。

			　そう思っていると、一緒にクエストを探していたカレンが「あ……」という言葉を漏らす。

			　彼女は無駄に驚くような娘ではないので、なにか発見があったのだろう。

			　僕とリルさんの視線が集まる。

			　カレンは一枚の書類を読み上げる。

			「とても報酬のよいクエストを見つけました。しかもレベル10以下の冒険者でも受けられるお仕事です」

			「ほお、それはいいな。報酬はいかほどだ？」

			「金貨五〇枚です」

			「金貨五〇枚だって!?」

			　驚くリルさん。

			　僕も同じだ。

			　金貨五〇枚といえば迷宮都市の上級役人の月給にも相当する。

			　それだけの金貨があれば、ひとり暮らしの男ならば節約すれば半年は暮らせるだろう。

			　それくらいのお金だった。

			「そんな割のいいクエストが我がギルドに斡(あつ)旋(せん)されるなんて有り得るのか？」

			　とはリルさんの言葉だった。

			　このフェンリルギルドは評議会にうとまれており、なかなかいい仕事が斡(あつ)旋(せん)されないとリルさんは嘆いていた。

			　事実、僕もこんなに割のいい仕事がもらえるだなんて思っていなかったので驚きだ。

			　どうしてこのギルドに、的な顔をしてしまう。

			　カレンはその答えを教えてくれる。

			「実はこのクエスト、評議会の下部組織であるギルド協会からのものでなく、このギルドに直接もたらせられたものなのです」

			「依頼人からの直接依頼か」

			「はい、手違いでまざってしまいました」

			「直接依頼？」

			　聞き慣れない言葉だった。

			　カレンが説明をしてくれる。

			「直接依頼とは、評議会やギルド協会からもたらされるクエストではなく、依頼人個人からもたらされるお仕事です。館の前に郵便ポストとは別に白いポストがありますよね？　あれに個人的な依頼が入ることがあります」

			　もっとも、Ｅランクギルドである我がギルドには滅多に入ることはないのですが。

			　と続ける。

			「入っていても、猫を探してくれとか、カナリアを探してくれとか、浮気調査をしてくれとか、ろくなものがないから無視をすることが多いのだが、こんなにも割のいい仕事がくるとは珍しいな」

			　リルさんは、依頼人は誰だ？　と続けるが、すぐに「いいや――」と首を横に振る。

			「この際、依頼人など誰でもいい。金貨五〇枚をくれるのだからな、悪魔にでも魂を売るさ」

			　そんな無責任な、とは言わなかった。

			　このギルドはもっかのところ金欠であったし、この迷宮都市にはそんな悪人はいないだろう。

			　ちらりと依頼の手紙を見たが、丁重な文字で書かれており、とても悪人のそれには見えなかった。

			　ましてや悪魔が書いたとは思えない。悪魔ならばきっと人間の血をインク代わりに書くだろう。

			　カレンもそれには同意のようで、「クロムさまが受けるのならば反対はしませんわ」と言ってくれた。

			　無論、僕はふたつ返事で依頼を受けると、その内容に耳を傾けた。

			　

			†

			　

			　場所をギルドカウンターからリルさんの執務室へ移動する。

			　特に理由はないのだが、こういうのは形式が大事、とこのギルドマスターは言い放ったのだ。

			　カレンが小声で補足してくれる。

			「この執務室は滅多に使いませんから、きっと活用したくなったのでしょう」

			　とのことだった。

			　なるほど、リルさんの、

			「こういうのは形式が大事なのだよ、少年」

			　という言葉よりは真実味がある。

			　執務室へ入る。

			　その部屋はなかなかの広さが取られており、置かれている家具なども立派だった。

			　ただ、調度品はほとんどない。

			　ほとんど売り払ってしまったそうだ。

			　カレンが気を利かせて置いた花瓶と野花が唯一の清涼剤となっている。

			　それと目を引くのが壁に掲げられたギルドの認可証だろうか。

			　大きく『Ｅ』と書かれているが、『Ｆ』だった数日前を考えれば、格段の進歩である。

			　なるべくなら早くその文字をＤ・Ｃと上げていきたかった。

			　そんなことをつぶやくと、リルさんはからからと笑い。

			「少年は夢が小さいな。我々が目指すはＡランクのみぞ」

			　と言い放った。

			　異論はないが、Ａランクに駆け上がるのは何年、いや、下手をすれば何十年も掛かる。

			　僕は目の前の目標を目指し一歩一歩進んで行くタイプなので、あまり大言壮語は吐けなかった。

			　僕はやる気満々で大言壮語の塊であるリルさんの言葉を待つ。

			　彼女はカレンから受け取った依頼書を改めて読み上げた。

			　

			「迷宮第四階層まで一緒におもむいてくれる前衛職の方募集。レベル５以上、総合戦闘力１０００以上希望。基本報酬10枚、もしも第四階層にあるという『霊視の眼鏡』を見つけた場合、追加で40枚お支払いします」

			　

			「依頼は護衛になるのかな？」

			　尋ねる。

			　リルさんは答える。

			「ここに前衛職と書いてあるということは、依頼主は後衛職なのだろう。過度な期待はできないが、戦力として換算してもいいんじゃないかな」

			　なるほど、道理である。

			「基本依頼料金貨10枚、それに成功報酬金貨40枚は非常においしい」

			　じゅるり、とよだれが垂れそうなほどリルさんはにやつく。

			「ですが、その成功報酬である『霊視の眼鏡』というのを探すのは大変なんじゃないですか？」

			「そうでもない。これは伝承だが、第四階層にはかつての古代魔法文明の眼鏡工房があったという。たびたび、眼鏡の魔法アイテムが発掘されている」

			「なるほど。ならばこの迷宮都市でも買えるのか」

			「買えるだろうが、市場で買えば、金貨二〇〇枚はくだるまい」

			「そ、そんなに高いんですか？」

			「眼鏡系の魔法アイテムは、冒険者だけでなく、商人、貴族、学者、あらゆる層に需要があるからな。簡単に発掘できる割にはお高く設定されている」

			「ならば僕がひとりで向かって、眼鏡を持って帰って売った方がもうかるような」

			「魔法アイテムは高く売られているが、買われるときは買いたたかれる。市場は商人ギルドが寡占しているからな」

			　それに、と続ける。

			「我々冒険者ギルドの存在理由のひとつに、迷宮におもむけない一般人に成り代わって仕事を受けるというものがある。困っている人を助けるのだ。さすればそれが評判を呼び、仕事がたくさん入ってくるし、新しいギルドメンバーも増える。ギルドの実績が高まればギルドランクも上がる。いいことずくめだ」

			　つまり、依頼を受けた方がなにかとお得、ということだろう。

			　それには異論はなかったし、そもそも僕は姉にこんな言葉をもらって郷里を旅立った。

			「いい、クロム、困ってる人がいたら、必ず助けてあげなさい。情けは人のためならず、あなたの善行はいつか必ず自分に返ってくるから」

			　姉の言いつけというか、メルビル家の家訓には逆らえない。

			　なので僕はさっそくダンジョンに潜る準備を始めようとしたが、リルさんにとめられる。

			「少年、なにをしている？」

			「なにってダンジョンに潜る準備ですが」

			「少年はいつでもダンジョンに潜れるようにスタンバっているのではないのか？」

			「もちろん、二四時間、真夜中に起こされても対応できるように、リュックサックには冒険用の道具を詰めています」

			「なかなか感心な心がけだ。ならば準備など不要だろう」

			「いえ、それでもランタンの点検とか、火打ち石がしけていないかとか、非常食が腐っていないか、とか、やることは無数にあります」

			「それはカレンがやっておく」

			　と言うリルさん。

			　カレンはにこにことうなずく。

			「えー？　カレンがですか？」

			「不服か？」

			「ま、まさか……」

			　実は不服である、カレンの能力や手際の良さは信頼しているが、僕はこれでも男、下着などもリュックサックに詰め込まなければならない。さすがにそれを女性にやってもらうのは恥ずかしい。

			「なにを言うか、下着の洗濯ならばカレンが毎日やっているだろう。今さら恥ずかしがる道理はない」

			「……たしかにそうですが」

			「まったく、婦女子みたいに軟弱なやつだな。これは根性を鍛え直さないといけないかもしれない」

			「――と、いいますと？」

			「精神力の鍛錬のため、今日から一週間、このギルドの洗濯物は少年が洗う」

			「まじですか？」

			「まじだ」

			　僕は不意にリルさんとカレンの身体を見てしまう。

			　彼女たちの身体は衣服に包まれていたが、その下にはきっと下着を着けているはず。

			　それを洗濯するのは、年頃の男子にはキツイ。

			　ご褒美と割り切ることもできないし、かといって粛々と洗濯できるほど達観もしていない。

			　たしかに精神力を鍛えられそうだ。

			　僕はそれをなんとか阻止すべく、あの手この手で論説を張ったが、リルさんには通用しそうになかった。

			　ただし、リルさんも鬼ではない。

			　これから命じる命令をこなせば、その命令は撤回してくれるらしい。

			　その命令とは今回の依頼に関係あることだった。

			　リルさんは言う。

			「これから少年には依頼主に直接会ってもらう、そこで依頼主が信頼できる人物か計ってきてくれ」

			　どうやらそれが当初からのもくろみらしい。

			　カレンはギルドの仕事や家事がある。

			　リルさんはどうやらマスターとしての仕事や昼寝に忙しいようだ。

			　となると残るは僕しかいない、というのが彼女の論法だった。

			　それに、と付け加える。

			「実際、依頼主とダンジョンに潜るのは少年だ。相性というものもあるからな。もしもこの依頼主は信用ならない。あるいは気にくわなければ依頼は受けなくてもいい」

			　リルさんは言い切る。

			　さすがは神獣さまだ。このギルドの財政事情などお構いなしである。

			　僕は苦笑しながらカレンを見たが、彼女も似た表情をしていた。

			　リルさんの厚意は嬉しいが、僕としてはよほどのことがない限り依頼は受けるつもりでいた。

			　リルさんに美味しいご飯を食べさせるため、カレンに美味しいご飯を作ってもらうため。

			　それになによりも困っている依頼主を助けるため。

			　それが、僕が地下迷宮に潜る動機だった。

		

	
		
			　

			第三章　ギルドに訪れた依頼人

			　

			　

			†

			　

			　依頼人との待ち合わせ場所は、ギルドの近くにあるカフェであった。

			　王都の目抜き通りのあるような立派でおしゃれなカフェではないが、それでも田舎者である僕には華美でお洒落に見える。

			　実際、綺麗にめかし込んだ貴族や商人もお茶と会話を楽しんでおり、サロンめいた雰囲気を醸し出している。

			　その窓際の席、大きな帽子をかぶり、アンニュイに香草茶を飲んでいるのが依頼主である、とリルさんから聞いていたが。

			　僕は店内に入ると、依頼人を探した。

			　幸いと依頼人はすぐに見つかった。

			　ひときわ大きな帽子をかぶっていたからである。

			「あれって魔女帽子だよね？」

			　とは腰の聖剣の言葉である。

			　窓際の席に座っている女性――、依頼人かと思われる女性は、大きなつばひろのとんがり帽子をかぶっていた。

			　ただし、彼女は魔女ではない。

			　鼻は尖っていなかったし、意地の悪い老婆でもない。

			　妙齢の綺麗な女性だった。

			　もっとも、魔女が老婆の姿をしているとは、おとぎ話による刷り込みらしいが。

			　そんなことを思っていると、依頼人と思わしき女性が話しかけてきた。

			　流麗で綺麗な声の女性だった。

			　ほのかに森の香りも漂ってくる。

			　美人というのは声も香りもいいものなのだな、と月並みの感想を抱いた。

			「あなたがフェンリル・ギルドの人？」

			「そうです。フェンリル・ギルドの冒険者です」

			「若いわね」

			「この前、成人の儀を済ませたばかりです」

			「なるほどね、つまり固有スキルは持っているというわけね」

			「はい、一応」

			「どんなスキルか聞いていい？」

			「かまいませんよ」

			　と、ふたつ返事。

			　通常、この世界の人間、特に戦いに身を置く人間は、自分のスキルを隠す。

			　特にひとりひとりに割り振られた固有スキルはなかなか明かさない。

			　なぜならば、固有スキルを知られる＝そのものの能力を把握されるからだ。

			　自分の手の内を知られるということは、それだけ危険がともなう。

			　だが、それは普通の冒険者であって、僕は違った。

			　結構、誰彼かまわず話してしまう。

			　僕の固有スキルは珍しくはあったが、特別すごいわけでもない。

			　また隠しておいたからといって土壇場で役に立つものでもない。

			　そもそも腰に分不相応な聖剣をぶら下げてる時点で、半分ばれているようなものである。

			　なので正直に彼女に話す。

			　案の定、僕の固有スキルを聞いた彼女の反応は、ごく普通のものであった。

			「へえー、珍しいけど微妙なスキルね」

			「自分でもそう思います」

			「だけど、使い方によっては役に立つわね」

			「といいますと？」

			「例えば甲冑を身にまとった騎士と戦うとき、打撃武器を用意すれば有利に戦える。あるいは刺突武器しか効かないようなモンスターと戦うときにも役に立つわ」

			「そうですね。問題なのはそんな状況下に置かれたとき、とっさに用意できるかですが」

			「君ってひょろそうだものね、ふふふ」

			　軽く口元を手で押さえる依頼人。

			　悪意はないし、事実なので傷つかない。

			　重い武器を持ち運ぶには、筋力と体力ステータスが高くなくてはならない。

			　あるいは従卒を雇って荷物持ちをさせるという手もあるが、それは不可能だ。

			　なぜならばそんな金銭的な余裕はない。

			　自分と食いしん坊の神獣さまの食い扶持を稼ぐだけで精一杯なのが、現状であった。

			　僕は生活費を稼ぐため、依頼人の話を聞くことにする。

			「ひょろそうに見えますが、役に立ってみせますよ」

			　依頼人を安心させるためにそう言うと、依頼人の対面の席に着いた。

			　すると給仕の女の子がやってくる。

			　メイド服を着ていたので一瞬ぎょっとする。

			「こ、こんなところにカレンが？」

			　と思ってしまったが、どうやらこの店の制服はメイド服らしい。

			　カレンのとは違ったタイプのメイド服だったが、なかなかに可愛らしかった。

			　僕はこの店の名物がなにか尋ねる。

			　香草茶がオススメです、と言われたので、僕もそれを注文する。

			　それを見ていた依頼主は軽く頬を緩ませる。

			「よかった。君が香草茶を頼んでくれて」

			「といいますと？」

			「あたし、コーヒーが大嫌いなの。君はコーヒー好き？」

			　好きと言えば好きだが、ここはお茶を濁しておくに限るだろう。

			「僕もあまり好きではないですね」

			　と言うと、彼女はにこりと笑う。

			「よろしい。コーヒー好きなら依頼を断ろうかと思ってたの」

			　それほどのことなのか。よかった、日(ひ)和(よ)って。

			「そもそも、コーヒーなんて泥水みたいな飲み物は野蛮人とドワーフだけが飲んでいればいいのよ。文明人は香草茶か紅茶が基本ね」

			「肝に銘じておきます」

			　メイドが持ってきたかぐわしい香草茶に口を付ける。

			　確かに文明の香りがしたような気がした。

			　軽く香草茶で喉を潤すと、目の前の女性は自己紹介を始めた。

			「初めまして、あたしの名前は魔術師カチュア」

			「綺麗な名前ですね」

			「ありがとう」

			「僕の名前はクロムです。よろしくお願いします」

			「君も素敵な名前ね」

			「そんなことを言われたのは初めてです」

			「そう？　格好いい名前だと思うけどね。でも、やっぱりちょっと軟弱かな。冒険者ぽくない」

			　それは一応、実家が騎士階級だからだが、まあ、話す必要はないだろう。

			　生い立ちから話せば長くなる。

			　彼女も僕の生い立ちなど知りたくはないだろうし。

			　僕は手を差し出し、彼女と握手をすると、さっそく依頼内容の詳細について尋ねた。

			　彼女もまた自分の生い立ちなどは語ることなく、詳細を語り始めた。

			　

			†

			　

			　女魔術師カチュアの依頼の詳細を話す。

			「詳細と言っても依頼書に書いてある通りなのだけど」

			「迷宮第四階層に眠る古代魔法文明の遺物(アーテイフアクト)、『霊視の眼鏡』を探してくればいいんですよね？」

			「基本はそうね。ちなみに君ひとりに行かすなんて薄情な真似はしないから。このあたしも一緒に行くわよ」

			　と、彼女はかたわらに立てかけてあった樫の木の杖をかざす。

			「最初に言ったけど、あたしは魔術師。冒険はしないけど、正直、そこらの冒険者なんて目じゃないわよ」

			　と、自分のステータスを晒す。

			　

			カチュア　？？歳　レベル10　魔術師

			　

			筋力　Ｆ＋

			体力　Ｅ＋

			生命力　Ｄ

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｄ

			魔力　Ｃ＋

			魔防　Ｃ＋

			知力　Ｂ

			信仰心　Ｃ

			総合戦闘力　８９２

			　

			武器　樫の木の杖

			防具　魔術師のローブ　とんがり帽子

			　

			　

			「おお、すごい」

			　と、素直に称賛する。

			　レベルは僕とほぼ同等だけど、装備がかなりしょぼいということを考慮すれば、素の戦闘力はそんなに変わらないかもしれない。

			　彼女はあまり冒険するタイプではなく、この前まで魔術師ギルドに籠もっていたというから、そういった点も将来性を感じさせる。

			　もしも冒険を重ねれば、総合戦闘力はどんどん伸びていくだろう。

			　僕は一応、フェンリルのギルドメンバーとして、冒険に興味がないか尋ねた。

			　カチュアは答える。

			「そうね、ないと言ったら嘘になるわね。もしも冒険に興味がないなら、同行なんてしないもの」

			　それに、と彼女は続ける。

			「あたしが霊視の眼鏡を欲するのは目的ではあるけど、単に通過点でしかないの。その眼鏡を使って確かめたいことがあるのよ」

			「確かめたいこと？」

			「それはもっと好感度を上げてから尋ねてきなさい。例えば恋人同士(ステデイ)な関係になるとか」

			「はあ……」

			「なにをそんなに顔を真っ赤にしているの。冗談よ、冗談」

			「それは分かっています。僕の周りには、カチュアさんみたいなタイプが多いので、免疫はあります」

			「免疫はあるけど、抗体はなさそうね。顔が真っ赤よ」

			「リルさんも同じ台詞を言いそう……」

			「あら、そうなの。ならば気が合うかも」

			「でしょうね」

			　リルさんと共闘して僕をからかってくるカチュアの姿が浮かぶ。

			　あまりよろしくない未来だが、彼女を冒険者ギルドに誘うかは今後の課題だろう。まずは彼女がフェンリル・ギルドに入りたいか、それが問題である。

			　僕は彼女がフェンリル・ギルドにきてくれるように今回の依頼で大車輪の活躍を見せるつもりだった。

			　フェンリルの冒険者のすごさを見せつけてアピールするのだ。

			「さて、それではカチュアさん。当ギルドはカチュアさんの依頼を受け入れることにしました。これからギルドに帰り、荷物を持ってきます。それと通行許可証も」

			　その言葉を聞いてカチュアは目を輝かせるが、すぐに何かに気がついたようだ。

			「ねえ、もしかして、一緒にダンジョンに潜るのってあなたなの？」

			「……僕ですよ」

			　と答えるが、彼女は「ふうん」と微妙な表情をした。

			　どうやら頼りなく見えるらしい。

			　まあ、気持ちは分からなくない。

			　腰に聖剣をぶら下げてはいるが、魔術師の彼女にはただのロングソードにしか見えない。

			　リルさんたちが買ってくれたトリネコの木の円形盾も玄人が見ればその素晴らしさに気がつくが、知らない人が見れば鍋のふたに見えなくもない。

			　一張羅の旅人の服は言わずもがな。

			　僕は依頼人であるカチュアを安心させるため、ステータスを開く。

			　

			クロム・メルビル　一六歳　レベル９　冒険者　Ｅランクギルド　フェンリルの咆(ほう)哮(こう)所属

			　

			筋力　Ｃ

			体力　Ｃ

			生命力　Ｃ＋

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｃ

			魔力　Ｄ

			魔防　Ｄ

			知力　Ｃ

			信仰心　Ｄ＋

			総合戦闘力　１５８０

			　

			武器　聖剣エクスカリバー

			防具　旅人の服　トリネコの木の円形盾

			　

			固有スキル　【なんでも装備可能】

			隠しスキル　【英雄の証】

			戦闘関連スキル　【剣術Ｃ】　【火魔法Ｆ】　【対槍術Ｅ】　【耐火Ｃ】　【対ゴーレムＥ】

			武具スキル　【自動回復小】　【成長倍加】

			日常スキル　【日曜大工Ｃ】

			　

			　

			　改めて見るとなかなかに成長している。

			　戦闘力も１５８０と、もう冒険者の卵ではなく、立派な冒険者の称号を得てもいいくらいだ。

			　自画自賛していると、僕のステータスに見入っていたカチュアがこんなことを言ってくる。

			「たしかにステータスは立派なものだわ。でもそれが実践で役立つかは別。少しだけ試してもいい？」

			　いいですよ、と言うと、彼女は会計を済ませ、店の外に出た。

			　どんどん人気のない場所まで行くと、地面になにかを描き始める。

			「それは？」

			「これは人払いの結界魔法。これを地面に描けば、周囲の人間はしばらくこの裏道の存在を忘れる」

			「便利な魔法ですね」

			「そうね、借金取りに追われているときとか、ちょっと頼りないボーイフレンドの実力を見るときとかには重宝するわ」

			　よっと、と魔法陣を描き終えると彼女は、懐から骨を取り出す。

			　なにかの生き物の大腿骨に見えた。

			　たぶん、ほ乳類だと思うけど。

			　人間のそれではないことを祈る。

			　そう見つめていると、カチュアは軽く笑った。

			「死霊魔術師(ネクロマンサー)は人間の骨も合法的に持ち出せるけど、これは動物の骨よ。それも犬の骨」

			「カチュアさんって死霊魔術師(ネクロマンサー)なんですか？」

			「まさか、そんな陰気くさい格好に見える？」

			　彼女はローブの裾を持ち上げ、くるりと回る。

			　ふわりとローブのスカート部分が舞う。まるで森の妖精のようだった。

			「見えませんね。エルフの精霊使いのようだ」

			「それ半分正解」

			　と微笑むカチュア。

			　彼女は帽子を取ると、大きな耳を見せてくれる。

			　なんとカチュアさんはエルフだったのだ。僕は驚く。

			「エルフの魔術師は珍しいでしょう？　エルフは大抵、弓使いか精霊魔法使いになるから」

			　でも、と続ける。

			「中には魔術を極めんとがんばっている女の子もいるのよ」

			　彼女はそう説明すると、

			「あたしは何年も修業を重ね、魔術師になったわ。エルフにとっては禁忌の炎魔法も使える。それに死霊魔術もかじったわ。要はオールラウンダーってことね」

			　と、拳を握りしめ、言い切った。

			「それはすごいですね」

			　素直に称賛する。できれば彼女の弟子になって、【火魔法Ｆ】のスキルを向上させ、《火球》の魔法くらい使えるようになりたいが、それは今後の課題。

			　今は彼女が手にしている骨の方が気になる。

			「それにしても犬の骨にしてはでかすぎませんか？」

			「そうね、これは大型犬だから」

			　彼女はそう言うと、その骨になにか液体をかける。

			　そして聞き慣れない呪文を詠唱するとその骨が光り輝き始める。

			　紫色の魔力を帯びたそれは、不足していた他の骨を増殖させると、やがて骨格を形作った。

			　スケルトン・ウォーリアーならぬ、スケルトン・ドッグといったところだろうか。

			　骨犬はかくかくと震えながらこちらを睨み付ける。

			　くぼんだ瞳からは、魔力の力とたしかな殺意を感じた。

			　それについて横にいるエルフの魔女に尋ねると、彼女はすました顔で言った。

			「依頼先の実力を計るのに、手加減してどうするの？」

			　道理であり、説得力もあったが、試される方は堪ったものではなかった。

			　腰の聖剣に言う。

			「僕は動物好きなんだよね。特に犬は大好きなんです」

			「ならば黙ってかまれる？」

			「それは遠慮したい」

			「ならぶった切りモードで行くよ。こっちも手加減なしだ！」

			「そうしよう」

			　腹をくくると僕はエクスのつかを握りしめた。

			　

			†

			　

			　スケルトン・ドッグとの戦いは思いの外、苦戦を強いられた。

			　犬科の生き物はもともとはしこく、剣でとらえにくい。

			　その上、肉がそげ落ちているものだから、余計に命中する箇所がなくなる。

			「当たった！」

			　と思っても、あばらの一本だったり、頭部の一部だったり、骨犬の動きを封じる致命的な一撃は与えられなかった。

			「厄介だな、アンデッドってやつは」

			　アンデッドと戦うのは初めてである。

			　アンデッドとはすでに死んでいる生物のことを指す。すでに死んでいるので異様に耐久力が高い。

			　普通の生物ならば急所を破壊すれば殺せるのだが、アンデッドの場合は動きをとめるほどの致命傷を与えなければならない。

			　例えば目の前の犬の場合は、大腿骨をへし折るか、背骨をへし折れば動けなくなるだろう。

			　たぶん、頭部を破壊しても効果はない。

			　なので、そのように立ち回る。

			「まったく、アンデッドって、きんもい上に、面倒だよね。今は一匹だからいいけど、これと迷宮で遭遇したらと思うと鬱だ」

			　エクスはアンデッドが嫌いなようだ。

			　なんでもゾンビ系が特に嫌いなようで、ゾンビを斬ったときの独特の感触と、刀身に付着する脂が苦手とのこと。

			「もしもゾンビと戦う場合は素手で戦ってくれない？」

			　とのことだったが、なんとやる気のない聖剣なのだろうか。

			　そう思ったが、口にはせず、犬の動きを注視した。

			　こいつはアンデッドだが、もともとは犬。

			　その動きは犬そのものであった。

			　両足を大地につけ、こちらののど笛をかき切ろうと虎(こ)視(し)眈(たん)々(たん)とこちらを狙っている。

			　わずかでも隙を見せれば、僕も死体になりかねなかった。

			　僕は厭がるエクスをかまえると、剣を上段から振り落とした。

			　大ぶりではない。

			　スケルトン系のモンスターならば当たりさえすれば、倒せるはずである。

			　そう思って小技主体で攻めたのだが、その発想は悪くなかった。

			　僕の剣は見事に骨犬の大腿骨に命中、骨犬はバランスを崩した。

			　地面に崩れ落ち、歩けなくなった。

			　これで僕の勝ち！

			　そう思った瞬間、骨犬はその期待を打ち砕く。

			　ぷるぷると震えると、砕けた骨が再生する。

			「く、このスケルトン、自動修復機能付きか」

			　そう漏らした瞬間、創造主であるカチュアは、

			「正解♪」

			　と微笑む。

			「戦闘力自体は大したことないけど、厄介な相手よ。全身を粉々に砕くか、骨犬の魔力が尽きるまで、行進をやめない」

			　さあ、どうする？　的な顔をしてくる。

			　創造主本人にそんな顔をされると多少イラっとするが、そんな顔をするということは、なにか対応策を教えてくれるのではないか、そんな期待を込めて尋ねた。

			「どうすればいいと思います？」

			　そうね、と彼女は形の良いあごに白い指をおいて考える振りをする。

			「いくつかあるけど、まずは一番おすすめなのから聞く？」

			「聞きたいですね」

			　と言うと僕は彼女の言葉に耳を傾ける。

			　その間、骨犬は攻撃を仕掛ける様子はなかったが、それでも戦闘態勢は解かない。

			「一番のオススメは、あなたよりも頼りになる冒険者を紹介してくれることかしら。骨犬ごときに手こずるような子はちょっとね」

			「申し訳ないけど、それはできない」

			「どうして？　プライドの問題？」

			「それはないよ。たしかに僕は頼りないからね。問題なのはフェンリル・ギルドには冒険者は僕しかないからチェンジはできないんだ」

			「なるほど、聞きしに勝る零細ギルドね。じゃあ、おすすめふたつ目、あなたでいいから、依頼料をちょっとだけディスカウントしてくれない？」

			「値引きですか……、それはリルさんが怒るからなあ。第三の選択肢はないんですか？」

			「あることはあるけど、難易度は高いわよ」

			「一応、聞いておきます」

			　そう、と言うと、彼女はこほんと咳払いをする。

			「実はあたし、創造魔術(クリエイト・マジツク)が得意なのよね」

			「クリエイト・マジック？」

			「なにかを作り出す魔術のことよ」

			「へえ」

			　と、視線を骨犬に向ける。

			「こらこら、あっちは見ないの。あれは死霊魔術で作り出したものよ。ほんの余技にしか過ぎないわ。あたしはもっとすごいものを作れるの」

			「例えば？」

			「そうね、簡単な物質ならすぐに。例えば剣とか槍とかね」

			「それは付与魔法とは違うのですか？」

			「付与魔法はあらかじめ存在する武器に魔法を付与するの。創造魔法は文字通りゼロから創造するのよ」

			「それはすごい」

			　彼女は誇らしげに言う。

			「すごいのよ。この魔法があれば、迷宮奥深くで剣を失っても、その場で作れる。迷宮で刺突武器しか聞かないモンスターに出くわしてもそれに対応できる。とても役立つ魔法」

			「みっつ目はその魔法の実験台になれということですか」

			「正解。そんな嫌な顔しないの。あなたにもメリットはあるでしょう」

			「たしかにそうだ。じゃあ、ここで大金槌を創造できますか？」

			「できるけど、あたしにメリットがあるの？」

			「カチュアさんの護衛がなかなか頼りになるところを見せられる」

			「それは興味深いわね」

			　でも……、と続ける。

			「あたしの作る大金槌はとんでもないわよ。オーガの頭蓋骨も粉砕できるけど、その代わり、重く、扱うのが困難。筋力と体力のステータスがＢはないと装備できないの」

			「それは大変だ」

			「クロム君はそんなにマッチョじゃないしね」

			「でも装備はできます。だから作ってくれませんか？」

			「あたし、無駄は嫌いなんだけど」

			「さっき僕の固有スキルを見せましたよね？　僕にはこの場を切り抜ける固有スキルがあります」

			「例のアレね？　本当に役立つのかしら」

			　半信半疑のようだ。

			　彼女を納得させるため、大言壮語を吐く。

			「もしも装備できなかったら、ただで依頼を引き受けますよ」

			　彼女は間髪いれずに呪文を詠唱する。

			　どうやらかなりの守銭奴のようだ。

			　なにもない空間が歪(ゆが)むと、そこから大きな金槌が出てくる。

			　それがごとりと地面に落ちる。

			　拾い上げるが、たしかに重く、これを装備するには相当のステータスが必要そうであった。

			　しかし、僕には関係ない話である。

			【なんでも装備可能】

			　が、聖剣以外でも役に立つ機会がやっときた。

			　いや、本来の使い方がやっとできるのかもしれない。

			　僕の固有スキル【なんでも装備可能】は、その武具の最低ステータスに達していなくてもその武器を装備できるというスキルだった。

			　一見、役に立たないスキルに思える。

			　必要ステータスに達していない武器を装備しても満足に使いこなせないからだ。

			　しかし、その武器のポテンシャルを十分発揮できなくても、装備できるというだけで意味はある。

			　例えば目の前にいる骨犬。

			　このアンデッドの弱点は明らかに打撃属性だ。

			　ここで打撃属性の武器の一撃を加えれば、聖剣で攻撃した以上のダメージが与えられるだろう。

			　それは明白というか、ただの事実でしかなかった。

			　ステータスが足りないゆえ、ふらふらの構えになってしまうが、僕は大金槌を持ち上げると、それを骨犬に振り下ろした。

			　無論、骨犬も馬鹿ではないので、それを避けるが、それも想定済みであった。

			　あえてフェイントを織り交ぜながら、骨犬が避けた先目がけ、大金槌の軌道を変える。

			　その小細工は見事に通用した。

			　所詮は犬畜生の脳みそだね、とは腰のエクスの言葉だが、それには同意できない。

			　なぜならば骨犬には肉はおろか脳みそすらないのだから。

			　そんなやりとりのあとに振り下ろされた大金槌は、見事に骨犬に命中する。

			　骨犬の中央、背中に振り下ろされると、そのまま背骨をへし折った。いや、粉砕した。

			　それで骨犬は戦闘不能となる。

			　一撃で勝敗は決したのだ。

			　その姿を見ていたカチュアは目を丸くさせている。

			「……これがクロム君の固有スキル、【なんでも装備可能】の威力、いえ、可能性。すごい……、すごいわ」

			　彼女はそうつぶやくと、こちらの方へくるり、と振り向き、握手を求めてきた。

			「あなたを雇うことに決めたわ。それに追加の依頼料も払う」

			　満面の笑みだった。

			　しかも追加金までくれるとは剛(ごう)毅(き)だと思った。

			　どうやら彼女は守銭奴であるが、吝嗇(ケチ)ではないようだ。

			　要は金のありがたさと使い方を知っている、まっとうな人物であった。

			　そう察した僕も、彼女の依頼をこころよく受けることにした。

			　

			†

			　

			　僕は迷宮に潜る準備をするため、ギルドへ帰る。

			　準備といってもカレンがほとんどやり終えてくれており、冒険に必要な道具や着替えを受け取るだけなのだが。

			　案の定、カレンは完璧に準備をこなしていてくれた。

			　たいまつ、ランタン、燃料、ポーション、食料、すべて揃っていた。

			　破れかけていた下着も綺麗に縫い繕ってくれており、新品同様だった。

			　リルさんは、

			「こんな新妻のような真似をさせるなど、もはやカレンを嫁にもらうしかないな」

			　と茶化す。

			　カレンもカレンで頬を染めている。

			　器用な人だ。自在に頬を染められるなんて。

			　しかし、カレンはとあることに気がつくとすぐに演技をやめる。

			「あの、クロムさま、その後ろにいる女性の方は？」

			　カレンはやっとカチュアの存在に気がついたようだ。

			　リルさんはその鼻でかぎ分けていたようだが、あえて黙っていたようで、カレンがいつ気がつくか観察していた節がある。

			　相変わらず茶目っ気たっぷりの神獣さまだ。

			「おそらく彼女が件の依頼者なのだろう。ここに連れてきたということは依頼を受ける、ということでいいんだな？」

			　リルさんは僕に尋ねる。

			　僕は首を縦に振る。

			「よろしい、ならばなにも言うまい。少年が人物鑑定をしたのならば、その娘に間違いはないということだからな」

			「お褒めにあずかり恐縮です」

			　と、カチュアはぺこりと頭を下げる。

			　ただし、帽子は取らない。

			　その尖り気味の耳も帽子の中に押し込んでいる。

			　彼女は自分がエルフであることを隠すつもりのようだ。

			　もっともリルさんにはばればれのようだが。

			「しかし、エルフの娘か。まさか森から出てきたばかりの田舎者ではあるまいな。キノコで依頼料を支払われても困るぞ」

			　失礼な物言いであるが悪意はない。

			　カチュアもそれは分かっているので怒らないが、こんな質問を返す。

			「どうしてあたしがエルフだと分かったのです？」

			「匂いじゃな」

			「そんなに臭うかしら？」

			　くんくん、と魔術師のローブの袖の匂いをかぐ。

			「フェンリルをなめるでない。数百メートル先に落ちているカレーパンの匂いもかぎ分ける。店の名前から作った職人の名前も当てるぞ」

			　ちなみにカレーパンは彼女の大好物である。

			「おまえさんからはエルフ独特の匂いがする。森の匂いだな」

			「エルフの森にはここ数年帰ってないけど」

			「それでもそうそう取れるものじゃない。そもそも森を離れていても、食生活はキノコや野草が中心なのだろう？　それで分かる」

			「なるほど、エルフだと悟られたくないときは香水でも付けてきます」

			「それがいい」

			　と、答えるリルさん。

			　どうしてエルフであることを隠すのか、僕には理解できなかったけど、耳を隠したり、香水を付けたりしたとしても、そのうちばれると思う。

			　エルフの特徴はなんといってもその尖った耳であるが、それ以外にも特徴は多い。

			　金色に輝く絹の糸のような髪。

			　風精霊の彫像のようなスレンダーで中性的な体型。

			　見る人が見ればすぐに気がついてしまう。

			　彼女のようにとんがり帽子を深くかぶり、耳を隠しても、魔術師のローブでその体型を隠しても、森の妖精独特の美しい顔立ちは隠せない。

			　実際、カチュアという女性は僕が見た女性の中でも五指に入る美女であった。

			「ちなみにその五指って誰？」

			　と聞いてくる聖剣のエクス。

			　一応答える。

			「姉さん、リルさん、カレン、カチュア、それにニアだよ」

			　その答えを聞いて、

			「全員、身近な知り合いじゃん」

			　という突っ込みをもらうが、彼女は納得しているようだ。

			「まあ、実際、クロムの周りには美人ばっかり集まるからね。クロムの隠しスキルに【ハーレムＳ】というスキルがあっても驚かないよ」

			　と茶化してくる。

			「そんなスキルよりも戦闘関連のスキルを充実させたいよ」

			　と、返す。

			　そんなやりとりをしていると、カレンが手招きをしている。

			　にこにこと穏やかな笑顔をたずさえている。
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			　僕は彼女の側に行こうとするが、エクスが不吉な言葉を漏らす。

			「外(げ)面(めん)如(によ)菩(ぼ)薩(さつ)内(ない)心(しん)如(によ)夜(や)叉(しや)」

			　エクスにしては難しい言葉を知っているな、そう思った。その意味は、外面は女神のような穏やかな笑みを浮かべていても、内心は悪鬼のように怒り狂う女性、という意味である。

			「クロムは次々と『女』を連れ込むからね。カレンさんの堪忍袋の緒も切れかかっているんじゃないかな」

			　そう論評するが、さすがにそれはないと思う。

			　そもそも僕とカレンはただの冒険者とギルド嬢という関係であって、それ以下でもそれ以上の関係でもない。

			　僕が誰を連れてこようが焼きもちなど焼くはずがないのだ。

			　――だと思うけど、一応、怖いのでおそるおそる彼女のもとへ向かう。

			「あ、あの、なにか御用ですか？」

			　思わず敬語で話しかけてしまうが、カレンは怒った様子はない。

			　彼女はカチュアの好みを尋ねてきた。

			「クロムさま、カチュアさまのお好みなどを知っていますでしょうか？」

			　取りあえず知っている情報を話す。

			　彼女はコーヒーを泥水のように嫌っており、香草のお茶を愛飲している旨を伝えると、カレンはほっと胸をなでおろした。

			「事前に聞いてよかった。ちょうど、いいお豆が手に入ったので、コーヒーをお出しするところでした」

			　それは不幸中の幸いだ。

			「よかった。コーヒーの方もそそられるけど、それは冒険から帰ってきてのお楽しみにします」

			「その前にリルさまが全部飲まれてしまうかもしれませんが」

			「その可能性は高いかも」

			　と言うと僕とカレンは笑った。

			　カレンはそのまま台所に向かうと、香草茶を人数分用意する。

			　カチュアはその香気に大満足で、リルさんもまんざらではない顔でお茶に口をつけていた。

			　その間、軽くかわされる談話。

			　カレンはそのまま台所に向かうと、夕飯の準備を始めた。

			　彼女は最後に言う。

			「このまま迷宮に旅立たれるのは結構ですが、最後にわたしの料理を食べて行ってください」

			　と――。

			　もちろん、その提案を断る理由はなかったが、彼女は最後に冗談めかして言った。

			「クロムさま、どんどん女性を連れてくるのは結構ですが、お酒は二合、女性も二号までですからね。それ以上望むと、破滅的な結末が待っています」

			　と、無表情で言った。

			　表情がないだけになんだか少し怖かったが、僕はこう言うしかない。

			「……肝に銘じておきます」

			　その言葉を聞いたカレンはいつもの笑顔を取り戻すと、いつものようにおいしい夕ご飯を作ってくれた。

			　心なしか、僕の分だけ多めに作ってくれたのには意味があるのだろうか。

			　そんなことを考えながら、ポトフに入っていたソーセージを持て余すようにフォークで突いた。

			　

			†

			　

			　カレンに冒険許可証を発行してもらうと、それを握りしめ、迷宮の入り口へ向かう。

			　いつものように迷宮の入り口は冒険者でごった返していた。

			「まるで遊園地の遊具乗り場に並ぶ子供みたいね」

			　とはカチュアの言葉だが、言いえて妙なたとえである。

			　冒険者は皆、目を輝かせていた。

			　皆、確たる目的がありダンジョンに潜っているためだろう。

			　あるものは金銭、あるものは名誉、あるものは充足感を求めダンジョンに潜る。

			　得られるものは少なく、ときにはすべてを失うこともある危険な行為であったが、だからこそ冒険者たちは子供のような人たちが多いのかもしれない。

			　もっと目端が利く人間ならば、冒険者など目指さず、商人にでもなるか、兵士にでもなる。

			　その方が安定した生活を得られるからだ。

			「要は冒険者って馬鹿の集まりなのね」

			　とカチュアは要約してくれるが、間違っていないだけに反論できない。

			　そしてこの僕も間違いなく馬鹿だ。

			　この入宮管理室にやってくるのは四回目であるが、いまだに心臓を高鳴らせドキドキする。何度やってきても、この先に迷宮が広がっていると思うと、その気持ちがはやってしまうのだ。

			　あるいはこの場にいる冒険者で一番救いがたいのは僕なのかもしれないが、カチュアもそれに気が付いたのか、冒険者の悪口は言わなくなった。

			　代わりにぼそりとこんなことを口にする。

			「まあ、冒険者任せにしないで自分もダンジョンに潜るのだから、あたしも馬鹿のひとりなのだけど。ああ、これってやっぱり血筋なのかしら」

			　血筋？　ということは彼女の血縁に冒険者がいるのだろうか。

			　尋ねたかったが、尋ねようとしたタイミングで、管理官の審査が始まる。

			　管理官はいつものように迷宮の危険を口頭で説明し、もしも命を落としても冒険者協会も評議会も責任は取らない旨を伝える。

			　その後、こまごまとした注意、それと最近起こった事故などの説明を受けると、僕とカチュアは迷宮第一階層に足を踏み入れた。

			　第一階層に広がる平原は、まるで本物の草原のように爽やかな涼風を運んでいた。

			　

			　第一階層に用はないので、僕たちは速足で駆け抜ける。

			　僕たちが目指すのは第四階層にある古代魔法文明の眼鏡工房を探すことだ。

			　第一階層に用はない。

			「本当ならば、転移装置を使って第三階層あたりから攻略を始めたかったのだけど」

			　だけど？　とカチュアが尋ねてくる。

			「転移装置を使うには多額のお金がかかるんです。カチュアさんからもらう依頼料の利益が吹き飛んでしまうくらいに」

			「それは大変ね。なら地道に第一階層から攻略しないと」

			　と、クスクスと笑う。

			「でも、こうして第一階層を歩くのも悪くはないわ。あたしはエルフだから自然が好きなの。この第一階層は風精霊(シルフ)の息吹であふれている」

			　そう言うと一陣の風が舞い、彼女の美しい髪をなびかせる。

			　その姿はとても美しく、絵画に納めたいほどであった。

			　思わず見とれていると、彼女は悪戯(いたずら)好きの妖精のように僕の顔を覗き込んできた。

			「んー？　んー？　どうしちゃったかな。お姉さんの顔に見とれちゃって。さては惚れた？」

			「そ、そんなことないですよ。僕はカチュアさんを一依頼人としてしか見ていません」

			「あららー、それはそれで傷つくわね」

			　女は女として見られないととても傷つくのよ、たとえエルフでもね。

			　と悲しそうな顔をした。

			　僕は慌ててフォローするが、彼女は途端、にかりと笑う。

			「なーんてね、クロム君、本気にした？　カチュアお姉さんは少年に手を出すほどモテない女じゃないのだよ」

			　はっはっは、と冗談めかしながら笑う。

			「まあ、それでもクロム君もあと一〇年くらい研(けん)鑽(さん)を重ねて、男としての色気を醸し出せれば、恋人候補にしてあげてもいいわね」

			　と言う。

			　反応に困るが、一応、「精進します」と言うと、彼女はこう言った。

			「ところでさっきからクロム君はあたしに敬語を使うけど、それはよくない。よくないよー。感心しないな」

			「え？　でもカチュアさんは依頼人だし、かなりの年上だし」

			「でも、見た目はぴちぴちでしょ？　その内面も。だから気にせずため口で話してよ」

			「そ、そうですか？」

			　と言うと彼女は軽く睨んでくるので、意識して言葉を選ぶ。

			「そ、そうだね、カ、カチュア」

			「ちょっとぎこちないけど、よろしい。これからカチュアさんとか呼んだら、銀貨一枚の罰金だからね」

			　それは困るので絶対に『さん』付けはやめよう。そう思った。

			　そんなふうに会話をしながら第一階層を進んでいくと、第二階層への階段が見えてくる。

			　思ったよりも早く着いた。

			　道中、モンスターに出くわさなかったのが奏功したのだろう。

			　これは運がいいな、と思っていると、最後にこんなオチが待っていた。

			　第一階層へ続く階段が見えた瞬間、近くにあった穴から一角兎(ホーン・ラビツト)が飛び出てくる。

			　それも一匹や二匹でなく四匹も。

			　さらに彼らは繁殖期の雄のようで荒ぶっていた。

			　戦闘は避けられない、そう思った瞬間、一角兎(ホーン・ラビツト)たちは燃え上がる。

			　見れば後衛に控えていたカチュアがいつの間にか呪文を詠唱し、《炎柱》の魔法を唱えていた。

			　彼女の作り出した炎の柱は、瞬く間に一角兎(ホーン・ラビツト)たちを丸焼きにしていた。

			　どうやらカチュアという女性は見目麗しいだけでなく、魔術師としても一流のようだ。

			　ただ、ちょっとだけ手加減ができないのが玉に瑕、と自分を評する。

			　たしかにその通りかもしれない。

			　彼女の倒した一角兎(ホーン・ラビツト)は皆、丸焦げであった。

			　一角兎(ホーン・ラビツト)はその名の通り兎で、冒険者の間で貴重なたんぱく源として重宝されていた。

			　だから倒す際はなるべくその肉を損壊しないように注意するのが冒険者の間で常識となっている。

			　そのことを話すと、彼女は「たしかにその通りね」と納得してくれたようで、次からはちゃんと食べられるように倒す、と約束してくれた。

			　まあ、それでも彼女の魔術師としての実力の一端を見れたのは良いことであった。

			　最初、僕は彼女を足手まといになるのではないかと危惧していたのだが、それはとても失礼な感想だったようだ。

			　あるいは召喚獣や使い魔などを使われたら、僕などでは勝てない相手なのかもしれない。

			　そう思った僕はとある決意をした。

			　前々から考えていたことを実行するいい機会だと思ったのだ。

			　その夜、カレンに作ってもらったお弁当を食べながら、焚火で暖をとっているエルフの女性に尋ねる。

			　いや、お願いする。

			「僕に魔法を教えてくれませんか？」

			　図らずも敬語になってしまったが、人にものを教わるのだから当然の口調であった。

			　彼女は咎めることはない。

			　ただ、少し驚いているようで、

			「……本気？」

			　と尋ねてきた。

			　本気も本気なので、力強くうなずく。

			　彼女は僕の瞳を覗き込むと、その決意のほどを感じ取ってくれたのだろう。

			　おどけながらであるが、弟子入りの許可をくれた。

			「この大魔術師カチュアさんの弟子になるのだから、生半可な気持ちではいないことね。目指すなら迷宮都市一、いいえ、この国一番の魔術師を目指しなさい」

			「それはいいのだけど、それは師匠であるカチュアを超えるということでは？」

			　彼女は悪童のような表情でこう質問に答えた。

			「残念、あたしはこの大陸一の魔術師なのよ」

			　なるほど、その言葉を聞いた僕は、彼女とともに笑顔を漏らした。

			　こうして僕はカチュアに魔法を教わることになる。

			　

			†

			　

			　第二階層にある森。

			　一部開けた場所にある切り株を見つけると、僕たちはそれに腰を掛ける。

			　そこでカチュア、改め、師匠は口を開いた。

			「さて、クロム君、あなたの魔法に関する知識はどれくらいなの？」

			「魔法はマナと呼ばれる己の内にある魔力を燃やして発動する、ということは知っています」

			「よろしい、まずはそこから説明しないといけないかと思った」

			「でも、知っているのはそれくらいです。幼き頃、手習いで姉から教わりましたが、姉も生粋の魔術師ではないので、結局、習得できたのは【火魔法Ｆ】までです」

			「要はずぶの素人、ってことね」

			「それに毛が生えた程度と思ってもらえれば」

			「なるほどね、教え甲斐があるわ。その様子だと、適性テストも受けていないのでしょう？」

			「適性テスト？」

			「言葉すら知らないの？」

			「すみません。田舎育ちなもので」

			　火魔法を習得したのも、実家の倉庫に転がっていたのが火魔法の魔術書だった、というもので、積極的に火魔法を選んで習得したわけではない。

			　そのことを伝えると、カチュアは案の定という顔をした。

			「人間、もちろん、エルフもなのだけど、それぞれ得意な魔法というのがあるの。体内にどんなマナを宿しているか、それぞれ違うのよね。だから魔術師を目指す子はまず自分の体内にあるマナの特色を調べるのよ」

			「なるほど、つまり僕には火魔法の素養がなかったのか」

			「一年以上励んでスキルランクＦならば、その可能性が高いわね」

			「さすがはカチュアさ……」

			　と言葉を飲み込んだのは彼女が右手を差し出してきたからだ。

			　危うくというか、半分、『さん』付けで呼んでしまったことを怒っているのだろう。

			　銀貨一枚の罰金を要求される。

			「なんとか銅貨一枚にまかりませんか？」

			　と尋ねたが駄目だった。

			　なので素直に罰金を払うが、これから教えを請おうとしている相手を呼び捨てにするのは気が引ける。

			　そこで折衷案として、授業を受けている間だけ『先生』と呼ばせてもらうことにした。

			「カチュア先生」

			　と呼ぶと、彼女は上機嫌になる。

			「先生、悪くない言葉ね。校舎裏に美少年を連れ込んで、悪戯(いたずら)したくなるわ」

			　美少年とは僕のことだろうか。

			　そこまで自分の容姿にうぬぼれはないので尋ねないが。

			「ところでカチュア先生、僕にどの魔法の適性があるか、調べることはできるんですか？」

			「できるわよ」

			「この場でも？」

			「そうね。可能。欲を言えば迷宮都市の魔術師ギルドにある実験施設を借りるのが一番なんでしょうけど、簡易的なテストならばすぐにできるわ」

			「それは助かるかも。ならばこの場でやってもらえますか？」

			「ＯＫ」

			　と朝食のメニューを決めるよりもあっさり許可を出すと、彼女は唐突に言った。

			「じゃあ、脱いで」

			「え？」

			　思わず聞き返してしまう。今、脱いで、と言ったような。

			　聞き間違いだろうけど。

			「今、なんて言いました？」

			「脱いで、と言ったの」

			「…………」

			　聞き間違えではないようだ。

			「あ、あの、どうして脱がないといけないんですか？」

			「魔法というのはね。自然の摂理をその体内に取り込む儀式なのよ。服を着ていたら、自然と調和できないでしょう」

			　道理であるが、それでもいきなり裸になるというのはどうかと思う。

			「安心なさい。とって食べたりとかはしないから」

			「そんな心配はしていません」

			「じゃあ、逆にクロム君がむらむらきてお姉さんを襲う可能性はあるのかね」

			「あ、ありませんよ、そんな」

			「なら脱ぐ脱ぐ。これから行なうのは魔術の儀式。そういうえちぃなのはないから」

			　そう言われてしまえば脱ぐしかない。

			　僕はシャツを脱ぎ、ズボンを脱ごうとしたが、それはカチュアにとめられる。

			「こらこら、誰が『全裸』になれと言ったかね。脱ぐのは上半身だけよ」

			　くすくす笑いながら言うカチュア。

			　この人は絶対に確信犯だ。僕がとまどうのを見て楽しんでいる。

			　そう思ったが、不平は漏らさず彼女の指示に従った。

			　上半身だけ衣服を取り去ると、彼女に背を向ける。

			　彼女は自分の鞄から、なにか道具を取り出す。

			　ヤモリや昆虫の死骸などが見えたような気がするが、「材料は尋ねない方が精神衛生上いいわよ」という彼女の忠告に従い、中身は尋ねなかった。

			　彼女はそれをスリコギで潰すと、ポーションと混ぜ合わせる。

			　嫌な臭いが漂ってくる。

			　その匂いの発生源の物質ができあがると、彼女は鞄からひときわ立派な毛筆を取り出す。

			　どうやら作っていた薬品は、インクらしい。

			　無論、ただのインクではなく、魔法のインクなのだろうが。

			　そのインクは黒を基調としていたが、怪しいオーラで発光している。

			　なにか魔力の波動のようなものを感じる。

			　それくらいは魔力Ｄの僕でも分かった。

			　おそらくであるが、あのインクと毛筆で僕の背中になにかを書くつもりなのだろう。

			　カチュアは僕の背中に手を当てると、こう言った。

			「いい身体をしているね。筋肉質だけど、マッチョではない。猫科の肉食獣みたい」

			　ほれぼれするわ、と僕の背中をさする。
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			　カチュアの手は絹のようになめらかだった。

			「戦士としては理想的な肉付き。でも、魔術師としてはどうかしら？」

			　彼女は確かめるようにインクにひたした毛筆で僕の背中になにかを書く。

			「この毛筆は、白獅子と呼ばれる草原の王のたてがみから作った特別な筆。これに魔法のインクをひたして魔法陣を背中に描くと、君の適性がある程度判断できるわ」

			「僕がどの系統の魔法が得意か分かる、というわけですね」

			「そうね」

			「どきどきです」

			「もしかしたら魔法適性がないかもしれないけど」

			「そんな人いるんですか？」

			　通常、どんな人間も魔法の素養があり、訓練をすれば最低限の魔法は使えると聞いていたが。

			「希にいるわ。でも、安心して、そうはならなかったから」

			　彼女がそう言うと、僕の身体が光に包まれる。

			　その光の色によって僕の魔法適性が分かるわけだけど、残念ながら僕の目には見えない。

			　背中側に目がないからである。

			　僕の背中はいったい、何色に輝いているのだろうか。

			　気になって仕方ないが、その答えはカチュアが、

			「こ、これは!?」

			　という言葉を発したあとに判明した。

			　その言葉、声色を聞くだけで彼女が驚いているということが分かる。

			　はたしてその驚きは正の方面なのだろうか、負の方面なのだろうか。

			　振り返ったカチュアがなんともいえない表情をしている。

			「カレーパンを買ったら、中のカレーがクリームシチューだったときみたいな顔だね」

			　とは腰のエクスの言葉であるが、言い得て妙なたとえである。

			　もっともそんなことは今まで一度も経験したことはないが。

			「……あの、魔法適性が存在しなかったんですか？」

			　おそるおそる尋ねる。

			　彼女は答えてくれる。

			「……そんなことないわよ。たしかにあった。あなたの背中は光り輝いていたわ」

			「よかった」

			　ほっと、胸をなで下ろす。

			「でも、見たこともない色だった。玉虫色というの？　見ようによっては緑にも赤にも黄色ににも見えるのよ」

			「七色ということですか？」

			「七色とは違うわね。七色は魔術師の天才に見られる色。全属性に精通している色だわ。それとも違う」

			　ちなみにあたしは七色の保持者よ、という情報をくれる。

			　七色の保持者は、赤、緑、青、黄色、紫、白、黒、と次々に色が浮かび上がり、文字通り七色に輝くらしい。

			　僕の場合は『見よう』によっては何色にでも見えるだけらしく、こんな例は聞いたことがないとのこと。

			「うーん、完全に魔力がないのならば、無色透明になるのだけど。無色とも違うのよね」

			「一応、【火魔法Ｆ】のスキルもありますしね」

			「そう、つまり素養がないわけじゃない、ということ。まったく、面倒な弟子を見つけてしまったものね」

			「すみません」

			「あなたが謝ることじゃないわ」

			　彼女はそう言うと、ぶつぶつと独り言を言い始める。

			　インクの材料の配合を間違えた？

			　まさかそんな単純なミスはしないはず。

			　ならば白獅子のたてがみの偽物を掴まされた。あるいは劣化している？

			　それもないかな。これは信頼のおける店で買ったものだし。

			　数分、そんな独り言を繰り返すと、彼女はなにやら決意をしたようだ。

			「こんなところで考え込んでも始まらないわ。もともと、ここでは簡易的な検査しかできないのだし」

			　彼女はそう言うと僕の背中になにか薬品をかけ、それをタオルで拭く。

			　どうやら背中の魔法文字をかき消しているようだ。

			「もともとこんな小細工で魔法の素養を知ろうとしたのが間違いだわ。今から各種魔法の基本を教えるから、その中で一番すごいと思ったものを特化して教え込むことにする。その方が早い」

			「ええっ!?　それって全種類の基本スペルを覚えるんですか」

			「まあね。でも、大丈夫、古代魔法言語ではなく、現代語でいいわ。簡易スペルってやつ。それと魔法を封じ込めた魔法石もあげるから問題なしよ」

			「それならなんとかなりそうだけど……」

			　だけど、たぶん、本当に大変なのは、呪文を暗唱することではなく、その先にあると思う。

			　なぜならば彼女は僕と出会ったとき、いきなりアンデッドをけしかけ、実力を試すような人なのだ。

			　そんな女性が弟子の実力を計るのに、手加減をするとは思えなかった。

			　案の定、彼女は鞄からなにかを取り出す。

			　香炉のようなものを取り出すと、それになにか液体をそそいでいる。

			「この香炉は本来、虫除けや魔物よけに使うのだけど、漂わせる匂いを変えることで、その逆の作用も引き出せるの」

			「つまり、魔物を呼び寄せることができる、と？」

			「そうよ。たぶん、この階層だと、現れるのは灰色狼(グレー・ウルフ)だと思うけど倒せる？」

			　これでもレベル９の冒険者ですよ、そう言いたいところだけど、それは言わない方がいいだろう。

			　もちろん、今の僕とエクスならば灰色狼(グレー・ウルフ)の一匹や二匹は敵ではなかったが、たぶん、目の前のエルフはそんな甘い人ではないと思う。

			　案の定、彼女は人の悪い笑みを浮かべながらこう言った。

			「もちろん、大丈夫よね、未来の勇者さん」

			　彼女はそう言うと腰の聖剣を自分に預けるよう言った。

			　やはり悪い予感は当たった。

			　彼女は聖剣を使わず、魔法だけで灰色狼(グレー・ウルフ)を倒せと言っているのだ。

			　無論、今の僕はレベル９。

			　素手でもそれなりに戦えるだろうが、不慣れな魔法でどこまで戦えるか、自信はない。

			　ただ、それでも灰色狼(グレー・ウルフ)と戦わなければ、彼女は僕の師匠になってくれないだろう。

			　厳しい師匠であったが、その分、彼女に教えを請えれば魔法の習得は容易かもしれない。

			　そう思った僕は、聖剣を彼女に渡すと、共通語で魔法を唱える方法を学んだ。

			　小一時間ほどレクチャーを受けると、彼女は香炉に蝋(ろう)燭(そく)を灯し、魔物寄せの香油を垂らす。

			　人間の僕にはかぎ分けられない匂いだったが、ほんの十数分で灰色狼(グレー・ウルフ)たちはやってきた。

			　その数、三匹。

			　エクスカリバーさえあれば余裕の数であったが、今の僕が頼れるのは先ほど教えてもらった簡易魔法しかなかった。

			　口の中で必死にそれを詠唱すると、さっそく、灰色狼(グレー・ウルフ)に目がけ、《火球》の魔法を放った。

			　その火の玉は手のひらに載るほどの小さなサイズであったが嬉しかった。

			　今まで《火球》の魔法を放てたことがないからだ。

			　正確には本当に小さなものならば放てていたが、こんな実用的なサイズを放つのは初めてであった。

			　レベルが上昇したことが奏功しているのだろうか。

			　師匠であるカチュアの教え方がよかったのだろうか。

			　あるいはその双方か。

			　どちらかは分からないが、カチュアはこう褒め称えてくれた。

			「なかなかの《火球》ね。それにその魔法を選択するのも賢いわ。灰色狼(グレー・ウルフ)は火を恐れる」

			　素晴らしいわ、と絶賛してくれるが、その後、こんな言葉も続ける。

			「でも、やはりその大きさだと、狼をひるませるのは不可能みたい。せめてそれを直撃させないとね」

			　見れば火球を投げつけられた灰色狼(グレー・ウルフ)はそれを華麗にかわしていた。

			　そしてこちらに敵意があると認識した狼は、犬歯をむき出し、今にも襲いかかってきそうであった。

			　戦闘は不可避のようだ。

			　覚悟した僕は再び呪文の詠唱を始めた。

			　

			†

			　

			　灰色狼(グレー・ウルフ)、グレー・ウルフは、地下迷宮に広く分布する獣(けもの)だ。

			　いや、この地下迷宮だけでなく、王国中に広く分布する肉食獣で、農家、特に畜産を営んでいる家にとっては天敵ともいえる獣(けもの)であった。

			　かくいう僕の家、メルビル家でも灰色狼(グレー・ウルフ)には悩まされた。

			　家畜小屋や鶏小屋を荒らされたのは一度や二度ではない。

			　貧乏貴族のメルビル家にとって自前の家畜は生命線で、真冬に家畜を食い殺されたときは、一ヶ月、肉なしスープをすすっていたこともある。

			　そんなわけでこの灰色狼(グレー・ウルフ)という獣(けもの)に良い思い出はなかったし、手加減をする理由もない。

			　迷宮に住むこの四つ足の獣(けもの)は、冒険者にも襲い掛かるし、商人や学者にも容赦はない。

			　ここで駆(く)逐(ちく)すればさぞ喜ばれることだろう。

			　少なくとも非難されることはない。

			　そう思った僕は本気で戦うことにしたが、だからといって簡単に倒せるわけではない。

			　ちらりと魔術の師匠であるカチュアを見る。

			　相も変わらず綺麗なエルフだったが、僕の関心ごとは彼女の容姿ではなく、足元にある剣だった。

			　相棒のエクスである。

			　彼女は今、僕の手もとにない。

			　今は僕の魔法素養をはかる実験中、聖剣である彼女の力は借りることができない。

			　未練がましくも彼女を見てしまうのは、魔法で魔物と戦ったことがないからだ。

			　魔法だけで魔物と戦う。

			　ろくに魔法も使えない僕にそれができるのだろうか。

			　いや、やるしかないのだけど。

			　目の前にいる灰色狼(グレー・ウルフ)は香炉の発する匂いで興奮している。

			　僕を獲物として認識し、その喉笛を掻き切りたくて仕方ない、そんな殺意を発していた。

			　なにもしなければ本当に喉笛を噛まれるだろう。

			　そのときはカチュアが助けてはくれるだろうが、最初から彼女を当てにしたくない。

			　それに狼に首を噛まれるのはまっぴらだ。

			　そう思った僕は、再び呪文を詠唱する。

			　放つ魔法は、《氷槍》の魔法。アイスランスだ。

			　カチュアからはなるべく多様な魔法を使えといわれている。

			　それに彼女から渡された魔法石は、各種、基本的なスペルが封じ込められていて、共通言語で魔法を発動することができた。

			　僕自身も魔法に興味がある。この際、いろいろと試してみたかった。

			「氷の槍よ！　灰色の獣(けもの)を突き刺せ！」

			　そう叫ぶと、頭上にできた氷の槍……といっても短剣ほどの大きさだけど。

			　その小さな槍は灰色狼(グレー・ウルフ)に向かって突き進む。

			　心なしか先ほどの《火球》よりも速度が速い気がした。

			　真ん中の狼に向かってそれを突き刺すイメージを送る。

			　すると氷の槍は見事、灰色狼(グレー・ウルフ)に命中した。

			　灰色狼(グレー・ウルフ)は、ぐぉぉおん！　と、咆(ほう)哮(こう)を発する。

			「やったか!?」

			　思わず表情を緩めるが、それはぬか喜びだった。

			　やはり短剣程度の大きさでは、灰色狼(グレー・ウルフ)にとどめは刺せない。

			　それに彼らは三匹いる。

			　一匹に命中しても、残りの二匹が襲い掛かってくる。

			　彼らはまるで仲間の復讐をするかのように左右から襲い掛かってきた。

			　どうする？

			　判断を求められる。

			　ここで魔法の防壁を張ることもできる。

			　あるいは身体能力を駆使して避けることもできるかもしれない。

			　ただ、今は魔法のテスト中、生半可な避け方をしたら、カチュアの評価が下がってしまうだろう。

			　そう思った僕は、両手に土魔法である《硬質化》の魔法をかける。

			　この魔法は体の一部、あるいは全身を鉱石のように硬くする魔法だ。

			　同時に左右の腕を硬くすると、両手を突き出し、灰色狼(グレー・ウルフ)たちに噛ませた。

			　彼らは僕の腕を食いちぎろうと、身体をひねらせるが、石のように硬くなった僕の腕が切り裂かれることはなかった。

			　逆に僕は灰色狼(グレー・ウルフ)たちが食らいついたことを好機とみなし、攻撃に転じる。

			《電流》の魔法を使ったのだ。

			　この距離、というか狼が食らいついている状態ならば絶対に外すことはない魔法である。

			　実際、至近距離で放った電流の魔法は効果てきめんだった。

			　僕の両腕に噛みついていた二匹の狼はもだえ苦しみ、痙攣を始めた。

			「よし、これで二匹、無力化した！」

			　残りの一匹、最初に氷の槍を突き刺した狼を視認するが、やつの姿はどこにも見えなかった。

			「どこだ？」

			　この狭い空間で見失うことはないはず。

			　ならば逃げ出したのだろうか？

			　そう思ったが、それは早計な判断だった。

			　手負いの灰色狼(グレー・ウルフ)は獲物を変えていた。

			　僕ではなく、とんがり帽子の魔術師に向かっていた。

			「カチュア！」

			　思わず叫んでしまう。

			　その言葉には逃げるんだ、という意味が込められていたが、カチュアはその言葉を聞いても無言だった。

			　なんの反応もない。

			「もしかして足がすくんでいる？」

			　有り得る話だ。

			　彼女は初めて迷宮に潜るという。

			　荒事にも慣れていないと言っていた。

			　だから冒険者を雇ったのだ。

			　このような事態、想定していなかったのだろう。

			　そう判断した僕は、カチュアを救うべく、魔法の詠唱を始めた。

			　この距離、この位置からでは走っても間に合わないと判断したのだ。

			　だが間に合わないにしてもどうする？

			　どうやってあの狼を倒す？

			　先ほど、氷の槍を命中させても致命傷を与えられなかった狼をどうやって倒す？

			　それが問題であった。

			《電流》は論外。あの魔法は直接相手に触れるか、池や水辺など通電する環境でこそ威力を発揮する魔法だ。

			　ならば《風の刃》、ウィンド・カッターだろうか？

			　適切ではあるが、最適ではないような気がする。

			　今ならば真後ろから狼を切り裂ける好機であるが、狼を切り裂いたあとが問題だ。

			　もしもそのまま威力を減殺できなければ、最悪カチュアを傷つけてしまうかもしれない。

			　いや、魔法の加減などできない僕の風の刃は確実にカチュアを傷つけてしまうだろう。

			　それは本意ではない。というか絶対に嫌だ。

			　だけど、このまま座して見ていることもできない。

			　このままでは数秒後、確実に狼はカチュアに襲い掛かるだろう。

			　彼女を見捨てることなどできない。

			　そう思った僕は、賭けに出た。

			　手のひらを真っ赤に染め上げる。

			　狼を燃やすために呪文を詠唱する。

			　僕が選んだ魔法、それは《火球》だった。

			　最初に放った魔法だ。

			　この魔法を選んだ理由はたったひとつ、僕のステータスに【火魔法Ｆ】という文字があるからだ。

			　なにもないよりはあった方がまし。

			　それに幼きころ、姉と一緒に試した火球の魔法ならば、なんとかコントロールできる。

			　という甘い目算があった。

			　もしもこの場にエクスがいれば、

			「砂糖を水で溶いて描いた絵画みたいに甘い話だね」

			　そう評すかもしれないが、この際、なにも拠り所がないよりはましであった。

			　その拠り所にすべてをかけた。

			　手のひらに浮かび上がる紅蓮の炎。

			　それは瞬く間に人間の頭部ほどの大きさになる。

			　先ほどのこぶし大とはまったく違う火球であった。

			「これが火事場の馬鹿力というやつだろうか」

			　いろいろと考察したかったが、そんな暇はない。

			　僕はカチュアを救うため、彼女に襲い掛かる灰色狼(グレー・ウルフ)に狙いを定めた。

			　当たる！　そう思った瞬間、僕は火球の魔法を投げる。

			　投げ放った火球の魔法は、轟(ごう)音(おん)とともに灰色狼(グレー・ウルフ)に命中する。

			　あの大きさの火球が当たれば灰色狼(グレー・ウルフ)などひとたまりもないはずだ。

			　そう思ったが、それは正しかった。

			　火の玉が命中した灰色狼(グレー・ウルフ)は一瞬で燃え上がる。

			　あっという間に火だるまになると、その場でのたうち回る。

			「すごい……」

			　思わず自画自賛してしまうが、僕の計算は大いに狂った。

			　灰色狼(グレー・ウルフ)にだけダメージを与えるはずだったのに、僕の放った火球はその目論見を満たしてくれなかった。

			　火球は持ち主の意思を無視するかのように燃え上がる。

			　近くにいたエルフの女性に害を及ぼす。

			　その炎はすでに火球ではなく《火の嵐》、ファイアストームとなっていた。

			　火の中位魔法クラスである。

			「この僕が中位魔法を放てるわけがない」

			　そうつぶやくが、それでもその言葉が現実になるわけではなく、僕の火球は炎の嵐となってカチュアを襲った。

			　僕は慌てて《水球》の魔法で彼女にまとわりついた炎を消そうとするが、それはかなわなかった。

			　正確には彼女が拒んだ。

			　彼女はまるで涼やかな草原の風を浴びているかのように穏やかな顔をしている。

			　そして爽やかな笑顔で言った。

			「クロム君、君は魔法の天才かもしれないね。なんの訓練もなく《火の嵐》の魔法を使える人間なんて初めて見たわ」

			　彼女はそう言うと、一陣の風を巻き起こし、炎を吹き飛ばす。

			　突風のような風が吹きすさむ中、彼女はこう言った。

			「あたしがピンチになったとき、君がどんな行動をするか、どんな力を発揮するか試したのだけど、想像以上のものを見せてもらったわ。決めた。あなたにあたしのすべてを伝授する。この魔術師カチュアのすべてを教えてあげる」

			　彼女はそう言うと最後ににこやかに微笑みながら言った。

			「でも、お姉さんの指導は厳しいからね。覚悟しておいてね」

			　こうして僕は魔術師カチュアの弟子となり、魔法を教わることとなった。

			　

			†

			　

			　己の肩に掛かっている髪に手をやる。

			　エルフ族の特徴である直毛に少しウェーブがかかっていた。

			　先ほどのクロム君の《火球》の魔法が、カチュアの髪を焦がしたのだ。

			「防御魔法で完全に防いだと思ったのだけど……」

			　タイミング的にはどんぴしゃりだったはずだけど、ほんのわずか間に合わなかったのだろうか。

			　あるいはクロムの火球の魔法があまりにも強烈すぎた、という可能性もある。

			　いや、まさかね。

			　と、いった表情でクロムを見つめる。

			　彼はたき火の前に座り、カチュアが持っていた魔術書を眺めていた。

			　彼はレベル９の冒険者、それも戦士である。

			　そのようなものがそんな強力な魔法を使えるわけがない。

			　マナはほぼすべての人々に備わっているが、それを使いこなすには知識と努力がいる。

			　剣や格闘のように一朝一夕では身につかないのが魔法なのだ。

			　だからカチュアも師匠を見つけ、長年、その人物のもとで魔法を学び、ようやく免状を得て旅立つことができたのだ。

			　魔法石を貸しただけの素人に、【火魔法Ｆ】の初心者に、長年修業した自分と同じような真似をされたら、立つ瀬がなかった。

			　しかし――。

			　仮に先ほどの一撃が偶然だったとしても、たまたまなにかの拍子で会心の一撃が放てたのだとしても、クロムという少年の才能は非凡だった。

			　とても魔力Ｄのステータスとは思えない。

			　あるいは彼は純粋な戦士ではなく、魔法剣士としての才能を備えているのかもしれない。

			　そう思った。

			　まずは魔法の使い方がいい。

			　最初に《氷の槍》の魔法を放ち、それが通用しないとみるや、土魔法を利用し、相手を釘付けにする。さらに至近距離からの《電撃》の魔法。

			　純粋な魔術師には真似はできないし、脳筋な戦士には思いつかない戦い方だ。

			　まさしく魔法と体術を融和した戦い。魔法剣士の才能を秘めているのかもしれない。

			　そう思うとわくわくしてくる。

			　この国には魔法戦士は少ない。

			　もちろん、魔法を使える冒険者はたくさんいるが、それでもカチュアが『魔法剣士』と認めることができるのはほんのわずかだ。

			　格闘戦を極め、魔法のポテンシャルを最大限に引き出す戦いができる戦士。

			　それが魔法剣士の定義だと思っている。

			　具体的にいえば、能力値がすべてＢ以上、格闘戦向けのスキルと魔法のスキルもＢ以上はほしかった。

			　無論、クロムはまだその水準にない。

			　ステータスは未熟で、スキルもしょぼい。

			　ただ、この少年を見ていると、可能性という言葉の意味を考えさせられる。

			　まるで世界樹の苗木を見ているような気分にさせてくれる。

			　この少年の足下に肥料をまき、地面を固め、水を注ぎ続ければ、やがて見上げんばかりの巨木に育ってくれるような気がするのだ。

			　それは持ち上げすぎだろうか？

			　そう思わなくもないが、少なくともカチュアは、この冒険中、付きっきりで彼に魔法を教えるつもりだった。

			　カチュアが長年かけて積み上げた知識や技術を出し惜しみなく彼に教えるつもりだった。

			　少年はどれくらい自分の期待に応えてくれるだろうか。

			　少年はやがて大樹となることができるだろうか。

			　それはカチュアにはもちろん、少年自身も分からないだろう。

			　しかし、カチュアには予感めいたものがあった。

			　目の前で魔術書を必死で読んでいる少年。

			　彼はやがて英雄と呼ばれる存在になることを。

			　願わくは、その瞬間、そのときに立ち会えることができれば、ひとりの魔術師として僥(ぎよう)倖(こう)であった。

			　エルフの森を捨て、魔術を選んだ女として、これ以上ない幸せなのかもしれない。

			　そんなことを思いながら、まだあどけなさの残るクロム少年の顔を見つめた。

			　

			†

			　

			　迷宮第三階層にやってきた。

			　僕が踏み入れたことがあるのは第二階層まで。

			　第三階層に立ち入ったことはない。

			　第二階層は森エリア。まるでエルフの森のような樹木が広がっているが、第三階層は打って変わって荒野のような場所が広がっていた。

			　荒涼とした風が吹きすさむ。

			　このエリアには樹木や水源がなく、素材集めに訪れる冒険者は少ない。

			　エリクサーやポーションの材料となるキノコや植物が少ないのだ。

			　代わりに第二階層よりも強力なモンスターがおり、もっぱらそれらの素材を狩る冒険者がたむろしているのがこの階層の特徴か。

			　腕試しにはぴったりの階層なのだけど、今の僕には不要な階層であった。

			　僕の目的は第四階層、そこにある古代魔法文明の工房を探すのが今回の依頼だった。

			　手早く抜けたいのだが、この階層にやってくるのは初めて。第四階層へ続く階段の場所は把握していなかった。

			　さて、どうしたものか。

			　すれ違ったパーティーに尋ねてもいいのだが、あまり早く第四階層に到着したくない。

			　せっかく、魔術師に魔法を教えてもらっているのだ。できればゆっくりと歩を進め、ひとつでも多くの魔法を習得しておきたいところである。

			　だが、無情にもそんな計算は崩れ去る。

			　運良くというか、運悪くというか、第四階層へ続く階段を発見してしまったのだ。

			　聖剣のエクスは、

			「無欲の勝利だね」

			　と言うが、こちらとしては損をした気分である。

			　まったくこんなときに限って運がいい。

			　そう嘆くが、嘆いても仕方ないので僕たちは第四階層へと向かった。

			　

			　

			　第四階層は今までとは毛色が違う階層だった。

			　第一階層は草原エリア。

			　第二階層は森エリア。

			　第三階層は荒地エリア。

			　どれもがまるで地上のようなエリアだったが、第四階層は地下迷宮らしくなる。

			　まずこの階層には天がない。

			　空がないのだ。ゆえに雨も降らなければ、風も吹かない。

			　あたりは真っ暗で、等間隔で設置されているかがり火だけが頼りだった。

			「じめっとしてるねー」

			　とはエクスの言葉だった。

			　ただ、迷宮都市の常識に慣れてしまったが、こちらの方が正統派のダンジョンで、これまでの階層の方が異端だった、というものの見方もできる。

			　事実、僕が田舎で姉さんと潜ったダンジョンもこちらのタイプだった。

			　ある意味ほっとするというか、懐かしいダンジョンである。

			　僕たちはその正統派ダンジョンの奥深くへ潜っていく。

			　正規ルート、つまり第五階層へと続く道へはかがり火が用意されているが、ひとつルートをずれると真っ暗になる。

			「正規以外の道にもかがり火があればいいのにね」

			　とエクスは愚痴るが、すべてのルートにかがり火を置けば冒険者協会も破綻するだろう。

			　もしくは協会費が跳ね上がるに違いない。

			　そうなればエクスの手入れに必要な砥石などもケチらないといけない。

			　そう茶化すと、彼女は、

			「かがり火なんて無駄無駄。ボクたちには魔法があるしね」

			　と宗旨変えをする。

			　変わり身の早い剣である。

			　ただ、彼女の言葉に偽りはない。

			　今回、同行しているのは魔術師であるカチュア。

			　彼女は一言、呪文を唱えるだけでその杖をたいまつのように煌々と照らせる。

			　いや、たいまつなど比べものにならない。

			　小さな太陽をその杖先に宿し、あたりを照らしてくれた。

			「すごいでしょう？　クロム君」

			　と、ドヤ顔のカチュア。

			　たしかにすごい。もしも彼女がいなければこの真っ暗な中、たいまつ一本で進まなければならなかったかもしれない。

			　そうなれば必然的に左手はたいまつに占領され、盾はかまえることができない。

			　防御力ダウンは必須だったし、いきなり襲ってくるオオコウモリなどに対応できなかっただろう。

			　僕は遠くからオオコウモリがこちらにやってきたのを視認すると、左手に持った円形盾で体当たりを受けとめ、右手で持ったエクスカリバーで斬りかかる。

			　

			　キキィ！

			　

			　オオコウモリは断末魔の声を上げる。

			　その死体を見てカチュアは一言。

			「すごいね、さすがは前衛職」

			「カチュアが照らしていてくれているおかげだよ」

			「一家に一台、一パーティーにひとり、魔術師は必須でしょう」

			「そうだね」

			　本当にそう思う。

			　できれば今後もたまに一緒に冒険、いや、我がフェンリル・ギルドに入団してほしいくらいだった。

			　僕は冗談めかして尋ねてみる。

			「カチュア、よかったらこの依頼が成功したら、冒険者になってみる気はない？」

			　そう誘うと彼女は、白い指を唇に添えながら考え出す。

			「……うーん、そうね。それも悪くないかもね。実は私が魔術師になったのは、魔法を習得し、この地下迷宮にある、とある場所にたどり着くためなの。その事前準備として霊視の眼鏡が必要なのだけど」

			「なのだけど？」

			「その場所にたどり着いてしまえば、あとはもうやることないのよね。師匠のように魔術の真理を探究するほど熱心ではないし」

			「カチュアの魔術は目標ではなく、手段なんだね」

			「そういうこと。だから目的さえ達せれば、今さら師匠のもとに戻る意義もないし、魔術師ギルドに入る意味もない」

			「故郷に帰るというのは？」

			「それは一番ないわね」

			　と断言するカチュア。

			　とんがり帽子を取ると彼女は耳を器用に動かす。
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			「あの神獣様は気がついていたようだけど、実は私、ハーフエルフなんだよね」

			「ハーフエルフ……」

			　気がつかなかった。彼女の美しさはエルフの純度を完全に保っており、人間の血の存在を感じさせない。

			「あなたも知っているでしょうけど、ハーフエルフはどこの世界でも嫌われものなの。特に保守的なうちの森では、蛇(だ)蝎(かつ)のごとく嫌われているわ」

			　彼女は淡々と続ける。

			「子供のころは石を投げられたり、魔法で悪戯(いたずら)されたくらいだけど、大人になった今、そんなことをされたらこっちも反撃しちゃうでしょうね。今さら森で暮らせないかな」

			　彼女は意識して笑うとこんな冗談も添える。

			「それにカチュアお姉さんは街に慣れすぎた。蛇口をひねれば水が出てきたり、日曜でもお店が開いている街の便利さに染まり切っちゃってるのよね。要は俗世にまみれてしまった。今さらエルフの森とかないない」

			　手を振り、「ないない」を強調する。

			「だからクロム君のお誘いを受けて冒険者になるのもいいわね。冒険者って楽しい？」

			　楽しい？　そう問われたらこう答えるしかない。

			「楽しいよ。とても」

			「どこが楽しいの？」

			「未知の場所に足を踏み入れるとき、心臓の鼓動が速まる。細胞全体が震えるような充実感を覚える」

			「ほうほう」

			「強大なモンスターを倒したときの達成感もすごいよ。血が逆流するような興奮を味わう」

			「へえ」

			「それに冒険を通していろいろな人に出会える。僕は冒険者になってまだ数週間だけど、それなのにそれまでの人生の何倍もの濃密な時間を過ごしているよ。いろいろな人たちと出逢った」

			「それはいいね。でも、最初のふたつは女の子がときめくような誘い文句じゃないね」

			「そうかもしれない」

			　鼻の頭を掻きながら反省する。

			「でもクロム君ぽいと思った。冒険者になるときは参考にするよ」

			　彼女はそう言うと、ところで最後の質問なのだけど。

			　と続ける。

			　彼女の最後の質問はとても意地が悪いものだった。

			「いろいろな出逢いに恵まれた、というけど、その中でとんがり帽子をかぶったエルフの魔術師との出逢いは、クロム君の中ではどういうふうに位置づけられているの？」

			　彼女は選択肢をよっつ与えてくれる。

			　

			　Ａ　一瞬の出逢い

			　Ｂ　一晩の恋人

			　Ｃ　永遠の絆

			　Ｄ　不変の愛

			　

			　Ａは有り得ないが、ＢからＤも恋人に使うような言葉であった。

			　カチュアはにやにやと僕の表情を楽しんでいる。

			　僕はしばし逡巡したが、答えは口にしなかった。

			　臆したわけではない。

			　遠くになにかを発見したのだ。

			　それは魔術師の工房のような建物だった。

			　もしかしたらあれが目当ての眼鏡工房かもしれない。

			　そう思った僕は彼女にそれを伝える。

			　その言葉を聞いたカチュアは、本日一番の笑みを浮かべた。

		

	
		
			　

			第四章　古代の工房

			　

			　

			†

			　

			　迷宮第四階層の一角にある工房、そこは手つかずのまま残されていた。

			「どうして分かるの？」

			　と、カチュアは尋ねてくるが、説明をする。

			「荒らされた形跡がないからですよ。門もその周囲も」

			「確かにそうかも」

			　と、門扉の周りを確認するカチュア。

			「今にも古代人が出てきそうなたたずまいね」

			「はい、普通、強欲な冒険者がいたら、この門も外されて持って行かれるんじゃないかな」

			　目の前にある工房の門は立派なもので、現代のドワーフの名工でもなかなか再現できないような意匠がほどこされている。

			「売ればそれなりにお金になりそうだ」

			「ならば外して売っぱらう？」

			「うーん、重いしなあ」

			　こういう解体作業は、人足を雇い、大々的にやらなければならない。

			　もっかのところ我がフェンリル・ギルドにそのような資金も人脈もない。

			「それにしてもこんな浅い階層でよくこんな建物が手つかずで残っていたな」

			　そう漏らすと得意げに説明をしてくれたのはカチュアだった。

			　彼女は、えっへん、と説明してくれる。

			「実はこの第四階層には無数の工房があるのだけど、季節、時間によって出現する工房が変わるのよね」

			「え、そうなんですか？」

			「そうなのです」

			　と返すカチュア。

			「迷宮の構造は変わらないのだけど、第四階層に点在する施設群は、季節や時間帯によって変わるの。だから毎回、違う施設が現れるのよね。さすが古代魔法文明って感じ」

			「さすがは魔術師、博識ですね」

			「でしょう」と鼻高々になるカチュア。

			「でも、第四階層だけあって、もうとっくにその施設群も探索され尽くされたと思っていたのだけど――」

			「いたのだけど？」

			「私の研究成果によると、今週、この瞬間だけ、この工房が現れると計算していたのよね」

			「すべては計算ずくだったのか」

			　それはすごい。もともと尊敬していたが、さらに尊敬する理由が増えた。

			「だからこの瞬間を逃したくないわ。さっそく、この扉を開けて、中に入りましょう」

			　彼女はなんの躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく扉を開ける。

			「ちょ、ちょっと、カチュアさん」

			　止める暇もない。

			　通常、この手の地下迷宮にある施設には、罠などが仕掛けられていることが多い。

			　古代人たちが賊の侵入対策に施したものだが、何千年経ってもそれが生きていることは多い。

			　なのでリルさんからは、

			「少年、見慣れぬ扉や宝箱を開けるときは、細心の注意を払うように。それこそ乙女の柔肌に触れるときのように繊細に慎重にやるのだぞ」

			　という注意をもらっている。

			　カチュアの行動は、乙女の柔肌に触れる行為とは対極のもので、坊主頭の少年のいがぐり頭をなで回すかのようだった。

			　ただ、その無謀な行動にすぐに天誅がくだされる。

			　がちゃり、という機械音が流れると、玄関上の天井が開き、そこから大量の熱した油が降ってくる。

			　もしもそれを浴びれば全身が大やけどになるだろう。

			　僕は、

			「カチュアさん」

			　彼女を突き飛ばすと、右手に装着していた盾を傘代わりにする。

			　僕の持っているトリネコの木の円形盾は【耐火Ｃ】のスキルが付与されており、油程度の攻撃など跳ね返す。

			　なにせこの盾は火竜の炎さえ防ぎきった実績があるのだ。

			　そう自慢げに漏らしたが、カチュアは不満たらたらだ。

			　尻餅をつき、お尻をさすりながら僕を見つめる。

			「……あのね、女の子を突き飛ばしていいのは、ベッドの上だけよ？　ここはベッドの上？」

			　もちろん、違う。ここは迷宮の中にある工房だ。

			　ただ、今のは緊急事態であったし、仕方ないような……。

			「あのままだとカチュアが大やけどをしていたよ」

			「しないわよ。あたしのとんがり帽子は耐火性があるの。水も浸透しにくい材質だし」

			「そうなんだ」

			「この波打ったデザインも油をはじくしね」

			　たしかに言われてみればそんな気もする。

			「それにあたしは魔術師よ、今もとっさに防御陣を張る準備はしていた。あたしも馬鹿じゃないんだから、無策に工房に入ったりしないわ」

			　たしかに彼女の杖は輝いていた。いつでも魔法が発動できるように。

			「うう、なんか申し訳ない」

			　僕が突き飛ばしてしまったことにより、彼女は尻餅をついてしまったし、もしかしたら僕が盾で防いだ油が飛び散って、軽くやけどをしてしまったかもしれない。

			　そう思っていると、案の定、彼女は頬を押さえていた。

			　どうやら悪い想像が当たったようだ。

			　僕は鞄から薬草とポーションを取り出そうとしたが、カチュアがそれを阻(はば)む。

			「軽いやけどよ。唾でも付けておけば治るわ」

			「そんなの迷信だよ。ちゃんと治療しないと」

			　姉の言葉が脳内で響く。

			「クロム、女の命は顔です。もしも万が一、女の顔を傷つけるようなことをしたら、責任を持ってお嫁にしてあげなさい。不義理は許しませんよ」

			　そのことをカチュアに話すと、彼女はからからと笑い、

			「古風なお姉さんだね」

			　と言った。

			　続いてなにか思いついたような顔をすると、こう言った。

			「そこまで言われたら治療してもらおうかな。痕が残ってこんな年増エルフを嫁にもらい受ける新米冒険者が可哀想だし」

			　年増でも可哀想でもないですよ、と言えれば恋人のひとりでもできるのだろうが、今の僕はそんな器用な台詞を言えず、ただ黙って彼女の指示に従う。

			「でも、ほんと、薬のたぐいはいいかな。そこまで大事ではないし、薬草とかポーションは臭うのよね」

			　と、女の子らしいことを言う。女の子だけど。

			「代わりにちょっと目をつむっていてほしいな。古代から使われているエルフの秘術で治す」

			「エルフの秘術？」

			　興味津々だが、カチュアは教えてくれない。

			　人間には教えてはいけない秘術らしい。

			　どうがんばっても僕の耳が尖ることはないので、素直に目をつむるが、その瞬間、柔らかいものが僕の唇に触れる。

			　思わず目を開けたくなったが、カチュアは、

			「目を開けたらハリセンボン飲ます」

			　などと不穏なことを言うので開けられない。

			　五秒ほど目をつむると、やっと解放された。

			　柔らかい感触が消え去り、目を開けると、目の前でカチュアがにやにやしていた。

			「唾を付けて治癒効果を高めるのは迷信じゃないのよ。魔術師はもちろん、学者もそれに治癒効果があると認めているわ。ましてや未来の勇者様の唾ならば、霊験あらたか、というものでしょう」

			　どうやらあの柔らかいものはカチュアのほっぺただったらしい、と気がついたのは、彼女が僕に背を向け、歩み出したあとだった。

			　彼女は古典的な手法、唾を付けて治す、という方法を強引に実行したらしい。

			　思わずぽおっとしてしまう。

			　なにせ女性とキスをするというのは久方ぶりのことだった。いくら頬とはいえ、あのような美女とキスをして平常心は保てない。

			　しばらく動けないでいると、エクスが茶化してくる。

			「今、久方ぶりとかつぶやいてたけど、クロムってキスしたことがあるんだね」

			「……あるよ、一応」

			　姉さんと遊びでだけど、と告白する必要はないだろう。

			　カチュアの頬は姉さんよりも柔らかく、とてもいい匂いがした。

			　しばしその感触の余韻にひたると、カチュアのあとに付いていった。

			　この工房のトラップは今後、カチュアに任せるにしても、この工房に潜むモンスターや魔法生物と対(たい)峙(じ)するのは僕の役目だ。

			　そのために僕は高い依頼料をもらっているのである。

			　依頼料以上の働きはしたいところであった。

			　

			†

			　

			　予想通り、トラップのたぐいはすべてカチュアが解除してくれた。

			　ここは古代人の工房、魔法で作られたトラップが多く、魔術師である彼女にとってそれを解除するのは難しいことではないらしい。

			「盗賊やレンジャーを雇う必要はなかったわね」

			　と軽口を漏らす。

			　次々とトラップを解除するが、すべてを回避できるわけではない。

			　中には絶対解除できないものもある。

			　それが対侵入者用の守護者(ガーデイアン)の存在だ。

			　守護者(ガーデイアン)はこの工房に入った瞬間、活動を再開させたようで、先ほどから地下からうめき声が聞こえる。

			　彼らを無視し、お宝を手に入れることはできない。

			　戦闘の発生である。

			　地下にいた守護者(ガーデイアン)たちは、僕たちのいるフロアに上がってきた。

			　その足取りが遅々としていたのは、守護者(ガーデイアン)たちがアンデッドだったからである。

			　

			　マミー。

			　

			　いわゆるミイラ男と呼ばれる怪物だ。

			　彼らは奇っ怪なうめき声を上げ、たどたどしい足取りでこちらに近づいてくる。

			　その姿を見て聖剣のエクスは、「きんもー」と率直な感想を漏らすが、僕も似たような感想を持った。

			　アンデッドに美点を見いだすほど、変わった性癖はない。

			　ただ、きもいからといって逃げる理由も、剣を抜かない理由もない。

			　腰から聖剣を抜き放つ。

			「あのぉ、クロム、まじで接近戦を行うの？　ここはぱぱっと魔法でやっつけない？　ゾンビの弱点って炎でしょ。あいつら包帯してるし、よく燃えるよ」

			「だろうね」

			　だけど、と続ける。

			「この工房はそれほど大きくない。ここであいつらを燃やしたら有害なガスが発生しそうだ。だから火魔法はお預け」

			「むむぅ」

			「残念なのは僕だよ。カチュアのおかげで【火魔法Ｅ＋】までスキルアップしたのに」

			　カチュアに魔法適性を診断してもらったあと、結局、僕は【火魔法】のスキルを上げていくことにした。他の魔法も並行して習っているが、現在のところ、一番、ランクが高いのは火魔法となる。

			　さっそく実戦に投入したいが、前述の理由で燃え上がる系魔法は使えない。

			「さすが、クロム君、魔法の才能だけでなく、冒険者としての判断力も一流ね。その通り、この場で一番役に立ちそうな火魔法だけど、ここで使えば私たちは窒息するでしょうね」

			　横で僕とエクスの会話を聞いていたカチュアが割り込んでくる（もっともエクスの会話は聞き取れなかったはずだから僕の独り言を聞いたのだろうけど）。

			　意識をカチュアに切り替える。

			「僕が前衛で戦いますから、カチュアさんは魔法で援護してください」

			「はい、罰金銀貨一枚ね」

			　こんなときに、と思わなくもなかったが、僕は言い直す。

			「カチュアは後方で援護して」

			「ＯＫ、素直で可愛いから、ランチ一食で負けてあげる」

			　と、微笑む彼女。

			　ランチをおごった方が銀貨一枚よりも高くつく、と嘆くと彼女は悪戯(いたずら)じみた笑顔で、

			「こんな美人と一緒にご飯を食べるなんてプライスレスよ」

			　と言い切る。

			　たしかにその通りなのだが、僕は釈然としないまま、マミーに斬りかかった。

			　マミーの懐に入り込むと、そのまま袈(け)裟(さ)斬りを放つ。

			　マミーはうめき声を上げるが、一撃では倒れなかった。

			「マミーというアンデッドは動きは遅いけど、タフで怪力なの」

			　なるほどね、聖剣の一撃を喰らっても前進をとめないわけだ。

			　もっともエクスに言わせれば「ボクのポテンシャルを発揮できれば、一刀両断できるはずなんだけどね」だそうだ。

			　低レベルで申し訳ない。

			　ただ、それでも僕の剣技は十分通用した。

			　一撃で倒せなくても、二撃目三撃目で倒せばいい。

			　前進をやめないのならば、足を破壊して物理的に歩けなくすればよかった。

			　それはカチュアも感じたらしく、彼女は氷魔法でマミーの足を氷結させ、マミーを無力化させていった。

			　中には凍結させた足を無理矢理引っこ抜こうとして足が引きちぎれているものもいる。

			　哀れではあったが、足がないマミーは戦力にならない。

			　カチュアは《武器創造(ウエポン・クリエイト)》の魔法で、大金槌を出すと、這い寄ってくるマミーの頭部を潰すように指示をした。

			　ほっと胸をなで下ろすエクス。

			「マミーの脳(のう)漿(しよう)まみれになるのはごめんだからね」

			　だそうだ。

			　僕も聖剣で頭部を破壊するよりも効率がいいと大金槌を受け取る。

			　そしてそれを装備すると、動きをとめたマミーの頭部を一体一体破壊する。

			　動くことのできないマミーを倒すのに良心が痛まないわけではなかったが、ひとつ間違えば僕らが彼らに切り裂かれていたのだ。慈悲は不要だろう。

			　ここで放置すればあとでまた襲われるかもしれないし、偶然、通りがかった他の冒険者に危害を及ぼすかもしれない。

			　それにこのマミーは人の形をしているが、人ならざるもの。

			　なんでも古代魔法王国で罪を犯した罪人が、死後、死霊魔術によって強制的に蘇らされたのがマミーというモンスターだそうだ。

			　罪人とて人間、彼らも魔術の呪縛から解き放たれ、大地に戻ることを願っているに違いない。

			　そう思いながら、彼らを倒していく。

			　その間数分、慣れぬ大金槌でふらふらしたが、すべてのマミーを倒すと、カチュアはこう言った。

			「さすがはクロム君ね。やっぱり【なんでも装備可能】はチートスキルだ」

			「まあ、今のところ役には立っていますね」

			「今後もきっと役に立つわよ」

			「そう願いたいです」

			　そう締めくくると、僕たちはマミーたちがやってきた地下へ向かった。

			　カチュアいわく。

			「守護者(ガーデイアン)がいるということは、そこにお宝がある。簡単な推理ね」

			「僕もそう思います」

			　彼女の意見に賛同すると、僕は持っていたたいまつに火をつけた。

			　地下はまっくらであった。

			　カチュアの《照明》の魔法で明るくすることはできたが、その場合、彼女が先頭を歩まなければならない。

			　地下にはまだ守護者(ガーデイアン)がいる可能性がある。

			　魔術師である彼女が不意打ちを避けるのは難しいだろうと判断した僕は、率先して先陣を切ることにした。

			　その姿を見てカチュアは茶化してくる。

			「クロムは勇者にして紳士だね。お姉さん惚れちゃいそう」

			　無論、冗談だとは分かっているが、美人におだてられるのは悪い気分はしなかった。

			　ただ、腰の聖剣が焼き餅を焼く。

			「クロムは絶対、将来、女の子に騙されて貢ぐタイプだよね」

			　貢ぐお金もないのでその心配はないが、エクスの忠告通り、浮かれることなく、地下に潜っていった。

			　マミーを倒したとはいえ、この工房に危険がないという保証はどこにもない。

			　浮かれるのは依頼を達成し、無事、地上に戻ってからにしたかった。

			　

			†

			　

			　幸いなことに工房の地下には守護者(ガーデイアン)はいなかった。

			　マミーが入っていたかと思われる棺が等間隔に並べられた不気味な部屋はあったが、そこを抜けると魔術師の工房が広がっていた。

			　金槌や打ち台、加工前の金属の板などが所狭しと置かれており、現代の刀鍛冶の工房のようにも見えた。

			　その点についてカチュアは補足してくれる。

			「ここは古代の魔工技師たちが、魔法の眼鏡を作っていたの。魔術師のアトリエというよりも鍛冶屋に近いのでしょうね」

			　ただ、と続ける。

			「壁の棚に置かれたフラスコや魔物の素材、本棚にある魔術書はちょっとだけ魔法の工房っぽいかな」

			　と、論評する。

			　勝手にペラペラと魔術書をめくっている。

			　古代魔法言語で書かれているので僕にはちんぷんかんぷんだが、彼女には内容が分かるのだろう。

			「カチュア、その本は価値があるものなの？」

			「どういう意味？」

			「価値があるのならば地上に持って帰って売り払いたいな、と」

			「君は結構ちゃっかりしているね」

			「うちのギルドは財政難なもので」

			「価値がないわけじゃないけど、ここにある本はすべてすでに発見されているものよ。写本が出回っている。もしも原典ならばとんでもない価値がつくだろうけど、これも当時の写本みたいね」

			　それも、と続ける。

			「状態は最悪ね。ちょっと読んだだけで紙が破損していく。地上に持ち帰りたいのなら、特殊な処理をして状態を保たないと」

			「状態を保ったまま運べばいくらくらいに？」

			「金貨三〇枚というところかしら。骨董的な価値で」

			「それはすごい」

			「状態を保つ薬が金貨三〇枚くらいするけどね」

			　くすくすと笑うカチュア。

			　本を諦めると、さらに奥に進んだ。

			　工房の奥、宝物庫と思わしき場所、そこには大量の眼鏡が陳列されていた。

			　カチュアいわく、すべてが魔法の眼鏡ではないらしい。

			　その中から魔法の眼鏡を探そうとするが、見つからなかった。

			　当然か、僕に魔法アイテムを見抜く力はない。

			　なので黙ってカチュアが目当ての眼鏡を探すのを見守っていた。

			　彼女は宝箱を開けた海賊のように楽しげな表情で眼鏡を物色していた。

			　あれでもない、これでもない、と眼鏡を投げ捨てている。

			　ときには、

			「お、これは！」

			　というものを見つけ、自分の耳にかけるが、違うと分かると残念そうな顔をする。

			　でも時折、こちらの方に振り返り、

			「似合う？」

			　という言葉をはく。

			　目鼻立ちがよい彼女は、眼鏡をかけても美人だ。

			　清(せい)楚(そ)さと知的さが三割増しに見える。

			　ただ、そのことを素直に伝える気にはならない。

			　彼女は次々と眼鏡を変えては同様の質問をする。

			　赤いフレームの眼鏡。

			　フレームレスの眼鏡。

			　片眼鏡なども試す。

			　まるで百貨店のバーゲンで試着する女性のようだ。

			　付き合わされる男は辟易するしかない。

			「…………」

			　僕は沈黙によって彼女に本来の仕事に戻るようにうながす。

			　カチュアはつまらないの、と漏らすと眼鏡探しを始めた。

			　十数分、真剣に探し始めると、彼女はこんな台詞を言う。

			「これだけ探してないなんておかしいわね」

			「必ずここにあるの？」

			　と尋ねる。

			　彼女はこちらの目を見ず、探しながら答える。

			「必ずここの工房にあるはず」

			　ならば二手に分かれて探した方がいいだろう。

			　そう思った僕は、この場所をあとにする。

			　彼女は黙って右手を挙げることでそれを許可してくれた。

			　

			　ひとり、別の部屋へ行く。

			　この工房はさして大きくはないが、それでもすべてを捜索するには時間が掛かる。

			「地下は見て回ったから、一階を見て回る？」

			　エクスがそんな提案をしてきた。

			　エクスにしてはましな提案だったので受け入れようかと思ったけど、その前に気になることを試した。

			　僕は本棚を調べる。

			「エロ本を探してるの？」

			「そんなわけないだろ」

			「じゃあ、なにを探してるのさ」

			「いや、こういう本棚の後ろに隠し部屋がないかなって」

			「隠し部屋？」

			「そう。隠し部屋。男の夢だね。僕も自分の家が買えるようになったら、本棚の後ろに隠し部屋を作りたい」

			「そこにエロ本を隠すの？」

			「隠さないよ」

			「じゃあ、堂々と晒すんだね」

			「いい加減、そっち方面から離れてくれないかな」

			　そう言い切ると、僕は本棚の後ろが空洞になっていることを発見した。

			　ビンゴだ。

			「もしかしたら隠し部屋があるかも」

			　そう思った僕は、本をすべてどかし、スイッチがないか確認した。

			　あった。

			　本棚の三列目の奥にレバーのようなものが設置されている。

			　それを下げると、

			　ゴゴゴ！

			　と、本棚が動き出した。

			「ごいすー！　よく見つけたね、クロム」

			「まあ、当てずっぽうだけど」

			　でも当たりは当たりだ。

			　そのまま本棚の後ろにある隠し部屋に入る。

			「カチュアは呼ばないでいいの？」

			「呼びたいところだけど、とりあえずひとりで」

			「エロ本があるかもしれないから？」

			「しつこい聖剣だなぁ」

			　聖剣を鞘(さや)の上から小突くと、そのまま部屋に入った。

			　部屋は想像したよりも小さかった。

			　フェンリル・ギルドの僕の私室と同じくらいだろうか。

			　いや、中央に鉄格子のようなものがある分、僕の部屋よりも小さく感じる。

			　その鉄格子は開け放たれているので、鍵がなくても中に入れそうだ。

			　中には安楽椅子がひとつだけ置かれていた。

			　注意深く室内を見渡すが、それ以外なにもない。

			　これははずれかな、そう思ったが、一応、椅子を調べることにした。

			　もしかしたらそこに眼鏡が隠されているかもしれない、そう思ったからだ。

			　僕は歩みを一歩進める。

			　するとぐらり、と視界が揺らいだ。

			　ついで僕の足はなにかに掴まれたかのように地面に固定される。

			　そして幻覚のようなものを目にすることになる。

			　先ほどまで誰も座っていなかったはずの安楽椅子に、真っ白なドレスを着た少女が座っていた。

			　彼女はもの悲しそうな目で、こちらを見つめていた。
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			†

			　

			　幻覚……？

			　なのだろうか。

			　先ほどまで誰もいなかった安楽椅子に少女が座っていた。

			　真っ白なドレスをまとった人形のような少女。

			　彼女は半透明に透けており、およそ現実感を感じさせない。

			　まぼろし、

			　あるいは、

			　幽霊、

			　そんな言葉が頭に浮かんだ。

			　どちらかは分からないが、不思議と恐ろしいとは思わなかった。

			　それを証拠に腰にある剣に手が伸びない。

			　もしも彼女が幽霊、それも悪鬼や悪霊のたぐいならば、呪い殺される可能性もあったが、彼女はそんな存在ではないような気がするのだ。

			　おそるおそるコンタクトを取る。

			「あ、あの、お嬢さん」

			　で、いいのだろうか。

			　少なくとも彼女は年下で、いいところの令嬢に見えた。お嬢ちゃんよりはお嬢さんの方が適切だろう。

			　そう思ったのだが、彼女は一向に気にすることなく、言葉を返してきた。

			「そこに誰かいるの？」

			　彼女は周囲を見渡すようにささやく。

			　僕には彼女が見えているが、彼女には僕が見えていないらしい。

			　まるで視線が交わらないし、彼女の気配も感じることはない。

			　目の前にいるというのに、互いの息吹を感じるくらい側に近寄っても、彼女は僕を知覚することはなかった。

			　彼女は一方的にしゃべる。

			「……そこに誰かいるのね。わたしには分かるわ。なにか聖なる力を感じる」

			　聖なる力とは聖剣のことだろうか。

			「とても温かい力を感じます。とても穏やかな心も。きっと、あなた様はお優しい勇者さまなのね」

			　彼女はにこりと微笑む。

			　しかし、すぐに真剣な表情になるとこう言った。

			　

			「わたしの名はカロア。この工房の主の娘。偉大なる魔術師シンシナークの娘。

			　わたしには幼きころより、自分ではない誰かと交信する力があった。

			　異世界の人間、

			　すでに死んだ人間、

			　過去の人間、

			　未来の人間、

			　この世界の人間ではない人と話すことができた。

			　あなたがどの種類の人間に分類されるかは分からない。

			　でも、あなたはきっとこの工房にいる。

			　この場所にいる。

			　そんな気がするの」

			　

			　正解、と言いたいところだが、口にしても彼女の耳には届かないだろう。

			　だから黙って彼女の次の言葉を待った。

			「この工房にいるということは、異次元に隠したこの工房が現世に現れているということ。

			　つまり、それはこの工房に封印した悪魔が目を覚ました、ということでもあるわ。

			　お願い。

			　この工房に封印されている悪魔を世界に解き放たないで。

			　もしもやつが解き放たれてしまったら、この世界に厄災が訪れるでしょう」

			　厄災？　悪魔？

			　この小さな工房にいったい、なにが隠されているのだろうか。

			　そう思い、彼女の言葉に耳を傾ける。

			　

			「その悪魔の名前はディアブロ。古代に封印された悪魔。

			　やつは人を殺すためだけに存在する化け物。

			　良心を持たない生き物。

			　やつを倒すには――を使い、やつの弱点に槍を突き立てるしか――」

			　

			　彼女の声がぼやける。

			　ノイズのようなものが混じる。

			　もともと薄かった輪郭が失われていく。

			　どうやらこれ以上、彼女とコンタクトを取ることはできないらしい。

			　そう直感したが、その勘は当たった。

			　彼女もそれに感づいたのだろう。

			　言葉が早口になり、緊迫を帯びる。

			　

			「ともかく、この工房に隠してある――を探して。

			　そしてそれでディアブロを殺して。

			　復活したばかりならばまだ付けいる隙がある。

			　もしもやつがその力を取り戻したとき、この世界は――」

			　

			　そこまで言い終えると、彼女は完全に消え去った。

			　僕は誰もいなくなった安楽椅子を見つめる。

			　

			　しばし、安楽椅子を見つめていると、後方から声がした。

			「やった！　やったわ！　ついに霊視の眼鏡を見つけたわ!!」

			　その声はカチュアのものだった。

			　どうやら目当ての眼鏡はあの部屋にあったらしい。

			　彼女と合流すべく、先ほどの部屋へ戻る。

			　彼女は僕を見つけると、その場で軽く飛び跳ね、僕の胸に飛び込んでくる。

			「やったわ！　やったわクロム君、これであたしの願いが果たせる！　あたしの思いが成(じよう)就(じゆ)する。やっとあの人に会える!!」

			　彼女は力一杯僕を抱きしめてくる。

			　その喜びようはまるで宝くじが当たったかのようだった。

			　いや、僕でさえこんなにも喜ばなかった。

			　彼女は全身で喜びを表現していた。

			「もしも、ここに知らない男の人がいたらキスしたいくらい嬉しい！」

			　そんな言葉を連呼している。

			　そして、僕の顔を見つめると、

			「失礼ですが、あなたはあたしの知り合いですか？」

			　と聞いてくる。

			「いいえ」

			　と答えれば情熱的なキスをされそうなので、

			「カチュア、気をしっかりして」

			　と言うしかなかった。

			　彼女は、そうね、そうよね、と、うなずくと、深呼吸をする。

			「はー、ふー、喜びのあまり取り乱していたわ。あたしはまだ霊視の眼鏡を手に入れただけ。問題なのはその眼鏡をどうやって使うか、だもの」

			　多少冷静になったカチュアに僕は言う。

			「そうだよ。それを地上に持ち帰るまでが目的のはず。油断し、帰りでなくしたり、命を失うことも多々ある」

			　僕はフェンリル・ギルドに掲げられている標語を口にする。

			「遠足は家に帰るまでが遠足。クエストは地上に帰るまでがクエスト」

			　そのありきたりな標語は彼女の心を捉えたようで、こくんとうなずくと、手に入れた眼鏡を後生大事にしまい、こう言った。

			「それではあらためまして、冒険者クロム君、このカチュアお姉さんを無事、地上まで連れ帰ってもらえますか？」

			「もちろん」

			　僕も彼女と同じように笑顔で答えると、撤収準備を始めた。

			　その間、彼女は幸せそうに眼鏡の入った鞄を抱きしめていた。

			　本当に幸せそうなのでこちらまで嬉しくなってしまう。

			　そうなると、先ほど本棚の裏で起こった出来事を話しづらくなってしまう。

			　

			　この工房で出逢った不思議な少女のこと。

			　彼女が予言したディアブロなる悪魔の復活。

			　

			　そのふたつのことは彼女の依頼はもちろん、その人生にも関係のないことであった。

			　ならば話さない方が賢明かな。

			　彼女の魔術師としての知識や腕は借りたいところであるが、このことを相談するのはリルさんだけでいいかもしれない。

			　そう思った僕はだんまりを決め込む。

			　やはり彼女に事情は話さない方がいい。

			　そう決断した僕は、笑顔を作り直すと、そのまま一階へと戻った。

			　しかし、数十分後、僕は彼女に事情を話すことになる。

			　そうならざるを得なかったのだ。

			　なぜならば帰り道、第三階層へ続く道に、血にまみれた冒険者の死体が転がっていた。

			　身体を切り刻まれたもの。

			　五体不満足なもの。

			　頭部を潰されたものもいる。

			　まるで悪魔に殺されたかのようなむごい死体が転がっていた。

			　その中のひとり、唯一の生き残りが、最後の力を振り絞り、僕たちにメッセージを残した。

			「あ、悪魔だ。悪魔が現れて俺たちを襲っていった……」

			　その言葉を聞いてカチュアもなにかを感じ取ったようだ。

			　彼女に詳細な事情を話すことを誓った僕は、生き残った冒険者を抱え、足早に第四階層をあとにした。

			　一応、効果があるかは分からないが、第四階層の入り口にある掲示板にこんな伝言を残した。

			「この階層には悪魔がいる。気をつけて」

			　これ以上、悪魔の被害者を出さぬよう、足早に地上を目指した。

			　

			†

			　

			　地上までやってくると、僕は怪我人を入り口の救護班に預けた。

			　一応、事情は話したが、詳細は話さない。

			　ここで下っ端冒険者の僕が事情を話すよりも、ギルドの代表であるリルさんが、評議会などの有力者に事情を話した方が、迅速に討伐隊を組織できると思ったのだ。

			　そう思った僕は、一直線にフェンリル・ギルドへ向かった。

			　ギルドに帰ると、カレンが温かい言葉と飲み物でもてなしてくれたが、それらを堪能することなく、彼女に尋ねた。

			「カレン、リルさんはいる？」

			「リルさまですか？　リルさまなら先ほどまで談話室で毛(け)繕(づくろ)いをされていましたが」

			「まったくのんきな人だな……」

			「今はどこか暖かい場所でお昼寝していると思いますが、探して参りましょうか？」

			　それには及ばない、と言ったのは当のリルさんだった。

			　彼女は眠そうなまなこをこすりながらこちらにやってくる。

			　あくびを漏らしながら尋ねてくる。

			「少年、クエストの方はどうだった？　依頼は果たせたか？」

			「クロム君は完璧に依頼をはたしてくれましたよ。素晴らしい冒険者ですね」

			　と、カチュアは言う。

			　するとリルさんは手を差し出す。

			　依頼料をくれ、ということなのだろうか。

			　ちょっと品がないというか、つつしみに欠ける行為なので軽く注意するが、リルさんは反論する。

			「つつしみでメシが食えるものか。これから借金取りのところを回って利息を払わないといけない。もらえるものはすぐにもらう」

			　そう言うとカチュアは鞄から金貨を取り出し、五〇枚、ちゃんとあるか数え、不足がないことを確認するとリルさんに渡す。

			　さすがのリルさんも再び数えることなく、素直に受け取ると、それを持って出掛けようとする。

			　借金取りのところだろう。

			　僕はそれを制する。

			「リルさん、ちょっと待ってください。借金取りのところへは、カレンを向かわせてくれませんか？」

			　指名されたカレンはきょとんとする。

			「どうしてた？　麗しのメイドさんに身体で払わせるのか？」

			「……そんなことさせませんよ。リルさんに伝えたいことがあるんです。火急の用件です。この迷宮都市の存亡に関わるかもしれない情報を仕入れました」

			「迷宮都市の存亡？　そんな話を聞かされたら、黙って出掛けるわけにもいかんな」

			　と、リルさんはカレンを見る。

			　代わりに借金取りのところへ行ってくれるか？　リルさんの視線はそう語っていた。

			　カレンは迷うことなく微笑むと、

			「はいな」

			　と、金貨を受け取り、外出の準備を始める。

			　しかし、自分で言ったが、カレンのような可(か)憐(れん)な女性を借金取りのところにやって大丈夫だろうか。今さら心配になるが、リルさんが口元を緩めながら言った。

			「安心しろ、カレンはそんなたまじゃない。あの娘は盗賊ギルドや暗殺者集団の頭目とも対等に交渉(ネゴシエート)できる娘だ。むしろ、私がいくよりも穏やかにことが運ぶ」

			「ほんとですか？」

			「嘘は言わない」

			　メイド服のカレンを見るととてもそんな女傑には見えなかったが、リルさんがそう言うのならば大丈夫だろう。

			　それにもし、カレンの身になにかあれば、近所の市場の人々、特に若い男性が許すまい。

			　借金取りとて彼らから食材やものを購入しているのだ。

			　兵糧攻めは有効だろう。

			　そう思った僕はカレンを見送ると、そのままカチュアとリルさんを引き連れ、談話室へ向かった。

			　談話室のテーブルには、人数分の香草茶が置かれていた。

			　カレンがいれたものだろう。

			　さすがはメイドさんの鑑、急用の前でもちゃんと主とその客人をもてなす用意を欠かさなかった。

			　そういった配慮が誰からも好かれる要因なのだろう、そう思った。

			　僕は彼女の思いやりの残(ざん)滓(し)であるお茶に口を付けるとリルさんに地下迷宮で起こった出来事を話した。

			　

			　地下迷宮で起こった出来事――。

			　道中のことは省く。

			　カチュアに魔法を教わったことや途中の細々としたことはすべて端折り、工房に到着してからのことをすべて話した。

			　工房がある特定の時期にしか現れない幻の建物だったこと。

			　そこに大量のマミーがいたこと。

			　地下に目当ての『霊視の眼鏡』があったこと。

			　本棚の後ろに隠し部屋があったこと。

			　そこで幽霊のような幻のような少女を見たこと。

			　そしてその少女が魔神ディアブロの復活を予言したこと。

			　帰り道、そのディアブロに殺されたと思われる冒険者を見つけたこと。

			　すべて正確に詳細に話す。

			　その言葉を聞き終えたリルさんは珍しく神妙な表情で腕組みをしていた。

			　目を見開くことなく、沈黙を貫いていた。

			　それほど深刻な事態だと認知しているようだ。

			　リルさんは乾いた唇に香草茶を付けると、開口一番に言った。

			「とりあえず少年がディアブロと遭遇せずに済んでよかった」

			　彼女は心底ほっとした口調で言った。

			　次いで彼女は目を見開くと、カチュアに語りかけた。

			「そして依頼人であるエルフの娘よ、おまえには呆れた」

			　その批判を聞いたカチュアは耐えるように瞳を閉じる。

			「……おっしゃりたいことは分かります。あたしが工房におもむかなければディアブロが解き放たれることはなかったでしょうから」

			　沈痛な声だった。

			　聞くに堪えない悲しい声だった。

			　僕は彼女をかばう。

			「リルさん、それは違います。彼女は知っていてあの工房に向かったわけではありません。たまたまおもむいた工房に悪魔が封印されていただけです。もしも僕たちがおもむかなくても、他の冒険者が迷い込んで悪魔を解き放ってしまった可能性は十分ある」

			「はたしてそれはどうかな」

			　あまりにも低く、鋭い声なので、思わず聞き逃してしまうところだった。

			「どういう意味ですか？」

			　僕は尋ねる。

			「そのままの意味だよ。この娘はあの工房に悪魔が封じ込められていると知っていた。霊視の眼鏡を手に入れるとその悪魔が解き放たれると知っていた。違うか？」

			「…………」

			　尋ねられたカチュアは沈黙している。

			「まさか、そんな」

			　と答えたのは僕であって彼女ではなかった。

			　彼女は沈黙によって己を守っていた。

			　反論してほしかった。

			　自分はあの悪魔のことを知らなかった。

			　そう宣言してほしかったが、彼女は最後まで自己弁護することはなかった。

			　その姿を見ていたリルさんは心底残念そうに言った。

			「沈黙は肯定と取るぞ。……それではこの迷宮都市のギルドのひとつを預かるマスターとしての責任を行使させてもらう。エルフの娘カチュアよ、貴様をこの迷宮都市を危険にさらした容疑者として、神獣フェンリルの名のもと、拘束させてもらう」

			　リルさんはよどみなく続ける。

			「貴様には弁護士ギルドの弁護士を雇う権利がある。金がないのであれば借金をすることもできるし、知人に弁護を頼むこともできる。その権利を行使するか？」

			「しません」

			　カチュアは即答する。

			　その言葉を聞いたリルさんは、そのままカチュアの手を縄でしばる。

			　ギルドの地下に連行する。

			　そこには簡易の地下牢があった。

			　そこに彼女を押し込めるつもりのようだ。

			　無論、僕は最後まで反対をしたが、リルさんは取り合ってくれなかった。

			「少年、これはこの迷宮都市を守る冒険者の義務だ。少年はいつか英雄となり、故郷に錦を飾りたいのだろう？　ならば耐えろ」

			　そんなことを言われても、魔法の師を、先ほどまで命がけでともに戦った仲間を見捨てることはできなかった。

			　僕はリルさんの説得を諦めると、とある人物のもとへ向かった。

			　その人物ならばこの窮地を救ってくれると思ったからだ。

			　

			†

			　

			　その人物とはこの国のお姫様である。

			　ユーフォニア・エルンベルク、その人に助けを求めようと思った。

			　お姫様ならばこの都市の評議会にも冒険者協会にも顔がきくと思ったのだ。

			　ただ、心配なのはこんなことにお姫様を巻き込んでいいのか、ということだった。

			　それについては聖剣のエクスがこんな助言をくれる。

			「クロムはニアの命の恩人だよ？　要はニアはクロムに借りがあるわけ。ここで返してもらわないでどうするのさ」

			「……でも」

			　と、続ける僕に彼女は叱(しつ)咤(た)する。

			「それともクロムは彼女に借りを押しつけたままにしておいて、将来、それを盾に結婚でも迫るつもり？　あるいは肉体関係を求めるとか」

			「……あのね、僕はそんな鬼畜じゃないよ」

			「なら、今、ここで貸し借りなしにしてすっきり清算しなよ。これでニアとクロムは対等の関係になれるよ。友情っていうのはね、対等の関係のときにしかはぐくまれないんだよ」

			「……対等の関係か」

			　そういえば姉さんは言っていた。

			「真の友人とは毎日のように馴れ合うものをさすのではない。十年間、まったく音沙汰がなくても昨日会ったかのように自然と話せ、困ったときに駆けつけてくれるのが真の友人」

			　あるいは困っているときに自然と助けを求めることができるのが友人の定義といってもいいのかもしれない。

			　ニアとはこの前会ったばかりだから、自然と話すことができるだろう。

			　また正義感に燃え、情にも厚い彼女ならば、絶対に力を貸してくれるはずだった。

			「てゆうか、もしもこのことを黙ってクロムひとりで抱え込んでしまったら、後日、お姫様に怒られると思うね。クロムはわたくしのことを信用してくれていなかったのですね……、って」

			「たしかに言われそうだ」

			　ニアの沈む表情が想像できた。

			　ならばここは素直に彼女に助力を頼むべきだろう。

			　それが一番だ。

			　そう思った僕は迷いを捨て去るとニアのもとへ向かった。

			　しかし、その足は途中でとまる。

			「もしかしてまだ躊(ちゆう)躇(ちよ)してるの？　クロム」

			　エクスはため息を漏らすが、そうではなかった。

			　端的に事実のみを話す。

			「そういえば、僕は彼女の住所を知らないんだ」

			「…………」

			　エクスはしばし沈黙したあとに、

			「それは盲点だったね」

			　と、つぶやいた。

			　

			　記憶を総動員させ、彼女の言葉を思い出す。

			　正確な居場所は聞いていないが、どこかに滞在しているという話は聞いたことがあるはず。

			　なにかヒントのようなものがあれば思い出せるのだが。

			　エクスは気をきかせて矢継ぎ早にヒントをくれる。

			「王女さまなんだから王宮！」

			「この迷宮都市に王宮も離宮もないよ」

			「なら高級ホテル！」

			「ありそう。でもこの迷宮都市に何軒あるかな？　それに高級ホテルではなかった気がする」

			「じゃあ、野宿！」

			「なんでそこで一気にランクが下がるの？」

			「いや、安宿だったらそれこそ星の数ほどあるから」

			「野宿するスペースはもっとあるよ」

			　もっとも、この迷宮都市で野宿は犯罪だ。無宿人は投獄される。

			　ただ、公園に寝泊まりし、噴水で顔を洗うニアを想像すると、あまりのギャップにおかしくなってしまう。

			「なに、にやにやしてるの？」

			　と、尋ねてくるエクス。

			　なんでもない、と答えると、とあることを思い出す。

			「そういえば」

			　と、あごに手をやる。

			　その瞬間、ニアの柔らかな物腰の台詞が脳で再生される。

			　

			「今、わたくしはとある貴族の別邸に滞在しております。そこを定(じよう)宿(やど)とし、この迷宮都市で活動しています」

			　

			　そうだ！

			　彼女はこの迷宮都市にある貴族の屋敷にいるのだ。

			　思い出した。

			　それを聞いたエクスは、

			「やったね！　クロム！　これでお姫様と会えるね」

			　と、はしゃぐ。

			　僕も彼女に釣られて小躍りしそうになったが、そうはいかなかった。

			「てゆうか、あんまり状況が改善していない」

			　この迷宮都市には無数の高級ホテルがあるが、同様に貴族の屋敷も多い。

			　迷宮都市は自治区で所有者はいないが、その代わりに商業が発達しており、めざとい貴族が蔵屋敷を設置していることが多い。

			　そこを拠点に珍しい品を仕入れ、他の都市や国外に売っているのだ。

			　あるいはリルさんの尻尾(しつぽ)の毛を買った貴族のように個人的な趣味で屋敷をかまえているものも多い。

			　迷宮から産出される珍しいものを集めている蒐集家(コレクター)にはこの都市は魅惑的なのだ。

			　また風光明媚なこの迷宮都市に貴族が別荘を持つのは、ひとつのステータスとなっていた。

			　要はこの迷宮都市には何百もの貴族の屋敷がある。

			　それを一軒一軒捜索するというのは非現実的すぎる。

			「どうして？」

			　と、無邪気にエクスは話してくるが、考えてみてほしい。

			　貴族の家を一軒一軒訪ね、城門を叩く怪しげな少年。

			　その少年の身なりはみすぼらしく、尋ねる内容も怪しさいっぱい。

			「この屋敷にこの国の第三王女が滞在していませんか？」

			　そんな質問をした日には、怪しさ満点で、評議会に通報され、護民官がなだれ込んでくるだろう。

			　そうなれば逮捕はまぬがれない。

			　無論、無実なのでそのうち解放されるだろうが、僕は投獄されたいのではなく、投獄されているカチュアを助けたいのだ。

			　そのためには余計なトラブルに巻き込まれたくない。

			　そんなふうに考えていると、僕の中に妙案が浮かんだ。

			　――というか、今までなんでそのことに気がつかなかったのだろうか。

			　思わず笑ってしまう。

			「どうしたの？　クロム」

			「いや、あまりにも単純というか、簡単な方法に気がつかなくてね。思わず笑ってしまった」

			「なんか妙案が浮かんだんだね」

			「妙案と言うほどのものでもないよ。単純な方法だ。確実にニアの居場所を知っている人に聞きに行く」

			「なるほど、それはいい手だね。でも、その人の居場所は知っているの？」

			「知っている」

			「留守という可能性は？」

			「それはないね。その人はこの街はおろか、自分の住んでいる区画からも出ない」

			「ああ、あの人ね」

			　エクスはようやく気がついたようだ。

			　これから訪ねようとしている人物の名に。

			　彼の名は賢者エイブラム。

			　別名、荒野の大賢者。

			　ニアの侍女、ルミナスの師にして、この迷宮都市一番の知恵もの。

			　彼ならばニアの居場所くらい知っているだろう。

			　そんな予測のもと、彼が住んでいる大梟(ふくろう)ギルドへ向かった。

			　

			†

			　

			　大梟(ふくろう)ギルドへ向かう。

			　幸いと僕はニアのように方向音痴ではないので、即座に到着する。

			　ギルドの門を叩くと、こころよく迎えられた。

			　先日、出迎えてくれた青年は、僕の顔も名前も覚えていてくれた。

			　そんな特徴的な顔ではないような気がするのだが。

			　そんなつぶやきをすると、青年は言った。

			「たしかにその通りだけど、クロム、君は我が師のお気に入りだからね。いやでも顔を覚えるよ」

			　いわく、僕が去ってから数日は、食卓で僕の名が上がっていたらしい。

			　普段は研究に関することしか話さないエイブラムが他者、それも一介の冒険者の名を口にするなど、希有な例らしい。

			　口が悪いものは、我が師もついに天に身罷られるか、と嘆いているそうだ。

			　人は常からしないことをすると死ぬという迷信がある。

			　それを信じているのだろう。

			　ひどい話であるが、それは同時にこの大梟(ふくろう)ギルドの連帯感を表している。

			　ギスギスとしているギルドならばそんな軽口は絶対に口にできないだろう。

			　そんな発言をしたものは、密告され、放逐されるのが相場であった。

			「ここはやはりいいギルドなんだな」

			　改めてそんな感想を口にすると、僕はエイブラムの書斎に通された。

			　そこにはうずたかく本が積まれており、部屋の主の存在を隠していたが、少し視点を変えると、部屋の中央に机と椅子があり、その椅子に白髪の老人が座っていることが分かる。

			　そこに座っているのはもちろん、賢者エイブラムである。

			　彼は僕が近寄ってもその存在を無視するかのように書物を読みあさっていた。

			　いや、僕の存在には気がついているが、書物を読むことを優先させている。そんな感じだ。

			　彼の弟子は申し訳なさそうに言う。

			「我が主は、一度、書物に目を通し始めるとテコでも動きません。食事時になっても、地震が起きても、火事になっても動かないでしょう」

			「それは難儀ですね」

			「難儀なお方です。トイレにも行かれないから、近くに溲(し)瓶(びん)を置く始末」

			　……本当だ。花瓶の形をもした溲(し)瓶(びん)が置いてある。

			「ただ、幸いなことに書物を読む速度は速い。一冊読めば満足するので、読み終わったタイミングで声をかけましょう」

			「ちなみに今、読んでいる本は何ページあるんですか？」

			「あれはセラフ年代記と呼ばれる古典ですから、おおよそ三〇〇ページ」

			「ならばすぐに終わりそうですね」

			　エイブラムのページをめくる速度は速い。

			　ぱらぱら漫画を見てるような速度だ。

			「ただし、それはオリジナルであって、後世の注釈があるものはその三倍はあるかと」

			　ちなみにエイブラムの読んでいるものは後世のものらしい。

			　その後、じっくり紅茶を三杯飲むと、やっとエイブラムはこちらの方へ振り向いた。

			「すまぬすまぬ。新しい注釈付きのセラフ年代記が手に入ってな、つい夢中で読みふけってしまった」

			「いえいえ、気になさらず」

			　と言うしかない。今さら文句を言っても時間は戻ってこない。

			　これ以上、新しい本がやってこないうちに話を進めるしかなかった。

			「エイブラムさん、単刀直入に申し上げます。ニアの住んでいる場所を教えていただけないでしょうか？」

			　その問いを聞いたエイブラムは、なぜ？　とさえ問わずに教えてくれた。

			「おひいさまは、迷宮都市の貴族が多く住む珊瑚街(コーラル・タウン)に住んでおる。滞在している館の持ち主、――貴族の姓名は、ファルナック・エルトリア。たしか爵位は伯爵だったかな」

			「エルトリア伯爵の家ですね」

			　そう復唱した僕は礼を言うとその場を離れようとするが、エイブラムはそれをとめる。

			「どこに行く？」

			「もちろん、エルトリア様の屋敷ですよ」

			「それはお勧めしかねるな。門前払いを喰らう」

			「ニアがそんなことをするとは思えません」

			「たしかにおひいさまはしないだろうが、その館に住む主がするだろう」

			「主？」

			「その館に住んでいる主は、おひいさまに恋をしていてな。異性の訪問を喜ぶまい」

			「え？　コイですか」

			　突然のことに驚く。

			「コイって魚のではなく、感情の方ですよね」

			「そうだな。ラブの方じゃ」

			「…………」

			「意外かね？」

			「……いえ、そうでもないです」

			　最初は意外に思ったが、よくよく考えれば不思議ではない。

			　ニアのように美しい娘はなかなかいないし、一緒の屋敷に住めば懸(け)想(そう)のひとつでもするだろう。そう思った。

			　しばらく黙っていると、エクスがこんなことを言う。

			「残念だったね、クロム。一介の冒険者と伯爵家のボンボン、比べるまでもなく勝負はついている」

			「……残念じゃないよ」

			　もともと、ニアに思いを寄せていたわけではない。

			　そう言い聞かせようと思ったが、次の言葉が出てこない。

			「………………」

			　長い沈黙をしていると、エイブラムがその姿を笑い飛ばす。

			「まるで世界の終わりのような顔じゃな、少年よ。しかし、安心せい。おひいさまに思いを寄せているのは、エルトリア家のご令嬢よ。この迷宮都市の蔵屋敷に滞在しているのは、エルトリア家の嫡(ちやく)男(なん)ではなく、その妹君じゃ。無論、ニアに同性愛の気はない」

			　安心せい、とエイブラムは結ぶ。

			　その言葉を聞いてエクスははやし立てる。

			「良かったね。まだクロムにもチャンスはあるってさ」

			「だからそんなんじゃないと言ったろう」

			　からかってくる老人と剣の追及をかわすように僕は話題を転じさせる。

			　いや、本題に戻す。

			「それではエイブラム様、僕がその屋敷に近寄れない理由は分かりました。ですが、僕はなんとかニアとコンタクトを取らないといけません。お知恵を貸していただけませんか」

			　そう尋ねた。

			　エイブラムは眉をしかめる。

			　うーん、とうなりながらこう言った。

			「それはまたなんとも難しい問題じゃのう。ワシごときが王族を呼び立てるわけにもいかないし」

			　老人はしばし目をつむり考えると、突然、目を見開く。

			　なにか妙案を思いついたようだ。

			「そうだ！　いい考えがある。少年よ、ここでおひいさまを愛している！　と叫ぶのじゃ」

			「……は？」

			　突然のことに言葉を失ってしまう。

			　この老人はなにを口走っているのだろうか、正気を疑った。

			「ぼけているのではないぞ、ここに願い石がある」

			　と、老人は懐から石を取り出す。

			「この石に願いを叫ぶと、五割程度の確率で願いが叶うと言われている」

			「本当ですか？」

			「マジじゃ」

			「何の変哲もない石に見えますが」

			「それは見た目だけ。霊験あらたかな石であるぞ」

			　と得意げに言う。

			「大賢者であるエイブラムさんが言うのならばそうなのだろうけど……」

			　しかし、それでもいきなり愛の告白をせよとは。

			　ハードルが高すぎる。せめて会いたい、くらいでなんとかならないだろうか。

			　そう思って悩んでいたが、老人の横にいた助手が笑っていることに気がついた。

			　どうやら僕はかつがれているようだ。

			　ジト目で老人を見つめると、エイブラムは悪びれずに白状した。

			「冗談じゃよ、というか、年寄りのお節介かの」

			　というと老人の持っていた石が光る。

			　石からは、「冗談じゃよ、というか、年寄りのお節介かの」という言葉が流れた。老人のものだ。どうやらその石は言葉を録音する機能があるらしい。

			「これからやってくるおひいさまに少年の愛の告白でも聞かせてやろうかと思ったのだがな」

			「え？　ニアがやってくるのですか？」

			「うむ、もうじきやってくるだろう。まさしく運命じゃな。おひいさまは竜の分析結果を知るためにこのギルドにやってくる途中じゃ」

			「なら初めからそう言ってくださいよ」

			「ふぉっふぉっふぉ、まあ、たわむれじゃ。許せ」

			　それに、と付け加える。

			「時間に遅れるおひいさまも悪い。本当ならとっくに到着しているのじゃが」

			　少年、心当たりはないか？

			　そう続けるが、心当たりなら腐るほどあった。

			　ニアはこの老人と同じくらい迷子体質なのである。どうせまた、ルミナスや護衛のものとはぐれているのだろう。

			　僕は侍女のルミナスや護衛のクライドが彼女を発見するのをこのギルドで待つことにした。

			　自ら探し出るのもいいが、行き違いになったらかなわない。

			　彼女の滞在先におもむけない以上、ここで彼女を待つのが一番、彼女に話しかけられる可能性が高い、そう思ったからだ。

			　そしてその計算は正しく報われた。

			　日も沈みかけたころ、疲れ切ったルミナスとクライド、そして天真爛漫に微笑むお姫様がこのギルドにやってきた。
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			　ニアは無邪気に言う。

			「またルミナスとクライドが迷子になっていたのですよ。探すのに一苦労しました」

			　その言葉を聞いても反論しないのは、ルミナスもクライドもあきらめの境地に達しているのだろう。

			　ただ、それでも不平も不満も言わないのは、ニアの長所が欠点をはるかに上回っている証拠かもしれない。

			　ニアというお姫様は、「迷子体質」という欠点を除けば、花丸満点の少女なのだ。

			　特にそのほがらかな笑顔は、見ているだけでこちらの方が幸せになってしまうほど素敵であった。

			　僕はルミナスとクライドからその笑顔をお裾分けしてもらいたかったが、時間がなかったので、彼女たちに大切な話があると伝えた。

			　

			†

			　

			　話し合いはそのままエイブラムの書斎で行われることとなった。

			　彼に隠すようなことではなかったし、彼のような知恵あるものに同席してもらった方が、解決への最短距離を歩めるかもしれない。

			　そんな気持ちもあり、同席してもらった。

			　エイブラムも、僕が慌てて助けを求めてきたことに興味を抱いているようだ。

			　フェンリル・ギルドで起こった一連の騒動について耳を貸してくれた。

			　僕はニア、それと彼女の供にも話を聞いてもらった。

			　ルミナスはもちろん、クライドにも話を聞いてもらって損はないと思ったのだ。

			　カチュアとの出会い、それに一連の騒動の元凶である悪魔の存在について話した。

			　ディアブロの詳細を聞いた彼らは、一様に真剣な面持ちになった。

			　ニアはつぶやくように言う。

			「迷宮の第四階層、そんな浅い場所に悪魔が現れるなんて……」

			　言葉を失っているようだ。

			　二の句がない。

			　代わりに口を開いたのはルミナスであった。

			「『また』浅い階層でトラブルですね。前回の火竜騒動に似ています」

			「火竜は第二階層、悪魔は第四階層か……」

			　うなるようにつぶやく兵士のクライド、彼は「偶数は不吉だな」と詰まらない冗談を言う。

			「偶数なのは偶然でしょうが、こうも浅い階層で不幸なことが連続するとは偶然とは思えません。なにか因果が巡っているのでしょうか？」

			　ニアは言うが、エイブラムは首を横に振る。

			「なんでもかんでも事象を結びつけるものではない。因果関係はあるかもしれないし、もしかしたらないかもしれん。それはじっくり調べなければ分からない」

			　それよりも、と続ける。

			「問題なのは今、そこにある危機に対処すること。その悪魔ディアブロをどうやって倒すかが問題なのではないか」

			　その通りだった。それに一言加えるなら、

			「それと、リルさんに捕縛されたカチュアの解放もお願いしたいです」

			　と僕は言った。

			　エイブラムはうなずく。

			「――だそうだ。おひいさまよ。恋のライバルを増やすことになるが、少年の願いを叶えてやってくれないかね？」

			　と、加えた。

			「恋のライバル？」

			　きょとんとするニア。

			　エイブラムはカチュアが僕の恋人候補だと勘違いしているようだ。

			　なんとしてでも僕とお姫様をくっつけたいらしいが、そういうのはすべてが解決してからにしてほしかった。

			　僕は老人のお節介を無視すると、ニアに言った。

			「ニア、評議会、もしくは冒険者協会に手を回してカチュアを解放するように言ってもらえないかな？」

			「それは可能だと思います。もともと、ギルドマスターには逮捕権はありますが、裁判権はありません。カチュアさんは法の平等のもと裁かれるはずです」

			「となるとカチュアが無実の必要があるんだね」

			「それは当然です」

			「…………」

			　それは難しいな。僕の見たところ、カチュアは真っ黒である。有罪である。

			　彼女はあの工房に悪魔がいることを知っていて、あえてあそこに踏み込んだ節がある。

			　それに彼女は自分が有罪だと認めていた。

			　そんな人物が裁判所に立てば、どうなるか、火を見るより明らかであった。

			　ただ、それでも僕はカチュアが裁かれるところを見たくなかった。

			　彼女を助けたかった。

			　なぜ、犯罪者をかばう？

			　リルさんも言っていたし、ここにいる人たちも同じような感想を抱いているだろうが、それでも僕はカチュアを助けたかった。

			　腰の聖剣は？

			「恋？」

			　と、茶化すが、それは違うと思う。

			　カチュアは綺麗な人だが、そういう不純な気持ちで彼女を助けたいわけではない。

			　ただ、あの陽気で悪戯(いたずら)好きのエルフが、意味もなく悪魔を復活させるとは思えないのだ。

			　危険を知りつつ間違えて復活させてしまった。

			　あるいはやむにやまれぬ事情があった。

			　そのどちらかのような気がするのだ。

			　リルさんは、

			「それで罪が軽くなるか。死人が出ているのだぞ」

			　と言いそうであるが、たしかにその通りだ。

			　ただ、罪は軽くならないが、罰は軽くなってもいいはずだ。

			　罪をそそぐ機会を彼女は与えられてもいいはずだ。

			　それを依(え)怙(こ)贔(ひい)屓(き)、あるいは自分勝手というのならば、たしかにその通りなのだが、それでも僕はカチュアを救いたかった。

			　そのことを素直に彼女たちに話すと、彼女たちは納得してくれた。

			　エイブラムは言う。

			「この少年がかばうのであれば、そのエルフは良い娘なのだろう。弁護を引き受けても良い」

			　ルミナスは言う。

			「クロムさんは悪漢に襲われている私を助けてくれました。私の大切なおひいさまも救ってくれた。今度は私が力を貸す番です」

			　ニアは言う。

			「クロムさんに救ってもらったご恩を今返すときがきましたわ」

			　クライドも同様のことを言い、うなずく。

			「みんな……」

			　有り難い上に嬉しかった。

			　この迷宮都市にきて以来、こんなにも人の温かさを感じたことはない。

			　僕は彼らと握手を交わす。

			　各人の両手を握りしめ、

			「この恩は一生忘れないよ」

			　と言い放った。

			　その言葉を聞いて彼らは、

			「それは、

			　わたくしの、

			　私の、

			　俺の、

			　台詞だ」

			　と笑ってくれた。

			　エイブラムはその光景を見ながら目を細めていた。

			　

			†

			　

			　こうして迷宮都市でも随一の実力者たちに協力を得ることに成功した。

			　ニアはまず評議会に掛け合ってくれることとなった。

			　使いを出し、カチュアが正当な弁護を受けられるよう取りはからった。

			　それと全冒険者ギルドに注意勧告がされた。

			　第四階層付近に悪魔がうろついていると。

			　僕は彼女に礼を言う。

			　彼女はどういたしましてと返答する。

			　ただし、と彼女は言う。

			「わたくしにできるのはここまで。それにわたくしは王族です。もしもカチュアさんが悪事を働いていたのなら、彼女をかばうことはできません。罪を帳消しにすることはできない」

			　彼女は続ける。

			「ですが、罪を軽減することはできます。王族の名にかけ、彼女を擁護してみせましょう。それでいいですか？」

			　もちろん、かまわなかった。いや、有り難かった。

			「弁護についてはこのワシが引き受けよう。脳の中にあるこの迷宮都市の法律をすべて総動員させ、守ってみせる」

			　エイブラムの有り難い言葉だった。

			「お姫様と大賢者が味方になってくれるだけで心強い」

			　僕はそう言い切るとフェンリル・ギルドに戻る件を伝える。

			「そうですね、カチュアを救うにしても、一度、彼女と会っておいた方がいいでしょう。彼女のひととなりはクロムさんが担保してくれていますが、どのような事情があったのか、聞いておきたいですし」

			　ニアは言う。

			　エイブラムも同意したので、さっそく大梟(ふくろう)ギルドを出ることにした。

			　同行するのはふたり、ルミナスとニアだった。

			　エイブラムがこなかったのは老齢のため。

			　クライドを置いていくのは、彼に伝言を頼むからだ。彼には評議会への根回し役になってもらう必要があった。

			　クライドは姫様の護衛ができないことを不服に感じていたようだが、

			「おひいさまを襲って捕まえることができるのは相当な手練れしかいない。少年とルミナスがついていれば問題ないか」

			　と、最後はこころよく送り出してくれた。

			「もっとも、おひいさまがまた迷子にならなければいいが……」

			　彼は最後にもっとも心配なことを口にする。

			　それについては僕とルミナスが彼女の首根っこを押さえるしかない。

			　僕はニアが余計なものに目を付けないか注意しながら、フェンリル・ギルドへの最短距離を向かった。

			　幸いというか、奇跡というか、ニアはなにごとにも興味を惹かれることなく、僕の後ろについてきてくれた。

			　ルミナスは「き、奇跡だわ」と目を丸くしているが、その余韻にひたっている暇はなかった。

			　フェンリル・ギルドに入ると、出迎えてくれたカレンに声をかけた。

			「あのカレン、カチュアと面会したいのだけど」

			「もちろん、ゆあ・うぇるかむ、ですわ」

			　と言いたいところですが、とカレンは続ける。

			「いくらクロムさんの頼みでもできることとできないことがあります」

			「面会がそのできないことのひとつだと」

			「ええ、もちろん、わたしが牢獄の鍵を持っており、カチュアさまのお世話もしているのですが、わたしはあくまでこのギルドのギルド嬢、上司の意向には逆らえません」

			「となると面会にはリルさんの許可がいるんですね」

			「そうなります。リルさまを説得するのでしたら、お手伝いできますが」

			「それは有り難い。リルさんをどうやって説得しようか、頭を悩ませていたところなんだ」

			　その言葉を聞くとカレンは、うふふ、と笑う。

			「そんなに難しいことではありませんよ。リルさまは意固地で意地っ張りで頑固なところもありますが、聞く耳だけは持っています」

			「犬のような立派な耳があるよね」

			　冗談めかしてそう言うと、カレンは、

			「犬ではなく、狼ですよ」

			　と、訂正する。

			　ふたりは同時に笑うが、さらに訂正するものがいた。

			　件のリルさんである。

			　彼女は不機嫌な表情で二階から降りてくると、

			「犬でも狼でもない。私の耳は魔狼フェンリルである」

			　と、宣言した。

			　見ればその耳は、雄々しく突き立っている。

			　尻尾(しつぽ)もである。

			　興奮している証拠だ。

			　厄介であるが、それでも彼女の気を落ち着かせ、なんとか説得せねばならない。

			「リルさん、お願いがあります」

			「なんだ？　そこのお姫様との仲人ならば喜んで引き受けるぞ」

			「仲人……」

			　その言葉を聞いてニアは頬を染め上げる。可愛らしいが、僕が頼みたいのはそんなことではない。

			「違いますよ。僕が頼みたいのは――」

			「ならばこの私に求婚か？　まあ、人と神獣が結婚した例は絶無ではないが。しかし、私は好みにうるさい。少年はもう一〇年ばかり修業をして男の色気を身につければ、あるいは――」

			「そんなことでもないですよ」

			「そんなこというな。傷つくではないか」

			　と、傷ついた振りをしているが、それが演技なのは明白だったので無視をする。

			「僕が頼みたいのはカチュアとの面会です。彼女と話をさせてください」

			「なるほど、そのことか……」

			　っち、と舌打ちをするリルさん。

			　しかし、すぐに表情を作り直すと、悪びれず言った。

			「駄目だな」

			「どうしてですか？」

			「理由はふたつ、少年はあの娘に感情移入しすぎている、会えばあの娘の味方をするだろう」

			「会わなくてもしますよ」

			「だろうな」

			　と吐息を漏らす。

			「まあ、そうだと思っているから、少年がきたら、面会くらいは認めるつもりだった。これでも私は少年の味方だからな。――しかし、今はそれもできない」

			「どうしてですか？」

			「理由は……、口にするよりも見てもらった方が早かろう」

			　リルさんはそう言うと、僕たちを地下牢に連れて行った。

			　地下牢と言っても囚人を収監するような大したものではなく、普通の部屋に鉄格子をはめただけのような簡易のものだった。

			　牢獄、というよりは座敷牢といった方が適切かもしれない。

			　カーテンで区切られたトイレもシャワーも備えてあり、日当たりが悪いということを抜かせば、住みよさそうな部屋だった。

			　カチュアはそこにある椅子に座っている――。

			　はずだったのだが、そこには誰もいない。

			　もぬけの殻だ。

			　無論、カーテンの裏でシャワーを浴びている様子もなかった。

			「これは？」

			　思わず尋ねるが、リルさんが返してくれた返答は想像の範囲内のものであった。

			「先ほど、覗きにきたらすでにこの様子であった。カレンが昼食を持ってきたときにはいたというから、その後、脱獄したのだろう」

			　僕はとっさに上層階を見つめる。

			　リルさんの執務室に保管されているはずの『霊視の眼鏡』の所在が気になったのだ。

			「少年は勘が鋭いな。丁度、私と入れ違いになるように細工して――、おそらく、ドアの後ろにでも隠れていたのだろう。その隙に書斎の上に置かれていた眼鏡を持って行かれた」

			「つまり、カチュアはもうここには戻ってこない、ということですか」

			「おそらくはな。眼鏡を手に入れたということは、もはやこの館に用はあるまい」

			　しかし、とリルさんは続ける。

			「ここには戻ってこないが、少年のところには戻ってくる可能性があるぞ」

			　リルさんはそう言うと胸の中からごそごそと何かを取り出した。

			　彼女が取り出したのは一枚の便せんだった。

			　そこにはカチュアという差出人が書かれており、クロムへという宛名が書かれている。

			　他にも、

			「この手紙はまずクロムから読んでください」

			　という注意事項が書かれていた。

			　リルさんに視線をやる。

			　彼女は頬を膨らませる。

			「失礼な少年だな。私が他人の手紙を盗み見ると思うか？」

			「いえ、緊急事態ですし」

			「それでも見んよ。その文体からは誠意がにじみ出ている。きっと、やむにやまれぬ事情があって脱獄したのだろう」

			　リルさんはそう言うと、背を向ける。

			「ただ、ギルドマスターとしては、その手紙の存在を知っていたとなるとはなはだ不味い。なので私はその手紙の存在を知らなかった、今も知らない。そういうていをとらしてもらう」

			　彼女はそう言うと、目をつむった。

			「見ざる言わざる聞かざるの状態になるから、その間に手紙を見て処分しろ」

			　彼女は目をつむり、犬耳を器用に折りたたみ、手で耳をふさぐ。

			　見いぬ、言わいぬ、聞かいぬ状態だ。

			　リルさんはやはりリルさんで、優しい神獣だった。

			　その姿は愛らしかったが、それに見とれることなく、手紙を読む。

			　その手紙にはこんなことが書かれていた――。

			　

			†

			　

			　ごめんなさい、クロム君。

			　カチュアの手紙はそんな出だしで始まっていた。

			　自分は最初からあの工房に悪魔が封印されていることを知っていた。

			　手紙にはそう書かれていた。

			　しかし、弁解も書かれている。

			「あの工房に恐ろしい悪魔が封印されていることは知っていた。しかし、それと同時に悪魔を復活させない方法も知っていた。

			　言い訳になってしまうかもしれないけど、あたしは悪魔を復活させずに『遠視の眼鏡』を手に入れられると信じていた」

			　ただ、と、手紙は続ける。

			「計算違いはあった。まさか、あたしたちのあとを付けてくる存在がいるとは思わなかったの。たぶん、悪魔を世に放ってしまったのは彼ら、あの死体となっていた冒険者たちが欲に駆られ、悪魔を解き放ってしまったのだと思う」

			　僕は死んでいた冒険者たちを思い出す。

			　死体となっていた冒険者たちはどうやらカチュアの兄弟子たちで、カチュアが探り出した情報を盗み見し、工房にある宝を横取りしようとしたらしい。

			　うかつであった。

			　手紙にはそう書かれている。

			　あの工房にはあたしにとっては最高の秘宝である霊視の眼鏡があったのだけど、他の冒険者にとっても喉から手が出る宝が眠っていた。

			　そしてそちらの方に罠は仕掛けられており、ディアブロという名の悪魔は封印されていたのだ。

			　カチュアは語る。

			　無論、それでも自分に非があり、罪が許されるわけではない。

			　それにあたしは今からこの牢獄を脱獄し、リル様から霊視の眼鏡を奪い、また迷宮に潜る。

			　罪を重ねる行為だとは承知しているのだけど、それでもあたしには到達しなければならない場所がある。

			　彼女はそう前置きすると、なぜ、自分が霊視の眼鏡にこだわっているか教えてくれた。

			　クロム君、クロム君には言ったよね？　あたしがハーフエルフであると。

			　あたしはハーフエルフとしてこの王国にある、とある小さな村で生まれたの。

			　お母さんがエルフ、お父さんが人間のハーフエルフなのだけど、あたしは幼いころ、人間の村で暮らしていたの。

			　お父さんの故郷で。

			　そこで両親から愛情を持って育てられた。

			　自分が人間であることも、ハーフエルフであることも意識しないで済むように育てられた。

			　とても幸せだった。

			　毎日が夢のようだった。

			　あたしが難病を患うまでは、だけど……。

			　あたしはある日、大病を患った。

			　死病の中の死病といわれていたヂグ熱という病にかかってしまったの。

			　あたしは高熱で苦しみ、明日をも知れない命となった。

			　村の司祭や薬剤師がさじを投げるほどで、村に病気が拡散しないように、隔離もされた。

			　村長も娘の命は諦めるよう両親にさとした。

			　でも、両親――、あたしのお父さんは諦めなかった。

			　腕利きの猟師である父は、仲間とともに迷宮に潜った。

			　この迷宮都市の迷宮に。

			　その第八階層にあるという『緊縛の森』に向かい、そこで万能の霊薬、ユニコーンの角を探してくる、と母親に言い残し、迷宮に散った。

			　最後に仲間に手に入れたユニコーンの角を渡し、森の中へ消えていったの。

			　――と、あたしは母親に聞かされて育った。

			　事実、父親は森から帰ることはなかったし、ひとりだけ生還したお父さんの仲間の猟師は、父は死んだと母に伝えていた。

			　まさか父親が生きているだなんて、夢にも思っていなかった。

			　あたしは大人になり、魔術師となった。

			　魔術師になればハーフエルフでもひとりで生きていける。お母さんに楽させてあげられると思ったのだけど、そこで師匠から緊縛の森にまつわる伝承をきく。

			　緊縛の森は、人間を呪縛し、その場にとどめる場所。

			　森の精霊に魅入られた人間は、永遠の命を得る代わりに、永遠に森をさまよう。

			　その言葉を聞いたとき、あたしは戦慄した。

			　もしもその伝承が真実ならば、父親は今も森で生きていることになる。

			　今も森でさまよい、ユニコーンの角を得ようと駆け回っていることになる。

			　それは悲しい事象ではあったが、逆に考えれば父親を救い出すことが可能ではないか。

			　あたしはそう思うようになり、緊縛の森の研究を始めた。

			「それで行き着いたのが、緊縛の森を抜け出すには、霊視の眼鏡という古代魔法王国のマジックアイテムが必要だということだった」

			　その眼鏡をかければ次元の狭間をさまよっている人間を目視できるという事実を突きとめた。

			　それを知ったあたしはなんとか霊視の眼鏡を手に入れようと駆け回ったが、その眼鏡が迷宮都市の第四階層にある特別な工房にしか存在しないと知り、今回のような顛(てん)末(まつ)になった。

			　と手紙には書かれていた。

			　最後に、

			「本当にごめんなさい、クロム君、お父さんと再会し、無事、連れて帰ることができたら、必ず罪は償うから」

			　と、手紙には書かれていた。

			　その手紙の最後の部分は心なしかにじんでいた。

			　もしかしたら彼女の涙がこぼれ落ちたあとかもしれない。

			　この手紙を見てしまったら、そのにじみを見てしまった僕には、もうカチュアを責める気持ちはない。

			　いや、それどころかカチュアの手助けをしたい気持ちしかなかった。

			　僕はリルさんが処罰されないように手紙を火魔法で焼き捨てると、事情を説明した。

			　みんな真剣に聞き入り、カチュアの境遇に同情してくれた。

			　彼女を助けよう、と再び決意を固くした。

			　ニアは言う。

			「わたくしの父は存命ですが、母はすでに神の御許にいます。もしも、いっときでも、わずかな瞬間でも、再会できるというのであれば、カチュアさんと同じことをしたかもしれません。誰が親を思う子の気持ちを非難できましょうか」

			　ルミナスは言う。

			「ず、ずみまぜん、私、こういう話に弱くて……」

			　ルミナスはただただ涙ぐみながら、鼻をちりがみでかんでいた。

			　カレンも軽く目元をぬぐいながら、同意している。

			　一方、今回の事件の鍵を握る神獣様は、というと。

			　彼女は謹厳実直な表情を作りながら腕を組んでいた。

			　能面のような顔をしていた。

			　それを非難するのは腰の聖剣だった。

			　彼女は聖剣ゆえ、鼻水こそたらさないが、それでも全身の水分を涙にしそうな勢いでリルさんを糾弾した。

			「ぶびえーん、こんな事情があるのに、あの神獣は鬼だぁ、悪魔だぁ」

			　まあまあ、と僕はリルさんを擁護する。

			　リルさんの気持ちが痛いほど分かるからだ。

			　ギルドの長としては、カチュアの危険な依頼を手放しで称揚することもできない。

			　どんな理由があるにしてもだ。

			　たぶん、彼女は僕が危険にさらされたことを怒っているのだろうし、このギルドにも罪がおよぶかもしれないことを恐れているのだろう。

			　ギルドという家族を、群れを守るリーダーとしては当然の処置だ。

			　しかし、僕は知っていた。

			　リルさんが誰よりも優しく、涙もろいことを。

			　彼女は気丈に振る舞っているが、その尻尾(しつぽ)はだらんと地に着いている。

			　ふらふらともの悲しげに揺れていた。

			　ご自慢の獣耳もうなだれている。

			　尻尾(しつぽ)は口ほどにものを語る。耳も同じく。

			　それに僕は知っている。

			　このあと、彼女はこんな台詞を口にするだろう。

			「私は美少女神獣として名高いが、トイレに行ってくる。美少女にもお通じはあるのだ。長くなるが気にしないように――」

			　彼女はきっと、トイレで涙したあとに、こんな台詞を放つだろう。

			「とりあえず評議会にはカチュアは事情を知らずに依頼したと報告しておく。我々が今、しなければいけないのはカチュアを非難することではなく、この世界に解き放たれた悪魔の討伐だ」

			　リルさんはそう明言すると、周囲を見渡し、謹厳実直さを装った。

			　カレンと僕にはばればれだったが、ニアとルミナスには効果があったようだ。

			　追い詰められているときにリーダーシップを発揮できる希有な神獣様ですね、という評価を口にしていた。

			　それは誤解ではないのだが、リルさんの多面的な面のひとつにしか過ぎない。

			　僕はリルさんの指示に従い、悪魔を討伐し、カチュアのことも救うことにした。

		

	
		
			　

			第五章　カチュア救出

			　

			　

			†

			　

			　大梟(ふくろう)ギルドに集まり、対応を協議する。

			　カチュアのことはひとまずおき、迷宮に現れた悪魔をどうやって倒すか協議することにしたのだ。

			「評議会に報告して増援を依頼する、という手段は使えなくなったことを明記しておこう」

			　と、議長であるリルさんは言った。

			　なぜに？

			　とはエイブラムは言わなかった。事情は把握していたし、彼もまたことを大事にするのは反対なのだろう。

			　ただし、と付け加える。

			「ディアブロは、前日現れた火竜にも劣らない化け物、それ相応の戦力がなければ倒せない、と専門家として主張させてもらおうか」

			「それについては全面的に信じる。信じるので増援を頼むことにする」

			　と、リルさんはさらさらと手紙を書き始めた。

			　先日、一緒に戦ってくれた【蒼角のユニコーン】と【セイレーンの歌姫】のギルドマスターに救援を依頼するのだ。

			　もっとも冒険者協会を通さない非公式の依頼、彼らがやってきてくれるかは、リルさんの人徳に掛かっていた。

			　数刻後――、

			　彼らはやってきてくれた。

			　全員ではないが、それでも精鋭たちをかき集め、やってきてくれた。

			　ユニコーン・ギルドの代表者である双剣使いのジュカは言う。

			「我が主はリルさんには返せない恩義があるそうです。これで一〇分の一ほどは返せるかも、とおっしゃっていました」

			　リルさんの顔を見る。

			　どんな恩義をユニコーンギルドの長に貸し付けたのかは知らないが、さすがである。

			　尊敬度がほんのり上がった。

			　一方、セイレーン・ギルドの代表である。

			　リリカという女戦士は無表情にこう言った。

			「今、ここでフェンリル・ギルドが潰れたら、貸し付けていた債権を回収できない、と我が主は言っていた」

			　リルさんの顔を見る。

			　いったい、この人はどれくらい借金をしているのだろうか、呆れた。

			　今回の一件も私費で冒険者を雇うので、またフェンリル・ギルドは債務超過に陥るかもしれない。

			　しばらく一日一食の生活が続くかな。

			　憂鬱になったが、それはニアが解消してくれた。

			「ご安心ください、クロムさん、リル様、今回のディアブロ討伐費は、わたくしがすべてまかないます。フェンリルのみなさんはもちろん、ユニコーンやセイレーンのみなさんも、思う存分、働いてください」

			　それを聞いて冒険者たちは喜ぶが、それ以上に喜んだのはカレンかもしれない。

			　フェンリル・ギルドの家計を預かるのは彼女である。

			　これ以上の借金はまずいと一番肌で感じているのは彼女であった。

			　我が家の財務大臣が一息つくと、女戦士のリリカが挙手をする。

			「質問。ディアブロなる悪魔は、どの階層におり、どの程度の強さなのだ？」

			　的を射ている上に的確な質問だ。

			　そういえば僕もそれを知らなかった。真っ先に確認すべき事項なのに聞き忘れていた。

			　答えを口にしたのは大賢者エイブラムだった。

			　彼は言う。

			「悪魔ディアブロ。その姿は変幻自在。貴殿らが想像するような悪魔の姿をしているとは限らない。最初にそう忠告しておく」

			　まず、姿に惑わされないよう注意勧告されると、悪魔の生息範囲に言及された。

			「やつは第四階層に封印されていたが、その階層に留まっているわけではないと思う。ただ、まだ力が完全に解放されていない。封印の地からそんなに離れてはいない、と予測はできる」

			　そうじゃの、と続ける。

			「第二階層～第八階層の辺りをうろついていると推察される」

			　ニアは間髪いれずに報告する。

			「本日、一～二階層の間で死亡事故の報告はありません。浅い階層は除外してもいいかもしれません」

			「ならば三～八かな」

			　ジュカは言う。

			「わたくしが仕入れた情報によりますと、帰還予定になっても帰ってこない冒険者は、第六階層に一組、第八階層に二組います」

			「第九は異常なしと？」

			　こくりとうなずくニア。

			「ならば第八が怪しいな」

			「第八……」

			　ぽつりと言葉を漏らしてしまう。

			　第八階層にはおそらく、カチュアがいる。彼女の父親がいる緊縛の森があるエリアだからだ。

			　これは偶然なのだろうか？　そういった視線をエイブラムに向ける。

			　エイブラムは、僕にだけ聞こえるように、《念話》の魔法を唱える。

			（偶然ではないだろうな。悪魔ディアブロの弱点は『霊視の眼鏡』でしか見えぬという。その眼鏡の所有者が第八階層にいる。悪魔はその眼鏡の存在を感知できると見た方がいいだろう）

			（ならばカチュアが狙われている可能性があるわけですね）

			（そうなるな）

			（ならば彼女を助けないと）

			（こちらもそうしたい。情ではなく、利として）

			（利？）

			（ディアブロの弱点を探るには霊視の眼鏡がいる。今、迷宮都市中に当たっているが、なかなか手に入りそうにない。ならば確実に持っている娘から借り受けた方が早いだろう）

			（となると、まずはカチュアを救い出してから、その後、ディアブロと対(たい)峙(じ)すると？）

			（そうなる）

			　その言葉を聞いた僕はほっと胸をなで下ろす。

			　その表情を見たわけではないだろうが、エイブラムは間髪いれずにこう言った。

			「リリカくんの質問にあった悪魔ディアブロの戦力であるが、古代魔物事典によれば火竜三匹分とある」

			　その言葉を聞きざわめきが起こる。

			　ここにいる冒険者たちは前日、火竜と戦った猛者ばかり、その実力は一番よく知っていた。

			「だが、安心せよ。蘇ったばかりのやつにそのような力はない。また、ディアブロには弱点がある」

			「弱点ですか？」

			　ジュカは尋ねる。

			「弱点だ。ディアブロは強力な再生能力を持っているが、とある一点を突けば、一撃で倒せる。それこそ幼児の腕力でも」

			「なるほど、してその場所とは？」

			「その場所は、毎日、いや、毎時間変わる。ゆえに全身をくまなく突き刺すか、とあるアイテムでその弱点を看破するしかない。そのアイテムは、丁度、迷宮の第八階層にあるはず」

			「丁度いいというか、できすぎですな」

			　と、ジュカたちは笑うが、事情を知っているものはそれに追従しなかった。

			　挙手をし、提案する。

			「提案があります、みなさん」

			　一同の視線が僕に集まる。

			　僕のような若輩が提案をするのは珍しいのだろう。しかし、彼らは真面目に僕の話を聞いてくれた。

			「その眼鏡を持っているのは僕の友人です。僕が説得すればその眼鏡を借りることも可能でしょう」

			「ならば部隊をふたつに分けるか？　ひとつはクロムを中心とした霊視の眼鏡捜索隊、もうひとつは悪魔ディアブロを捜索する隊。このまま悪魔ディアブロを野放しにすれば被害が増えるし、見つけ出すことに成功すれば、いつでも襲撃できる」

			　女戦士リリカの提案である。

			　誰も拒否しなかった。

			　ふたつのことを同時にやった方が、効率的である。

			　ただし、とエイブラムは付け加える。

			「ディアブロ捜索隊はあくまで捜索のみにとどめる。悪魔を見つけても本格的な戦闘には入らないように。少年たちが霊視の眼鏡を手に入れるまで無駄な死人は出したくない」

			　冒険者たちも同意する。

			　ディアブロに負けるつもりなどさらさらない。冒険者たちは意気込むが、彼らは熟練の勇者たちで、勇気と無謀をはき違えることはなかった。

			　また荒野の大賢者エイブラムのことも尊敬しており、彼の献策を無視するような愚かものもいなかった。

			　こうしておおむねの方針は決まった。

			　僕を中心とするカチュア捜索隊とディアブロ捜索隊が組織された。

			　僕のチームには、ニア、クライド、その他の人物が編成され、ディアブロ捜索隊には双剣使いのジュカや女戦士リリカが編成された。

			　戦力はややディアブロの方へ傾ける。

			　悪魔と交戦する可能性がある方に戦力を傾けるのは当然であった。

			　僕たちはなるべく早く霊視の眼鏡を手に入れ、彼らと合流するようにつとめるつもりだった。

			　

			††

			　

			　カチュア捜索作戦、あるいはディアブロ討伐作戦はこのようにして概略が決められたわけであるが、その様子をはたから眺めていたリルはうなった。

			「それにしても奇妙なことになったものよ」

			　――と。

			　それはカチュアが厄介な依頼を持ってきて悪魔を復活させたことがではない。

			　それはもはや気にしていなかった。

			　依頼を受けてしまったことはどうしようもないし、悪魔が復活してしまったことも仕方がないこと。

			　そもそも悪魔を復活させたのは彼女自身でなく、彼女の兄弟子たちだ。

			　その後の行動は褒められたものではないが、くやんでもなにが変わるわけではない。

			　リルは過去にこだわるよりも常に未来を見据えていたかった。

			　リルがうなったのは悪魔のことではなく、クロムのことだった。

			　あの頼りなかったクロムがここまで成長したことが、嬉しくもありおもはゆくもあるのだ。

			「あのレベル１だった少年が。頼りなかった少年が、よくぞここまで成長したものだ」

			　たくましくなったクロムの顔を見る。

			　見る角度によっては少年というよりも少女に見える線の細い少年だったが、それでも先ほどの会議を見る限り、クロムを軟弱だと揶揄することはできない。

			　その逆だ。

			　クロムのような立派な少年は、この迷宮都市中を探しても見つかることはないだろう。

			　罪人かもしれないカチュアをかばう優しさ。

			　太古の悪魔に勇敢に挑む勇気。

			　若輩だというのに会議を引っ張るリーダーシップも、一六歳の少年のそれではなかった。

			　そしてなによりも驚かされるのは、その人望であろうか。

			　一国のお姫様を動かすことは今さらではないので驚かないが、隠遁している荒野の賢者をここまで引っ張ってこれるのは少年の人徳以外のなにものでもなかった。

			「あの気むずかしい老人まで手なずけてしまう少年は、天性の人たらしなのかもしれない」

			　長年生きてきたリルであるが、英雄と呼ばれる存在は、例外なく人たらしだ。

			　その魅力によって多くの人間を引きつけ、人々の運命を良い方向に導いていく。

			　それが英雄の条件だと思っていた。

			　少年は今のところ、その条件を満たしている。

			　ニアやエイブラムだけでなく、この神獣リルやメイドのカレンにも気に入られている。

			　それだけではない。

			　ユニコーンやセイレーンにも気に入られている節がある。

			　神獣の会合に出れば、話題の中心はフェンリル・ギルドに入った若者、クロムが中心となる。

			　今回、助っ人を買ってくれた他のギルドの冒険者とて、前回、クロムがドラゴンを倒したときの仲間が中心だ。

			　クロムはたったの一戦で多くの冒険者を惹き付け、困難な悪魔討伐に参加させてしまうほどのカリスマを秘めている。

			　この少年のためならば命も惜しくない。

			　この少年とともに戦えば悪魔を倒せる。

			　この少年と一緒にいたい。

			　そう信じ込ませてしまうなにかをクロムは持っているのだろう。

			「――まったく、やるじゃないか、少年」

			　急に尻尾(しつぽ)の先端に悪寒を覚える。

			　以前、少年のために切った部分、その箇所を見つめる。

			　換毛期を経たがまだまだ生えそろっていない尻尾(しつぽ)。

			　物理的に寒かったが、その尻尾(しつぽ)の中心に宿る心はちっとも寒くなかった。

			　それどころか燃え上がるような猛りを感じる。

			「少年のような英雄の卵が自分のギルドにいてくれて幸いだ。――いや、楽しくて仕方ない」

			　神獣の務めは、人間界に過干(かん)渉(しよう)することなく、人間たちを良い方向に導くことであった。

			　今まで何百年と人間たちと接してきたが、クロムほど可能性を感じさせる少年と、いや、人間と出会ったことはない。

			　クロムほど夢を見させてくれる人間は他にいない。

			　もう一度、クロムを見つめる。

			　碧い目をした少年の目は燃え上がるように熱かった。

			　その瞳の色をリルは己の目に焼き付ける。

			　後に英雄と呼ばれるようになる少年の目はやはり凡人のそれとは明らかに違った。

			　

			†

			　

			　こうして僕たちは迷宮に旅立つ。

			　リルさんとルミナス、それにエイブラムさんはお留守番だ。

			　リルさんは神獣であるがゆえに、冒険に参加できない。

			　法律で人間界に武力干(かん)渉(しよう)してはいけないことになっているのだ。

			　だからどんなに強くても彼女の力に頼ることはできない。

			　リルさんは残念そうに歯ぎしりする。

			「大梟(ふくろう)ギルドの大梟(ふくろう)のように、神殿に行って己の神威を封じれば、冒険者として参加できるのだが」

			　悔しそうに言う。

			　だが、それは最後の手段。

			　神威を封じたリルさんはそこらの冒険者と変わらなくなる。

			　ならば大人しく地上でお留守番してもらった方がいい。

			　そう伝えると、彼女は、

			「地上でできることはすべてやっておく、少年、あとは任せたぞ」

			　と、握手を求めてきた。

			　その手を握り返す。

			　彼女の握手はおざなりではなく、それどころか馬鹿力でとても痛かったが、それでも気持ちがこもっていたので、こちらも精いっぱいの力で返す。

			　ついでルミナスとエイブラムが見送ってくれる。

			　彼女たちが残留するのは戦力外だからだ。

			　ルミナスはもともと、冒険をするように訓練されていない。

			　エイブラムは荒野の大賢者であるが、老齢であるため、長旅させるのは無謀であろう。

			　そう判断した。

			　それに彼らも地上にいていろいろ動いてもらったり、地上から作戦を指揮してもらった方が役に立つはずであった。

			　そんな理由で残留が決まったのだが、ルミナスは不満顔である。

			「おひいさまと離れ離れになるなど、迷子になったとき以来なので不安です」

			　軽くニアを見る。彼女は戦士の顔をしていた。

			「ルミナスさん、安心してください。僕がついています、と言いたいところですが――、ニアの実力は僕よりも上。自分の身は自分で守れるでしょう」

			　僕の言葉にクライドが追随する。

			「そうだぞ、ルミナス、それに俺がついている。万が一のことも有り得まい」

			　クライドは、がっはっは、と豪快に笑い続ける。

			「問題なのは姫様の安否よりも、また一段とたくましくなられる姫様のステータスだな。これ以上、強くなられたら、さすがに嫁のもらい手がなくなるかもしれない」

			　クライドがそう言うと、ニアは赤面し、抗議する。可愛らしい。

			「クライド、それは余計なお世話です。あまり口が過ぎるようですと、クライドにも留守役を命じますよ」

			　それはたまらない、とクライドは口を縫うようなジェスチャーをすると、最後に一言言った。

			　僕の方を見つめながら、

			「まあ、どんなに強くなっても、尻に敷かれても、嫁にもらってくれそうな少年がひとりいるから、その心配はないか」

			　無論、ニアに聞こえないように言っているが、ルミナスには届いているようで、彼女ともどもニヤニヤしている。

			　まったく、大人はどうしてこうすぐカップリングさせたがるのだろうか。

			　大人になると少年期の繊細な気持ちを忘れてしまうのか、それとも彼らにはもとからそれらがないのか、判断しかねるが、ともかく、今は成すことがあった。

			　僕はカレンが用意してくれた迷宮探索セットを背中にかつぐと、そのまま地下迷宮に潜った。

			　

			　

			　僕をリーダーとするカチュア救出部隊は五人、僕にニア、クライド、それとユニコーン・ギルドとセイレーン・ギルドから魔術師と僧侶に同行してもらっている。

			　剣士、兵士、弓使い、魔術師、僧侶、バランスの良いパーティーだ。

			　これならば第八階層までたやすく到達できるだろう。

			　第一階層の一角兎(ホーン・ラビツト)など、近寄ってもこないな。

			　そう思っていると、ニアはいつもの道ではなく、別の道を通る。

			　いつもとは違う迷宮の入り口に向かう。

			　口の悪い聖剣は、

			「お花畑かな？」

			　と、揶揄する。

			「…………」

			　沈黙していると、エクスは僕がその言葉の意味を知らないと思い説明をする。

			「あのね、お花畑に行くというのは、女の子が外で用を足すことの隠(いん)喩(ゆ)で――」

			「いや、それは知っているから」

			「じゃあ、気を利かせて離れないと」

			「そんな気遣いは無用だよ。たぶん、ニアは転移の間を使おうとしているんだ」

			「転移の間？」

			　なにそれ？　食べられるの？　的な声で聞いてくる。

			「転移の間というのは転移装置がある場所だよ」

			「転移装置？」

			「その名の通りの装置だ。迷宮の主要な場所に設置されていて、転移の間を使えば一気にそこに行ける」

			「ごいすー!!　それじゃ、一気に第八階層に行けるのかな」

			「それは無理だね」

			「どうして？」

			「主要な場所と言ったろ。転移の間を維持するにはお金がかかるんだ。転移の間を作る建設コスト、転移の間に常駐させる魔術師の人件費、転移の間を魔物から守る費用」

			「そのお金はどこからでてるの？」

			「冒険者協会」

			「へえ、じゃあ、ただで使えるの？」

			「まさか。基本的に受益者負担だよ。つまり、一回使用するごとに、かなりのお金を取られる」

			　ごにょごにょ、と、その金額を話すと、エクスは、

			「まじで！」

			　と驚いた。

			「まじだよ」

			「だからクロムはいつもせこせこと第一階層から挑戦していたんだね……」

			「まあね、でも、それは僕だけじゃなく、ほとんどの新米冒険者は一緒だよ」

			　冒険者の格言にこういうものがある。

			　

			　最初から転移の間を使うような新米冒険者は、偉大な冒険者になることはできない。

			　なぜならば冒険の基本はすべて上層階にそろっているからだ。

			　

			　ちなみにこの格言を残したユーロ・マイクスという冒険者は、僕の祖父の知り合いで、冒険者を志すものならば誰でも知っている英雄だった。

			　僕はその言葉を胸に、上層階を何度も往復していた。

			　そしてその言葉の通り、自分のレベルアップを肌に感じている。

			「本当ならば第一階層から攻略したいところなんだけど……」

			　しかし、前述の通り、今回は急ぐ旅でもある。

			　一刻も早く第八階層に到着し、カチュアを探したかった。

			　彼女は悪魔の弱点を知る眼鏡を持っている。

			　彼女はその悪魔に狙われている。

			　お金があるのであれば、転移の間を使うべきであった。

			　僕たちはニアの後ろに続き、彼女のお金で転移する。

			　ちなみに浅い階層の転移の間は、それぞれの階に設置されているが、第八階層の転移の間は現在工事中であった。

			　第七階層からの転移の間を利用するしかない。

			　それでも七段越しで目的地にたどり着けるのは、有り難いことだった。

			　同行の冒険者は喜ぶ。

			「転移の間を使えるなんて、スポンサー様々だぜ」

			「俺、転移の間を使うのって初めてなんだよな、酔わないかな」

			　と、不安がるものもいる。

			　実際、僕も初めてなのでそれが心配だ。

			　ニアはその表情に気が付いたらしく、口元を押さえながら説明してくれる。

			「クロムさん、火竜退治したときよりも緊張した表情をしていますよ」

			　ニアは僕らを和ませるため、

			「転移の間は火竜のように人を食べたりしません」

			　と、冗談を言う。

			「…………」

			　それはたしかにそうなのだけど、子供のころ、散々、姉から転移の間の怪談を聞かされてびびっている。

			　姉いわく、

			「転移事故によって無人島に飛ばされ、二〇年間無人島で過ごした男」

			「転移事故によってニホンなる異世界に飛ばされ、シャチクと呼ばれる奴隷階級になった貴族の男」

			「転移事故によって性別まで変わってしまった男」

			　そのほか、嘘か本当か知らないが、姉は各種様々な怪談を披露してくれた。

			　そのときのトラウマが抜けきらないのかもしれない。

			　僕はニアに向かってまじめな表情を作ると、

			「シャチクって知ってる？」

			　と、尋ねた。

			　彼女は可愛らしく首を横に振る。

			　どうやらシャチクに関してはデマらしい。

			　あとは無人島と性別チェンジだけ気を付ければいいか。

			　そんなことを考えながら僕はニアとともに転移の間に入った。

			　転移の間に入り、転移を行なうと視界がぼやける。

			　時空にひずみが入り、この世界ではない別の場所にいざなわれる。

			　その光景を見て思う。

			　もしも転送事故にあうならせめて無人島にしてくれ、と。

			　そして彼女、ニアと一緒の場所に送ってくれと。

			　それならばもしも性別が女になっても一向にかまわなかった。

			　僕はクロムの女性名がなにになるか考えた。

			「クロアなのかな」

			　ありきたりでひねりがないが、まあまあ可愛くなりそうな名前でよかった。

			　僕は名付け親に感謝しながら、転送されていった。

			　

			†

			　

			　第七階層に到着する。

			　幸いと無人島に連れていかれることはなかったし、クロアになることもなかった。

			　五体満足、無事に転移する。

			　腰の聖剣は、

			「ごいすー！　ごいすー！」

			　と、初めての転移に興奮気味だ。

			　というか、エクスは語彙が貧弱である。

			　なにかにつけて「ごいすー！」とうるさい。

			　そのことを注意しようか迷ったが、せっかく気分良くしている彼女に水を差す必要はないので、そのままニアの後ろについて行く。

			　彼女は転移の間の魔術師に軽く頭を下げ、礼を言うと、転移の間を出た。

			　転移の間を出ると、迷宮が広がっていた。

			「そういえば第七階層は初めてだねー」

			　とはエクスの言葉である。

			　たしかにその通りだ。

			　きょろきょろとあたりを見回すと兵士クライドが話しかけてきた。

			「クロムよ、第七階層は初めてなのか？」

			「はい、一番深いところでも第四階層までしか潜ったことがないです」

			「おまえは新米冒険者だからな」

			「ところでクライドさんは？　潜ったことがあるんですか？」

			「俺もない」

			　と、偉そうに言う。

			「……ないんですか」

			「俺はこの迷宮都市にやってきて間もないからな。他のダンジョンならばもっと深いところまで潜ったことがあるが。しかし、この第七階層の特徴は知っているぞ。この階層は第一階層に似ている。要は平原エリアだな」

			　辺りを見回す。たしかに大きな木があまりなく、見渡す限りの草原が広がっていた。

			「ただし、第一階層とは比べものにならないほど魔物は手強い。気をつけるべきだろう」

			「ですね」

			　と、同意すると、僕は続けた。

			「――というか、噂をすればなんとやら、あの茂みになにかいそうですよ」

			　というと、茂みががさがさと揺れる。

			　なにか大きな生物が潜んでいるようだ。

			　そしてその生物は殺気を隠さない。

			　興奮した鼻息と血走った目でこちらに立ちふさがる。

			　僕たちの前に現れた魔物、それは、

			　

			　ホーク・ブル、別名凶暴牛鶏だった。

			　

			　ホーク・ブルは凶暴牛鶏の別名の通り、牛と鳥を掛け合わせたようなモンスター。

			　鳥のくちばしに牛のような立派な体躯を持った凶暴なモンスターである。

			　その突進力、くちばしの一撃は、多くの冒険者を葬り去ってきた。

			　戦闘力は、一匹、５００以上はあるだろうか。

			　それが四体もいるのだからなかなかの強敵である。

			　僕は戦慄を覚えたが、兵士のクライドは不敵に笑う。

			「ふふふ、クロムよ、知っているか？」

			「なにをですか？」

			「俺がホーク・ブルが大好きという事実をだ。ホーク・ブルは鳥のような牛のような見た目でうまそうだとは思わないか？」

			「思わないか、ということは食べたことはないんですね」

			「ああ、ただ、一度は食べたいと思っていた」

			「…………」

			　そういえばこの人は、初めて会ったときも火トカゲを捕まえて食べていた記憶がある。

			　迷宮に潜り、モンスターを食べるのが趣味の人がいるとは聞いていたが、どうやらクライドにはそのような趣味があるらしい。

			　もっとも、我がフェンリル・ギルドも財政上の理由から、食すことのできるモンスターの捕縛を推奨されている。

			　目の前にいるモンスターは、少なくともスライムや狼よりは美味しそうであった。

			　それにホーク・ブルは戦う気満々で、戦闘を回避できそうにない。

			　僕はクライドの舌を満足させるため、腰から聖剣を抜く。

			　それにならってクライドも槍をかまえ、ニアも背中から弓を取る。

			　残りふたりの魔術師と僧侶も戦闘準備に入る。

			　それと同時に戦闘は始まった。

			　

			　戦闘は圧倒的こちらの有利であった。

			　ホーク・ブルは手強いモンスターであるが、こちらは熟練の冒険者ぞろい。

			　全員がホーク・ブルの戦闘力を上回っており、数の面でも勝っていた。

			　負ける要素はなにひとつないが、それでも気を引き締める。

			　姉の言葉を思い出す。

			「いい、クロム。なにごとも事故は三～四回目に起こるのよ。初めてのことにも慣れ始め、油断が生じたころ、重大な失敗をしてしまうの」

			　僕がダンジョンに潜り始めてはや数ヶ月、そろそろ油断が生じてもおかしくなかった。

			　姉の言葉が真実ならば、今回あたりがやばそうである。

			　気を引き締めねば。

			　僕は猪突しないよう、留意しながら戦った。

			　幸いと今回のパーティーには後衛職が三人もおり、ふんだんな支援が期待できる。

			　それを頼りにしてもいいだろう。

			　まずは僧侶の女性から強化魔法の支援を受ける。

			　身体がほんのり軽くなる。

			　それに旅人の服が黄金にかがやく。防御力がアップしている証拠だ。

			　ステータスを見ると総合戦闘力が１７９０にアップしていた。

			　一割ほど上がっている。これは有り難い。

			　ただ、調子に乗るようなことなく、前衛のクライドと前線を維持する。

			　ふたりでがっしりと陣形を組み、後衛職を守る。

			　凶暴牛鶏たちはその突進力でそれを突破しようとするが、僕とクライドのコンビがそれを許さない。

			　突進してくる凶暴牛鶏の足に、胸に、的確に武器を突き刺し、ダメージを与える。

			　その間、後方の魔術師は、《火球》《光弾》の魔法を放ち、凶暴牛鶏にダメージを与える。

			　ニアは世界樹の弓を放ち、魔物の目を、眉間を射貫く。

			　凶暴牛鶏は倒れ、一頭一頭、確実に数を減らしていった。

			　これはあっという間に全滅できるかな。

			　そう思った瞬間、横から「ぐあぁ」という悲鳴が聞こえる。

			　クライドの声だった。

			　彼は凶暴牛鶏のくちばしの一撃を食らい、悶(もん)絶(ぜつ)している。

			　どうやら最後に残った一匹の攻撃を食らってしまったようだ。

			　クライドが油断した、というよりも、凶暴牛鶏が一枚上手だった、というべきか。

			　その個体はどの個体よりも大きく、雄々しかった。

			　群れのボスなのかもしれない。

			　そのボスは倒れたクライドの追撃をすることはなかった。

			　クライドには目もくれず、後方にいるニアを睨んでいる。

			　血走った目は今にも飛び出そうなほどニアを凝視していた。

			　どうやら凶暴牛鶏という生き物は仲間意識が強いらしく、仲間の敵を討つ、という概念が存在するらしい。

			　誰よりも活躍し、誰よりも魔物を殺したニアが憎くて仕方ないようだ。

			　凶暴牛鶏は鼻息荒く、ニアに突進する。

			　無論、ニアもそれに気がついていたが、悲しいかな、彼女は弓使い、間合いというものがあった。

			　凶暴牛鶏を近づけまいと弓を放ったが、怒りで我を忘れた凶暴牛鶏には効果が薄かった。

			　このままではやられる！

			　彼女はそう思ったに違いないが、それでも目を背けることなく、最後の瞬間まで目を見開き、弓弦を搾り続けたのはさすがかもしれない。

			　並みの女性では、いや、並の人間には真似できない。

			　余人を持って代えがたいとは彼女のことを指す言葉だろう。

			　僕はなにものにも代えがたいお姫様を助けるため、後方から凶暴牛鶏に斬りかかった。

			　凶暴牛鶏の猛突進に追いつくことができたのには理由がふたつある。

			　僕が比較的軽装なこと。

			　裕福ではないのでいまだに旅人の服をまとっていたのが奏功した。

			　防御力は皆無であるが、このようなとき、この服は威力を発揮する。

			　もうひとつの理由は僧侶が強化魔法をかけてくれたことであるが、腰の聖剣はこんな見解を述べる。

			「これは愛の力だね、愛」

			　まったく、この聖剣はすぐにはやし立てる。

			　そう思いながら、その聖剣を袈(け)裟(さ)斬りに放った。

			　僕の一撃は思った以上に強く、雄牛のような立派な体つきのホーク・ブルを一撃でとめた。

			　いや、絶命させた。

			　自分でも驚くくらいすうっと魔物の筋肉を切り裂く。

			　これは聖剣の力なのだろうか。

			　それとも自分の力なのだろうか。

			　――愛の力ではないことはたしかだろうけど、なんの力にせよ、ニアに傷ひとつ付けることはなかった。

			　それでよしとする。

			　僕はぼうっとこちらを見つめているニアに手を差し出し、尋ねる。

			「怪我はない？　大丈夫？」

			　やや遅れて反応があり、ニアは目をぱちくりさせると、僕の手を取り、

			「え、ええ、大丈夫です」

			　と言った。

			　良かった、と僕はつぶやくと、第八階層を目指すことにした。

			　ちなみに討伐したホーク・ブルは、クライドが解体し、うまそうな部位だけ切り取った。

			　いわく、牛と鶏の合わさったみたいなやつだからな、きっともも肉が一番うまいに違いない。

			　そう言い放つ。

			　その勘は当たる。

			　第八階層手前で食べた夕食、ホーク・ブルのもも肉の照り焼きは、牛のうま味と鶏のさっぱりとした食感が合わさったような味がし、今まで食べた肉の中でも一番美味しかった。

			　

			††

			　

			　夕食のあと、冒険者たちはそれぞれの寝床につく。

			　ニアはクライドが持ってきてくれたテントで休むが、他の冒険者たちは寝袋で寝たり、枕のみで寝たり、それぞれ思い思いに休んでいた。

			　ニアはふと、空を見たくなり、テントを出る。

			　そこには満天の星が広がっていた。

			　――無論、ここは地下迷宮。

			　夜空は地上で見るそれではなく、この迷宮独自の、いや、この階層のみに見られる星の海が広がっていた。

			　ゆえに星に多少詳しいニアでも星の海に広がる星座の名前は分からなかった。

			　しかし、ニアは気にすることなく、意識を地上に戻す。

			　ニアが今、一番気になっているのは、地下迷宮に広がる不思議な空ではなく、その星空の明かりに照らされているひとりの少年だった。

			　彼の名はクロム・メルビル。

			　ニアと同じ一六歳の少年。

			　数週間ほど前に偶然であった駆け出しの冒険者。

			　初めて出会ったときは、頼りなげな少年であったが、今はその印象はない。

			　ドラゴンを倒し、大賢者のゴーレムを倒し、そして今日、一刀のもとにホーク・ブルを倒した少年。そんな少年を頼りないと形容することはできない。

			　少年はもはや駆け出しの冒険者ではなく、一人前の冒険者と呼んだ方がいいだろう。

			　ニアはその一人前の冒険者の寝顔を見る。

			　彼はいつも腰に下げている聖剣を後生大事に抱え、安らかな寝顔を浮かべていた。

			「寝顔はまだまだ幼いのだけど……」

			　思わず本音が漏れ出る。

			　慌ててしまい込もうとするが、漏れ出てしまったものは仕方ない。

			　幸いと聞くものもいないので続ける。

			「それにしても聖剣を大事に抱きしめているクロムさん、少し可愛いかも。いや、ちょっと妬けてしまうかしら」

			　まるでその姿は買ってもらったばかりの冬至祭のプレゼントを抱きしめる子供のようにも見えた。

			　あるいは結婚したばかりの新妻を抱きしめる若旦那か。

			「……結婚か」

			　ニアは軽く息を吐く。

			　自分には縁がない言葉だと思ったのだ。

			　王家の三女に生まれた自分だが、決して国王に可愛がられているわけではない。

			　どちらかといえば疎(うと)まれている方だ。

			　だからニアは幼いころ、家臣の家に預けられたり、修道院に押し込められた。

			　今はまだ自由を許してもらっているが、しかるべきときがくればそれも剥奪され、政略結婚の駒にされるだろう。

			　それは予言でもなんでもなく、既定の未来でしかなかった。

			　しかし――。

			　と、クロムの寝顔を見て思う。

			　もしも自由な結婚が許されるのだとしたら、彼のような勇敢な少年のもとに降嫁したいものだ。

			　ニアはそう思った。

			　自分を助けるため、低レベルで火竜にも立ち向かう少年のもとに。

			　知り合ったばかりの女性を助けるため、悪魔に挑む少年のもとに。

			　そうすればきっと、今の少年のように安らかに眠れるかもしれない。

			　世界中が敵に回っても少年だけは守ってくれる、と安心して眠ることができるかもしれない。「…………」

			　そう思ったニアに、ふと悪戯(いたずら)心が芽生える。

			　というか、実験したい心が芽生える。

			　ニアはテントから自分の枕を持ってくると、クロムの毛布の中に入り込んだ。

			　それと同時に賭けをする。

			　想像どおり、クロムの横が世界一安心できるのならば、ニアは数秒で眠りにつけるだろう。

			　もしも数秒で眠りにつけ、朝を迎えることができたら、わたくしは――。

			　そんなことを思いながら目をつむる。

			　――ニアが眠りに落ちたのは何秒後だっただろうか。

			　それはここでは秘するが、ニアは朝までぐっすり眠り、とても心地の良い夢を見た。

			　

			†

			　

			　第八階層にある『緊縛の森』につく。

			　この森には古代エルフ族の強力な結界が張られており、エルフ族以外のものが足を踏み入れると二度と戻ってこられない、という伝承があった。

			　いや、伝承ではなく、事実か。

			　この森にカチュアの父親は永遠にさまよっている。

			　また欲の張った冒険者が年に数人、犠牲者となる。

			「そのような森にどうやって入るのですか？」

			　僕は解決法を知っているというニアに尋ねる。

			　その言葉を聞いたニアは、急に赤面をし、目を背ける。

			　熱でもあるのだろうか、心配になるが、彼女はすぐに表情を取り戻すと、説明を始める。

			「ここに人数分の護符と、それにエルフの耳をもした飾りがあります。これを付ければ森精霊(ドライアード)の虜囚となる憂き目は避けられるでしょう」

			「それさえ付けていればなんとかなるんですね」

			　僧侶はそう尋ねながら、護符を首にかけ、エルフの耳を付ける。

			　なかなか似合っている。

			「逆に言えばそれをなくしてしまったら、森に呪縛されます。その護符は人数分、プラス一枚しか用意していません。絶対なくさないように」

			「プラス一枚はカチュアの父親の分か」

			　僕は口にする。

			「そうです。カチュアさんのお父上はすでに森に捕らわれてから数十年のときが経過しています。その程度の護符で呪縛から解放できるかは分かりませんが、一応……」

			「まあ、なるようにしかならないですよね」

			「その通り、なるようにしかならない。ともかく、一刻も早く森の中に入り、カチュアと合流しよう」

			　クライドはそう言うと、先陣を切り、森の中に入っていった。

			　ごついおっさんがエルフの付け耳を付けている姿に思わず笑みを漏らしてしまう。

			　それをニアと共有しようと彼女に視線を向けるが、視線を向けると彼女は頬を染め、視線をそらす。

			「……僕、なにかやったかな？」

			　腰の聖剣に尋ねる。

			「さてね、なにもやらなかったから怒ってるんじゃない？」

			「どういう意味？」

			「話してもいいけど、朴念仁のクロムに理解できるかどうか」

			　やれやれ、とエクスは言う。

			「なんか恋の達人の女の子みたいな物言いだな」

			「ボクは恋の達人の女の子だよ」

			「それは初耳だ」

			「うふふん、まあいいや。クロムが昨日、自分の身に起きた幸運を知ったら、意識してまともに行動できなくなっちゃうからね。ここで黙っておくのが良い相棒の条件。いい女の条件だ」

			「よく分からないけど感謝するよ」

			　そんな軽口を言い合いながら、僕らは森の奥深くへと入っていった。

			　

			　

			　五人は固まるように行動した。

			　森は方位磁石もきかないような迷宮となっている。

			　またこの森には森精霊(ドライアード)がたくさんおり、木に目印を付け、移動することはできなかった。

			　そんなことをすればドライアードが怒り狂い襲ってくる。

			　結局は魔術師の《現在地確認》の魔法とクライドの長年の勘が頼りだった。

			　その勘を信じて森を散策するが、なかなかカチュアは見つからない。

			　彼女の痕跡も見いだせなかった。

			「彼女の金髪が数メートルおきに落ちてるといいんだけど」

			　と探知の魔法を駆使する魔術師は冗談を言うが、そのような幸運はなかった。

			　カチュアは己の痕跡を限りなく消しているようで、結局は地道に探索するしかない、という結論になった。

			　五人は目を皿のようにして緊縛の森を観察しながら奥に入っていった。

			　緊縛の森は普通の森とは違った。

			　森と言えば地上の森が真っ先に思い浮かぶが、この森はどの森とも違う。

			　地上の森の多くは手入れがされている。

			　木こりや森から木を得るため、木が等間隔に切られていたり、猟師が獣(けもの)を狩る道が作られていたりする。

			　一方、この森にはそんなものはない。

			　有史以来、誰も足を踏み入れたことがないかのような静けさと荘厳さを保っている。

			　小鳥の鳴き声さえ聞こえなかった。

			　こんなにも蒼い木々があふれているのに、まるで生命の息吹を感じないのだ。

			「なんだか異次元にある森のようだね」

			　腰の聖剣がそう評し、僕も納得する。

			　その感想を他者とも共有しようとニアに話しかけるが、返答はなかった。

			　まだニアは僕を意識しているのだろうか。

			　初めはそう思ったが違った。

			　またニアが迷子になったのかと思ったがそれも違った。

			　ニアだけでなく、クライドもいない。

			　他の冒険者たちも姿を見せなかった。

			　迷子になったのはニアではなく僕だった。

			　いつの間にか僕は他の四人からはぐれてしまっていた。

			「いや、そんなこと有り得るのか？」

			　有り得ない。

			　なぜならば僕は集団の真ん中にいた。

			　遅れれば後ろの人間に抜かされるはずだし、左右にそれれば左右の人間とぶつかるはず。

			　そんな位置にいた僕がはぐれるなんて事象的に有り得ない。

			　そう口にするが、それに反論するものがいる。

			　

			「ここは緊縛の森。古代エルフが呪いをかけた不思議な森よ。なにが起きても不思議ではないわ」

			　

			　そう声をかけてきたのは、よく聞いた声だった。

			　綺麗な声質で、その流麗な声で魔法を唱えるのがよく似合う女性だった。

			　僕はその名前を口にする。

			「カチュア……」

			　久しぶりの再会だった。

			　時間的には数日ぶりであったが、数ヶ月も会っていない。そんな感覚に襲われた。

			　それは向こうも同じだったらしく、懐かしげな表情で、目を細めながら彼女は言った。

			「久しぶりね、クロム君、なぜだか君と会えそうな気がしていたんだ」

			　そう微笑むカチュアはまるで森の妖精のように美しかった。

			　

			†

			　

			　カチュアと再会する。

			「…………」

			　しばし無言が続いた。

			　そりゃそうだ。彼女はいたたまれないだろうし、僕も彼女にかける言葉が思いつかない。

			　それでも僕は彼女を非難するつもりはなかった。

			　彼女が発する「……ごめんなさい」という言葉をかき消すように言った。

			「――カチュア、お父さんと再会できた？」

			　その言葉に多少驚いているようだが、カチュアは答えてくれた。

			　軽く首を横に振りながら、

			「いいえ、まだよ」

			　と言った。

			「ならば少しだけ、その霊視の眼鏡を僕たちに貸してくれない？」

			「霊視の眼鏡を？」

			　なにに使うの？　と彼女は言った。

			　どうやら彼女はディアブロの弱点を見つけられるのがその眼鏡であると知らないらしい。

			　それを説明すると驚いたような顔をする。

			「……なるほどね、古代人たちは悪魔の側に弱点も置いておいたのね。賢いことね」

			　と論評した。

			　彼女はしばし考え込む。

			「…………」

			　数分ほどだろうか。長い沈黙であったが、「……うん」とうなずくと、眼鏡を渡してくれた。

			「この眼鏡がないとお父さんと再会できないけど、まあ、それよりも悪魔の方が優先よね」

			　と、ほろ苦い笑みを浮かべる。

			　その笑顔を見て僕は思った。

			　もしかしてこの眼鏡は使用回数のようなものがあるのではないか、と。

			　そのことを尋ねると彼女は肯定する。

			「どうやらその眼鏡に込められている魔力が急速に尽きそうなのよね。その眼鏡が使えるのはあと一日くらい。その間に悪魔を倒さないと」

			　と言うと、彼女は、

			「協力するわ」

			　と、右手で杖を握りしめ、左手で僕の手を引いた。

			　しかし、僕はその場から動かなかった。いや、動けなかった。

			「…………」

			「…………」

			　僕も彼女と同じように沈黙した。

			「この眼鏡はカチュアのお父さんを探すために使おう」

			「え？　駄目よ、それで悪魔の弱点を見つけないと」

			「ディアブロの方は力尽くでなんとかする。エイブラムさんは全身を突き刺せば倒せるっていってたし」

			「だけど――」

			「でも、この霊視の眼鏡がなければカチュアのお父さんと会えない。どちらを優先すべきかは明白だと思う」

			　この眼鏡は持ってあと一日と言った。

			　悪魔ディアブロの行方はまだ分からない。

			　一方、カチュアのお父さんは必ずこの森にいる。

			　どちらを優先すべきかは決まっていた。

			　僕はそれでも渋るカチュアの耳に強引に眼鏡をかけさせる。

			　眼鏡をかけたカチュアは知的さが増し、より魅力的な女性になった。

			　僕はその魅力的な女性の手を引くと、歩みを進めた。

			　道中、カチュアは、

			「まったく、困った少年ね。クロム君は。世を震撼させる悪魔よりもお姉さんの個人的な事情を優先させるなんて」

			　やれやれ、と吐息を漏らすが、まんざらでもないようだ。

			　こんな冗談を言った。

			「もしかして、お姉さんに惚れてる？」

			　ようやくカチュアらしくなってきた。

			　惚れてはいないので無視をすると、彼女は頬を膨らませ、こう言った。

			「あ、さっき、カチュアさんと言ったから、罰金銀貨一枚ね。ちなみにランチをおごるのもありよ」

			　いつもの元気を取り戻したことを確認すると、僕たちは森の奥深くへ入っていった。

			　

			　

			　一方、そのころ、はぐれてしまったニアたちは双剣使いのジュカたちディアブロ捜索隊からこんな報告を受け取っていた。

			「我ら、ディアブロを発見、交戦するも甚大な被害を受け、撤退を余儀なくされる」

			　その報告を受けたニアは神妙な面持ちになる。

			　クライドは言う。

			「双剣使いのジュカ殿、それに女戦士のリリカ殿は名うての冒険者、それらがこうもあっさり敗れるとは……」

			　ニアは補足する。

			「彼らは実力で負けたわけではないようです。やはりディアブロは伝承どおり、刺突武器でしかダメージを与えられない、そう報告がありました」

			「ジュカ殿は双剣の使い手。リリカ殿は典型的な剣士ですからな。分が悪かったか」

			　となると、とクライドは無精髭をなで回す。

			「槍使いの俺、弓使いのおひいさまがいるこちらの方が対応しやすいかもしれませんな」

			「その通りです。そしてディアブロはどうやらこの森を目指し、北上している模様です」

			「やつはこの森に自分の弱点を見つけられるものがあると感づいているのですな」

			「おそらくは」

			「それでは苦労せず、交戦できそうですな」

			　武者震いがします、と自分の槍を握りしめるクライド。

			　その光景を見たニアはクライドを頼もしく思うが、不安を隠しきれなかった。

			　ニアの胸中に湧いた不安はいくつかある。

			　武辺者揃いのディアブロ捜索隊があっさり敗れたこと。

			　まさかこうも簡単に敗退するとは思っていなかった。

			　幸いと犠牲者は出ず、こちらに救援に向かっているらしいが、それでもディアブロの実力は恐ろしかった。

			　もうひとつの不安はまだカチュアが見つからないこと。

			　もしもディアブロと互角に戦える手法があるのだとすれば、それはカチュアが持っている霊視の眼鏡でディアブロの弱点を探り出すことであった。

			　そうして初めてニアたちはディアブロより優位に立てるのである。

			　はたして自分たちはカチュアを見つけることができるだろうか。

			　それだけが心配であったが、さらなる心配もある。

			　先ほどまで自分の横にいた頼りがいのある少年クロムの姿が見えない。

			　彼は神隠しにあってしまったかのように忽然と消えた。

			　それがまたニアの焦燥感を誘う。

			　クロムの戦士としての力量は、ニアが誰よりも知っていた。

			　その彼が不在の今、もしもディアブロの襲撃を受ければどうなるか、考えただけで鳥肌が立つ。

			　ニアはため息交じりに鬱蒼とした森の空を見上げる。

			　木々の梢(こずえ)からわずかに見える夜空が、時間を指し示していた。

			　いつの間にか日が沈み、夜となっていた。

			　ニアは夜は嫌いではない。

			　むしろ静かに本が読めるし、夜空の星々を眺められる分、昼間よりも好きかもしれない。

			　しかし、今、この瞬間だけは嫌いであった。

			　なぜならば夜は悪魔の時間でもある。

			　もしも悪魔が襲撃してくるのであれば、日が沈んでいるこの時間帯であろう。

			　悪魔の襲撃を一秒でも遅らせたいニアにとって夜は、危険な存在となっていた。

			　

			†

			　

			　カチュアとともに夜の森を捜索すること数時間、森の中枢部に到達したが、それでもなにも変化は起きなかった。

			　カチュアは杖の先に光を灯し、霊視の眼鏡をかけ、周囲を探索しているが、それでも父親は発見できない。

			　次元の狭間を垣間見ることはできなかった。

			「その眼鏡、魔力が尽きているか、壊れている可能性があるんじゃ――」

			　と指摘する僕の耳に眼鏡をかけるカチュア。

			　初めて見る霊視の眼鏡越しの世界は日常とは違った。

			　この世のモノではないものがたくさん見える。

			　森精霊(ドライアード)にこの世界ではない場所、それに時折、幽霊のようなぼやけた人が見える。

			　彼らが緊縛の森に捕らわれた人間たちなのだろう。

			　僕は眼鏡を彼女に返すとつぶやく。

			「眼鏡は正常ということか……」

			「そうなるわね。あとはお父さんがさまよっている地点に向かえば視界に捕らえられるはず」

			　彼女は確信するように言う。

			　僕は尋ねる。

			「カチュア、お父さんを見つけたらどうするの？」

			「できれば連れて帰りたい」

			　彼女は続ける。

			「何十年も人間社会から隔離されてとまどうでしょうけどね。娘はこんなに美人に成長しちゃったし」

			　と、おどけてみせる。

			「でも、お母さんは幸いとエルフの娘。まだまだ若いしやり直せると思うの。まだ、お父さんのことが好きで再婚もしてないしね」

			　ちなみに彼女の母親は彼女にそっくりでエルフの森の男衆から求婚されることが多くて困っているのだそうだ。

			「ただ、問題はどうやってこっちの世界に戻すか、よね」

			　と言うと、彼女は腕を組み悩む。

			　父親と会うことばかり考えていて、現世に戻す方法は考えていなかったようだ。

			　僕は懐から護符とエルフの耳を取り出す。

			「これを使えば元に戻せるかも」

			　そう言うと、彼女は小躍りするかのように喜び、抱きついてきた。

			「さすがはクロム君、用意万端ね」

			「これはニアが用意してくれたものだけどね」

			「ニア？」

			「そうか、カチュアはニアを知らなかったね、そういえば」

			　どこから説明したらいいだろうか。

			　彼女の出自、それとも出逢いから説明しようか、迷っていると、カチュアの歩みは急にとまった。

			　なにか前方に発見したようだ。

			「君のお父さんが見つかったの？」

			　尋ねるが、答えは返ってこなかった。

			「…………」

			　沈黙しか返ってこないので、前方を確認する。

			　そこにはニアがいた。

			　金色の髪のお姫様がそこにたたずんでいた。

			　丁度良い、僕はカチュアに紹介しようとニアのもとに歩み寄ろうとするが、とめられる。

			　カチュアがひときわ厳しい声でそれを制する。

			「クロム君、動かないで。そこに悪魔がいるわ」

			「悪魔？」

			　周囲を見渡すが、ニア以外の存在は感じ取れない。

			「悪魔は自在に姿を変える。小賢しいやつはそのものがもっとも愛しいと思うもの、心を許すものに姿を変え、油断を誘う」

			　まさか、と思ったが、すぐにその言葉が真実だと察する。

			　ニアが有り得ない行動を取ったからだ。

			　この世でもっとも気高くて清らかな少女であるニアが、衣服を脱ぎ、一糸まとわぬ姿になろうとしている。

		

	
		
			[image: p_293.jpg]
		

	
		
			　彼女は下着まで脱ぎさると、みだらな手招きをし、僕を誘う。

			　腰の聖剣は、

			「クロム、見ちゃ駄目ー！」

			　と叫ぶが、僕は視線を外さなかった。

			　いや、外せなかった。

			　ニアの肢体が美しすぎるからではない。

			　なにか魔力の呪縛めいた強制力を身体に感じる。

			　身体が自由に動かないのだ。

			　それを見たカチュアは舌打ちする。

			「――《魅了(チヤーム)》の魔法ね」

			「……僕は悪魔に魅入られてしまった、というわけか」

			　悔しくて情けないが、事実は認めるしかない。

			「そんなに卑下することはないわ。あたしも霊視の眼鏡を装備しているからなんとかなっているけど、もしも装備していなかったら惑わされているかもね」

			　彼女はそう言うと、呪文を唱え始める。

			《解除(デイスペル)》の魔法で悪魔の魅惑から解き放たれると、僕は初めて悪魔の実態を知る。

			　醜悪な化け物だった。

			　土褐色と深緑を混ぜ合わせたような醜怪な皮膚。

			　山羊を思わせるいびつな角に、狼よりもするどい犬歯が口から飛び出ている。

			　コウモリのような翼もあり、どこからどう見ても悪魔にしか見えない。

			　太古の悪魔ディアブロ。

			　やつはその見た目通りの狡(こう)猾(かつ)さと残忍さを持っていた。

			　おそらく工房近くで殺したと思われるカチュアの兄弟子の顔の皮膚を身体に張り付け、その残虐さを主張している。

			　それだけでも地獄に落ちるのに相応しい所行だ。

			　そう口にしたが、カチュアは否定する。

			「やつにとって地獄は天国みたいなところよ。わざわざそんなところに送ってあげる義理はないでしょう」

			「……それもそうだね。なら天使の迎えがくるようにしてあげないと」

			　僕は腰の聖剣エクスカリバーを抜き去り、戦闘態勢に入る。

			　カチュアはそれを見て尋ねる。

			「あなたの実力は疑っていないけど、戦力的にはこちらが不利ね。近くに味方はいないの？」

			「いる。頼りがいがある人たちが四人」

			「ならばその人たちにこの場所を伝えましょう」

			「どうやって？」

			　と言う前に彼女は呪文を唱え始める。

			　彼女の周りの温度が急上昇し、彼女の身体が赤い魔力に包まれる。

			「森の精霊には悪いけど、容赦しないわよ」

			　彼女は宣言すると、

			《灼(しやく)熱(ねつ)の舞》

			　と呼ばれる火魔法系の中位魔法を放った。

			　カチュアから放たれた炎はまるで生き物のようにディアブロに襲いかかる。

			　ただ、やつも古代の悪魔、即座に呪文を詠唱すると、防護壁のようなものを作りだし、ダメージを最小限に抑えようとする。

			　ディアブロの障壁とカチュアの炎は、拮抗するような形となり、赤い魔力と紫の障壁が火花を散らし、爆裂音を上げる。

			　古代の悪魔へのダメージは最小限に抑えられ、炎は虚しく木々を焦がすだけだった。

			　しかし、それでもカチュアは不敵に微笑む。

			　それでいい、と、つぶやく。

			　実際、それで十分効果を上げていた。

			　カチュアの放った魔法は耳がつんざかんばかりの爆音を上げたし、燃えた木々は煙を放ち、遠目からでもばっちり視認できるだろう。

			　もしも近くにニアたちがいれば、すぐにこの場に向かってきてくれるはずであった。

			　僕はニアの機転のきく頭脳、それとクライドの冒険者としての探索能力を高く評価していた。

			　なのでこんなことをつぶやきながら、悪魔に斬りかかる。

			「なにも悪魔をひとりで倒す必要はない。ニアたちがきてくれるまで持ちこたえればいいんだ」

			　そう考えれば気が楽なものであった。

			　悪魔と僕の実力の差は数倍ほどあるだろうが、それでも数分の間ならば、互角以上に戦える自信があった。

			　なにせ僕が握っているのは聖なる剣。

			　邪悪な悪魔には特別な効果があるはずであった。

			　事実、僕とエクスのコンビは、悪魔と伍するに十分だった。

			　ニアたちが到着するまでの十分間、カチュアに指一本触れさせることはなかった。

			　その姿を見てカチュアは称賛する。

			「さすがはあたしが見込んだ冒険者ね。太古の悪魔と互角に戦うなんて」

			　その声援と彼女の魔術の支援を背に受け、僕は剣を振り続ける。

			　

			†

			　

			　僕がディアブロを足止めしていると、その間にニアたちが現れる。

			　彼女たちの姿を視界に収めた瞬間、安(あん)堵(ど)の吐息をする。

			　その理由をエクスが茶化す。

			「最初からフルスロットルだったもんね。この調子じゃ、あと五分で息切れしていたかも」

			「かも、じゃなく、していたよ。後先考えずに打ち込んだからね。……はあ、はあ」

			　事実、僕は肩で息をしていた。

			　全身が肺になった気分だ。

			「奥の手の剣閃もすでに二発打ってしまった。体力の配分も考えてないし」

			「だから僕みたいなのでも悪魔と互角に戦えたんだよ」

			　エクスに返答すると、それを盗み聞いていた悪魔は嘲笑を漏らす。

			「ゴカクだと？　ワラわせる」

			　多重に響き渡る野太い声だった。

			　僕は驚く、その声質にではなく、悪魔に知性があり、人間の言葉を解すことを。

			「ゴカクなどとはフソンな。ワレ、もっともザンニンにしてキョウジンな悪魔ディアブロだ。コワッパごときとゴカクなわけがなかろう！」

			　悪魔はそう叫ぶと、手から魔法を放つ。

			　無詠唱で放たれたその魔法は《衝撃》の魔法であった。

			　低級な魔法だが、強力な使い手が使えば、十分な殺傷力を秘める。

			　事実、もしもその一撃をまともに食らっていれば、僕の内臓は破裂し、死んでいたかもしれない。

			　とっさ、ほんのコンマ数秒の差で悪魔の衝撃魔法を聖剣の腹で受ける。

			　衝撃の大半はエクスに吸収されたが、それでも僕は一〇メートル近く吹き飛ばされる。

			　受け身を取ると、悪魔の第二撃に備えたが、それは無用の準備に終わった。

			　増援に駆けつけたニアたちが間に入ってくれたからだ。

			　悪魔のかぎ爪はクライドの槍が押さえていた。

			　悪魔の身体にはニアの矢が数本刺さっていた。

			　魔術師の魔法が炸裂し、僧侶の神聖魔法が悪魔を苦しめていた。

			　ただ、それでもディアブロは倒れる様子はない。

			　ダメージは着実に与えられている。肉は焦げ、傷口は開き、絶え間なくどす黒い血を流していたが、すぐに傷は癒え、皮膚が再生される。

			　その姿を見てニアはつぶやく。

			「く、これが太古の悪魔の再生能力」

			　てごわい、と続ける。

			　賢者エイブラムからディアブロの再生能力を聞かされていたが、まさかこのように強力だとは。

			　聞くと戦うでは大違いであった。

			　ただ――、

			　実際よりも強力であっても、こちらには奥の手がある。

			　僕はカチュアの方へ振り向くと、こう言った。

			「カチュア、その眼鏡でやつの弱点を探してくれ！」

			　その言葉を聞いたカチュアはこくりとうなずくと、眼鏡をかけ直し、悪魔を注視する。

			　五秒ほどだろうか。

			　それほど長い時間は掛からなかった。

			　彼女は魔術師で眼鏡の使い方を心得ていたのだろう。

			　すぐに弱点を発見すると、それを口にする。

			「やつの弱点は右のすねよ。そこに刺突武器で攻撃すれば一撃で倒せるはず」

			「すねか」

			　命中範囲が狭く、普段は狙わないような箇所だ。厄介ではあるが、それでも弱点が露見した瞬間、明らかにこちらの士気は上がった。

			　クライドは、

			「うおおおお！」

			　と叫び、その豪槍ですねを狙う。

			　ニアも不敵に微笑み、矢を足下に放ち始めた。

			　一方、悪魔の方も自分の弱点が露見したことに気がつき始め、右足を晒さないように注意を始めた。

			　こうなってくると、人間と悪魔の知恵比べ、我慢比べである。

			　人間たちは一撃を加えるため、あの手この手で攻撃を加え、悪魔はそれをさえぎる。

			　状況不利とみて撤退しないのは、悪魔が誇り高いためか、それともまだ余裕があるためか。

			　それは分からないが、ともかく、弱点が分かった今、この場で処理したい相手だった。

			「ならどうしてクロムは参戦しないのさ」

			　聖剣はそう尋ねてくるが、僕にも事情はある。

			「というか、エクスは斬属性の武器で刺すのは苦手だろう」

			「そうだけど、一応、先も尖っているからいけるよ」

			「まあ、そうだけど、僕も疲れている。決めるなら一撃で決めたい」

			「なるほど」

			「それで相談なのだけど、君が放っている剣閃、あれを斬属性から、刺突属性に変えることはできる？」

			「できるよ。もちろん、使い手の技量次第だけど」

			「じゃあ、僕がやるしかないわけか」

			「剣閃でとどめを刺す気だね」

			「僕の使える技で最強の一撃だからね」

			「それはそうだけど、問題はどうやって当てるか、だね」

			「たしかに。悪魔の動きは素早い」

			　さすがに悪魔ディアブロは人型だけあり素早い。

			　竜のように巨大ならばどこに撃っても命中するが、目の前の悪魔を竜と同類と見なすのは危険だろう。

			「ならば隙を突いて当てるしかないか」

			　そうするしかないのだが、なかなか隙は訪れない。

			　クライドとニアが間断なく攻撃しているが、それでも悪魔は不死身のような頑健さでよろめきさえしなかった。

			　ただ、あと一撃、どこか急所に当たればなんとかなる、そこまでは追い詰められるのだが、そのあとの一撃が出ない。

			　この場にいる刺突武器の所有者がふたりしかいないことが今さらながらに悔やまれる。

			　悔やまれるが、悔やんだところで改善されるわけではなかった。

			　口を真一文字に結ぶが、そんな僕にささやきかけるものがいた。

			　

			「そんなことはないぞ、少年。辛いときは嘆いてもいい。困ったときは助けを求めてもいい」

			　

			　聞き慣れぬ声であった。

			　男の声だ。

			　柔和で柔らかい声質で、聞いているだけで心が安らぐような声だった。

			　その声の主はこう言った。

			「君は娘のために尽力してくれた。おれのような馬鹿者のためにこんな深い階層までやってきてくれた。その恩は今返す」

			　彼がそう言うと、次いで弓を絞るような音が聞こえてきた。

			　ぎゅう、と弓弦を絞る音。そしてそれが解き放たれる音がこだますると、僕の目の前の時空が割れ、その中から突如、矢が現れた。

			　その矢はまっすぐに悪魔のもとへ飛び、悪魔の右目に突き刺さる。

			「ギャア」

			　という叫び声が聞こえる。

			　悪魔は右目に刺さった矢を取り去ろうとするが、それが命取りとなった。

			　わずかな隙も見逃さないと集中していた僕が、その隙を見逃すわけがなかった。

			　とどめを刺すため、剣に力を込める。

			　

			「剣閃！」

			　

			　僕はそう叫ぶと、聖剣から力を解放した。

			　刺突属性となった剣の閃きは、まっすぐに悪魔のもとへ飛び、悪魔の右足に突き刺さる。

			　そのまま悪魔の右足をえぐり刺すと、青白いエネルギーは消え去った。

			　致命傷ではない。

			　人間ならば行動不能になる程度の威力であった。しかし、右のすねが弱点の悪魔にとってはそれが命取りとなる。

			　悪魔はこの世のものとは思えない叫び声、いや、咆(ほう)哮(こう)を上げる。

			　内臓が震えるほどの雄叫びは一分近く続いたが、それが最後の抵抗となった。

			　ディアブロはやがて叫び声をやめ、塵(ちり)芥(あくた)となっていく。

			　原子に分解され、消えていく悪魔。

			　その光景は奇妙なほど綺麗だった。

			　こうして僕たちは古代の悪魔ディアブロを倒すことに成功した。

			　それぞれに喜びを分かち合う。

			「すごいです。クロムさん、あなたはドラゴンに続き悪魔を倒した英雄です」

			「まさかドラゴンスレイヤーだけでなく、デーモンスレイヤーにもなるとは、少年、貴様はいったい、どこまで強くなっていくのだ？」

			　僕はしばしニアたちから称賛を受け取ると、彼らの健闘を称えた。

			「これもニアたちが悪魔を引き留めてくれたおかげだよ。――それにこれはカチュアのお父さんのおかげでもある」

			　その言葉を聞いたニアは不思議そうな表情を浮かべたが、深く尋ねてくるようなことはなかった。

			　

			†

			　

			　戦闘を終えた僕は、カチュアのもとへ向かった。

			　彼女に報告したいことがあったからだ。

			　カチュアはディアブロを討伐したことに湧いているパーティーメンバーをどこか別世界の住人のように眺めていた。

			　理由は明白であった。

			　彼女の耳にかけられていた霊視の眼鏡は朽ち果て、地面に落ちていた。

			　どうやら最後の力を使い果たしたようだ。

			　もはや眼鏡としてもマジックアイテムとしても使用することはできなかった。

			　彼女は呆然と宙を見ていた。

			　かける言葉が見つからない。

			　腰の聖剣は、

			「こんなときは黙って抱きしめてチューするのが男だよ」

			　と言うが、僕にそんな度量も甲斐性もあるわけもなく、結局、カチュアの方が話しかけてきた。

			「……眼鏡壊れちゃった。これでもうお父さんと会えないね」

			　悲痛さはない。淡々とした口調であった。

			「ある意味、これでもうあきらめがつくわ。結局、この森にお父さんはいなかったのよ。もう、どこか遠いところに旅立ってしまったのよ」

			「いや、それは違うよ。この森にカチュアのお父さんはいた。まだ、ここにいるかは分からないけど、カチュアのお父さんは最後の力を振り絞って弓を放ってくれたんだ」

			　僕はそう言うと、ディアブロの死体があった場所に転がっている矢を持ってくる。

			「カチュアのお父さんが放ってくれた弓だ。これがあったから僕は剣閃を当てることができた」

			「これがお父さんの放った矢？」

			　彼女は狐につままれたような顔をする。

			「信じられない？」

			「にわかには」

			　でも、と続ける。

			「――クロム君は嘘をつくような子じゃないからね。クロム君がそう言うのならばそれが真実なのでしょう」

			　彼女はそう言うと、「ありがとう」と笑顔を作り、矢を己の鞄に入れた。

			　僕はその言葉を聞き、迷う。

			（クロム君は嘘をつかない子か……）

			　そんなことのあとに嘘を言うのは気が引けるが、それでも言わざるを得ない。

			　ここで言っておかなければ一生後悔すると思ったのだ。

			　意を決した僕は言う。

			「あ、あの、カチュア、これは君のお父さんから預かった伝言なのだけど」

			「伝言？」

			「僕にだけ聞こえたんだ。なぜか知らないけど」

			「へえ、お父さんはなんて言ってたの？」

			「君のことを愛しているって。それに君のお母さんのことも」

			「それは知っている」

			「そうだよね」

			「そうよ。お母さんとのラブラブ具合は子供のころから見てたし、娘のためにこんな地下深くの危険な森にくるのよ？　愛しているに決まっているでしょ」

			「……そうだね。そうだ。愛しているに決まっている」

			　そうだ、最初からこんな嘘をつく必要などなかったのだ。

			　張り詰めていた気がはじけたような気がした。

			　――ただ、そんな僕にカチュアは容赦なく口撃してくる。

			「ところでクロム君、お父さんは他になにか言っていた？」

			　にやにやとしている。彼女は僕がでまかせを言っていることに気がついているようだ。

			「例えば、成人した娘の感想とかさ。ほら、あたしってすごい美人じゃん。あとは娘と付き合うつもりはないのか？　とか婚前交渉はしたのか？　とか。父親が聞きそうなことは腐るほどあったでしょ」

			　……参るな。これは分が悪い。素直に降参を認めようか、そう思ったとき、どこからともなく、声が聞こえた。

			　

			「少年、娘の口をふさぐ秘訣を教えよう。こう尋ねるのだ。まだ背中にある大きなほくろを気にしているのか？　と」

			　

			　僕はそのままの台詞を口にすると、カチュアは顔を真っ赤にし、背中を押さえようとした。

			「な、なんでそれを知っているの？　お母さんくらいしか見せたことないのに……。もしかして、本当にお父さんに聞いたの？」

			「信じられないかもしれないけど、今、また声が聞こえる」

			「……その表情は本当っぽいね」

			「……うん。そうだ。なにか聞きたいことはある？」

			「え？　聞きたいこと？」

			「そう、これが話せる最後のチャンスになるかもしれない」

			「そうか、そうだよね。じゃあ、なにか尋ねておくか」

			　彼女はそう言うと、腕を組み、悩み出す。

			　うーん、とうなる。

			「てゆうか、ここにきてなんだけど、話したいことはいっぱいあったけど、尋ねたいことといわれると迷うわ。お母さんは元気にやってるし、あたしはもう子供じゃないからなー」

			「でも、なにかひとつくらいあるでしょ」

			「そうだね、じゃあ、一番無難なことを聞くか」

			「無難なこと？」

			「そう、普通、子供の名前ってお父さんかおじいちゃんが決めるでしょ？」

			「そうだね。僕の名前も祖父が決めた」

			　立派な冒険者となるように当時仲間だった勇敢な男からもらい受けた名前だそうな。

			　この国では大抵、男親か祖父が決めるのが慣例となっている。

			「あたしの名前も実はおじいちゃんが決めたんだよね。ここでその慣習を途絶えさせるのは惜しいから、子供の名前を聞きたいかな」

			「子供って誰の？」

			「あたしの」

			「産む予定はあるの？」

			「一応。って言っても妊娠してないからね。まじまじとお腹見ないでよ」

			「ごめん。じゃあ、将来、カチュアが産む予定の子供の名前を聞けばいいんだね」

			「そう。お願い」

			　と言うと、彼女は神妙な面持ちになる。

			　僕はどこかにいるはずの彼女の父親に尋ねた。

			　彼は、

			「俺の娘もそんな年頃になったか」

			　そんな感慨深げな感想を漏らすと、こう言った。

			「……そうだな。もしも男の子だったら、シマジ。女の子だったらププルにしてくれ」

			　僕は彼の言葉をそのままカチュアに話す。

			　その名前を聞いたカチュアは思わず笑い出す。

			　おかしそうにお腹を押さえながら身をよじっている。

			　ひとしきり笑うと、彼女はこう言った。

			「……お父さんらしいわ。実はね、あたし、本当はププルになるはずだったの。でも、あまりに可哀想だから代わりにおじいちゃんが名付け親になったんだけど」

			「じゃあ、変えてもらう？　あまりにひどいって」

			　カチュアはゆっくりと首を横に振るとこう言った。

			「いや、いいよ。それでいい。まあ、生まれてきた子供は恨むでしょうけど。忘れ去られるよりはましだと思う」

			　彼女はそう断言すると、最後にこう言った。

			「そう言えばお父さんがあたしたちのことを愛しているってのは知っているけど、あたしの気持ちは言わなかったね。クロム君、悪いけどこう伝えてくれない」

			　彼女はそこで言葉を句切るとこう結んだ。

			「お父さん、あたしはお父さんが大好きだよ、って」

			　僕は彼女の言葉をそのまま伝えたが、その返答は得られなかった。

			　先ほどまで漂っていた不思議な空気は一掃されていた。

			　なぜだか分からないが、僕はもう二度とカチュアのお父さんと話せない。

			　そんな気がした。

			　そうなると彼女の言葉を届けられないわけである。彼女の父親の答えも聞けないわけであるが、僕は彼女のお父さんがなんと答えるか分かっていた。

			　それをそのまま言葉にする。

			　

			「知っていたよ」

			　

			　僕がそう言うと、カチュアはとても納得した笑みを浮かべた。

			　

			†

			　

			　ディアブロ討伐、不思議な森でのできごと、僕たちはすべてのイベントを終えると、そのまま帰還した。

			　帰りももちろん、ニアのポケットマネーで転移の間を使った。

			　あっという間に地上に戻るが、転移の間で待っていたのはリルさんとカレンだった。

			　どうやらニアが報告していてくれたらしく、出迎えてくれたようだ。

			　リルさんはいつものように偉そうに、

			「ご苦労だったな、少年」

			　と、尻尾(しつぽ)を三度振った。

			　カレンはいつものようにほがらかな笑みで、

			「お疲れ様でした、クロムさま」

			　と言った。

			　その一言だけで疲れが吹き飛んでしまう。

			　ただ、そのまま癒やされるわけにはいかない。

			　僕はカチュアの今後についてリルさんに尋ねた。

			　彼女は神妙な面持ちで言う。

			「有罪(ギルテイ)」

			　と――。

			「そ、そんな、なんとかならないんですか？」

			　僕は彼女をかばうが、これだけはどうしようもならない、とリルさんは言う。

			　そんな僕にカチュアは肩を叩きながら言う。

			「まあまあ、クロム君、気にしないで。あたしがダンジョンの掟を破ったのは事実なんだから、罪は甘んじて受けるよ」

			「でも」

			　という僕に、カチュアは言う。

			「デモもストライキもないの。お姉さんは綺麗な身体になって、また戻ってくるから」

			　カチュアはリルさんの前に歩みを進めると、両手を突き出す。

			　お縄にしてください、という意味だろう。

			　その姿を見て、リルさんは言った。

			「これはなんだ？」

			「なにって連行してください、という意味ですけど」

			「連行？　なにを言っている。そんなことをしたら罪を償えないだろう」

			「冒険者協会で裁判を受けるんじゃないんですか？　あたしは」

			「そっちの方はなんとかもみ消した。エイブラムとお姫様に感謝せい」

			　ニアの方を見る。

			　彼女はただ健やかに微笑んでいるだけだった。

			　エイブラムは捕捉する。

			「もともと、悪魔復活は欲に目がくらんだお主の兄弟子たちの仕業。幸い彼らはすでに報いを受けているし、被害は最小限に収まった。これ以上、ことを荒立てる必要はない。もっとも、無罪放免ともいかないが」

			「じゃあ、あたしはどんな罰を受ければいいんですか」

			「決まっているだろう。お前の罪はこの神獣リルを奔走させて疲れさせた罪。それを償うのだ」

			「と言いますと？」

			　リルさんの代わりにカレンが笑顔で言う。

			「リルさまは大変な食いしん坊で、その食費はギルドの運営費をとても圧迫しています」

			「…………」

			　カチュアはそれでも意図を計りかねているようだった。

			　仕方ないので僕が説明をする。

			「フェンリル・ギルドはもっかのところ人手不足なんだ。まともな冒険者は僕しかいない。よってギルドの収入も限られる。ここでもうひとり、冒険者が増えたら、ギルドの運営も楽になる。そう彼女たちは言っているんだよ」

			「つまり、あたしにフェンリル・ギルドに入れ？　と」

			「そういうことだね」

			「あたしなんかが入ってもいいのかなあ」

			　それでも逡巡するカチュアに僕はこう言った。

			「カチュアじゃないと駄目なんだよ」

			　その言葉を聞いたカチュアはくすくすと笑う。

			「まーた、そんなジゴロみたいな台詞を言って。まったく、君は天然のハーレム体質だね。お姫様の苦労も忍ばれるわ」

			　カチュアはニアの方を見ながらそう言ったが、最終的には了承してくれた。

			　ただし、と条件を付けてくるところが彼女らしかった。

			「今回の件でお姫様に借りを作っちゃったし、お姫様の許可が降りたらいいよ」

			「ニアの許可がいるの？」

			「いるの。ギルドに入るだけでなく、恋の狩猟免許もほしいかな」

			「どういう意味？」

			「それは朴念仁の君は考えなくていいの。ともかく、あたしの言葉をそのまま伝えてきて」

			　仕方ないのでそのままそれをニアに伝える。

			　ニアは最初、反応に困ったような顔をしたが、それでも最終的に、

			「もともと、わたくしが決めるような筋合いではありませんが、カチュアさんがそれで納得されるのでしたら――」

			　と、ＯＫをくれた。

			　それをそのままカチュアに話すと、彼女は「うんうん、甘いお姫様だ。ライバルを招き入れるなんて」と漏らした。

			　僕はそれでも意味を計りかねていると、呆れたリルさんがつぶやく。

			「まったく、少年の鈍感さは国宝級だな」

			　それは認めるけど、答えを教えてほしかった。

			　そう思っていると、答えはこれだよ、と、耳元でささやく女性がいた。

			　カチュアである。

			　彼女は僕の腕を引っ張ると、僕の頬に唇を寄せた。

			　それも限りなく僕の口に近い位置に。

			　いわゆるキスというやつだ。

			　彼女の唇は相変わらずとても柔らかかった。

			　しばしキスされた箇所を手で押さえ、呆然としていたが、それでやっとなんとなく意味が分かった。

			　聖剣のエクスが茶化すように言う。

			「年上の森の妖精ルート、

			　麗しのお姫様ルート、

			　食いしん坊の神獣様ルート、

			　可(か)憐(れん)なメイドさんルート、

			　それに超絶美少女の聖剣ルート、

			　さて、クロムはどの道を選ぶかな」

			「…………」

			　それは本人にも不明だが、ひとつだけ確定していることがある。

			　明日からフェンリル・ギルドに頼りがいのある素敵な魔術師が加わるということだ。

			　要はまた新しい家族が増えるのだ。

			　それはきっと幸福なことなのだろう。

			　そう思った。
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